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民 生 常 任 委 員 会 記 録

１．会議日時

平成２１年３月１１日（水）午前１０時　　　　開会

　　　　　　　　　　　　　午後　４時４４分　散会

１．場所

大会議室

１．出席委員

委 員 長 上村高義  副委員長 川口純子  委　　員 山崎雅数

委　　員 大澤千恵子 委　　員 村上英明  委　　員 嶋野浩一朗 

１．欠席委員

なし

１．説明のため出席した者

市　長　森山一正 副市長　小野吉孝

生活環境部長　紀田光司 　同部次長兼環境業務課長　水田和男

同部参事兼市民課長　村江　卓　　自治振興課長　萩原　明

産業振興課長　藤井智哉 同課参事兼農業委員会事務局長　田橋正一

同課参事　鈴木康之 環境対策課長　池上敦実

環境センター長　五里江路人

保健福祉部長　佐藤芳雄 同部理事　福永冨美子

同部次長兼地域福祉課長　登阪　弘　　同部参事兼こども育成課長　稲村幸子

地域福祉課参事兼地域包括支援センター長　川口敦子　　障害福祉課長　堤　守

生活支援課長　東澗順二 介護保険課長　山田雅也 国保年金課長　野村眞二 

同課参事　大嶋良一 同課参事　寺田　博 健康推進課長　阪口　昇 

こども育成課参事　船寺順治　同課参事　白山真知子　　同課参事　寺田加代子

１．出席した議会事務局職員

議会事務局次長　野杁雄三　　同局書記　寺前和恵 

１．審査案件（審査順）

議案第　１号　平成２１年度摂津市一般会計予算所管分

議案第１０号　平成２０年度摂津市一般会計補正予算（第４号）所管分

議案第　７号　平成２１年度摂津市パートタイマー等退職金共済特別会計予算

議案第２８号　摂津市企業誘致条例の一部を改正する条例制定の件

議案第２４号　摂津市廃棄物の減量、再生利用及び適正処理に関する条例の一部を改

正する条例制定の件
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議案第２７号　摂津市犯罪被害者等支援条例の一部を改正する条例制定の件

議案第２１号　摂津市立障害児童センター条例の一部を改正する条例制定の件

議案第２２号　摂津市乳幼児医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例制定の

件

議案第２３号　摂津市ひとり親家庭の医療費の助成に関する条例及び摂津市国民健康

保険条例の一部を改正する条例制定の件

議案第　３号　平成２１年度摂津市国民健康保険特別会計予算

議案第　４号　平成２１年度摂津市老人保健医療特別会計予算

議案第１２号　平成２０年度摂津市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）

議案第１３号　平成２０年度摂津市老人保健医療特別会計補正予算（第２号）

議案第２５号　摂津市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定の件

議案第　９号　平成２１年度摂津市後期高齢者医療特別会計予算

議案第１６号　平成２０年度摂津市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

議案第　８号　平成２１年度摂津市介護保険特別会計予算

議案第１５号　平成２０年度摂津市介護保険特別会計補正予算（第３号）

議案第１８号　摂津市介護従事者処遇改善臨時特例基金条例制定の件

議案第２６号　摂津市介護保険条例の一部を改正する条例制定の件
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（午前１０時　開会）

○上村高義委員長　おはようございます。

　ただいまから民生常任委員会を開会い

たします。

　理事者からあいさつを受けます。

　森山市長。

○森山市長　おはようございます。

　本日は、年度末、何かとお忙しいとこ

ろ、民生常任委員会をお持ちいただきま

して、大変ご苦労さまでございます。

　本日は、平成２１年度の一般会計予算

所管分ほか１９件についてご審査をいた

だくことになります。どうぞ慎重審査の

上、ご可決賜りますよう、よろしくお願

い申し上げます。

　一たん退席いたしますが、どうぞよろ

しくお願いします。

○上村高義委員長　終わりました。

　本日の委員会記録署名委員は村上委員

を指名します。

　審査の順序につきましては、お手元に

配付しています案のとおり行うことに異

議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○上村高義委員長　異議なしと認め、そ

のように決定します。

　暫時休憩します。

（午前１０時１分　休憩）

（午前１０時２分　再開）

○上村高義委員長　再開します。

　議案第１号所管分及び議案第１０号所

管分の審査を行います。

　補足説明を求めます。

　佐藤保健福祉部長。

○佐藤保健福祉部長　それでは、平成２

１年度摂津市一般会計予算のうち、保健

福祉部生活支援課、障害福祉課、こども

育成課、国保年金課及び介護保険課が所

管しております事項につきまして、目を

追って、その主なものについて補足説明

をさせていただきます。

　まず歳入でございますが、２８ページ

から３１ページの款１２、分担金及び負

担金、項１、負担金、目１、民生費負担

金は介護サービス保険者負担金、保育所

保育料などが主なものとなっております

が、前年度に比べ１．３％、約１,１４

４万円の減となっております。これは、

主にせっつ桜苑にかかる介護サービス保

険者負担金の減によるものでございます。

　３０ページ、款１３、使用料及び手数

料、項１、使用料、目２、民生使用料の

うち、保健福祉部にかかる使用料は前年

度と同額でございます。

　３６ページから３９ページの、款１４、

国庫支出金、項１、国庫負担金、目１、

民生費国庫負担金は、生活保護費、児童

手当、児童福祉費などの国庫負担金が主

なものとなっておりますが、前年度に比

べ２．７％、約７,３７７万円の増となっ

ております。これは主に障害者施設の新

体系への移行による生活介護給付費負担

金及び訓練等給付費等負担金の増による

ものでございます。

　３８ページから４１ページの項２、国

庫補助金、目１、民生費国庫補助金は、

前年度に比べ１１４．７％、約１億２,

２９７万円の増となっております。これ

は主に一津屋愛育園及びとりかい保育園

の建て替え事業に対する次世代育成支援

対策施設整備交付金を新たに計上したこ

とによるものでございます。

　４２ページ、項３、委託金、目２、民

生費委託金は、主に国民年金事務にかか

る委託金で、前年度に比べ２．８％、約

５６万円の増となっております。これは、

昨年度国庫補助金で計上しておりました

中国残留邦人等支援事業にかかる国庫支

出金を委託金で計上したことによるもの

でございます。
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　４２ページから４５ページの款１５、

府支出金、項１、府負担金、目１、民生

費府負担金は国民健康保険基盤安定負担

金や児童福祉費負担金が主なものとなっ

ておりますが、前年度に比べ３．３％、

約２，９８１万円の増となっております。

これは、主に障害者にかかる生活介護給

付費負担金、児童福祉費負担金、知的障

害児通園施設給付負担金の増によるもの

でございます。

　４４ページから４９ページの項２、府

補助金、目２、民生費府補助金は地域福

祉・子育て支援交付金、老人、身体障害

者、乳幼児等にかかる医療費補助金が主

なものとなっておりますが、前年度に比

べ１３．４％、約４，３３０万円の減と

なっております。これは大阪府の市町村

補助金の交付金化に伴う補助金の減額や

障害者福祉作業所等の新体系への移行に

伴う補助金の減などによるものでござい

ます。

　５０ページ、項３、委託金、目２、民

生費委託金は前年度と同額で、障害児

（者）の相談支援に係る障害児（者）地

域療育等支援事業委託金でございます。

　５６ページ、款１９、諸収入、項３、

貸付金元利収入、目１、老人医療費資金

貸付金元金収入は、前年度と同額でござ

います。

　５８ページからの、項４、雑入、目２、

雑入は、こども育成課の保育所職員給食

費負担金などでございます。

　次に、歳出でございますが、１００ペー

ジから１０５ページの、款３、民生費、

項１、社会福祉費、目１、社会福祉総務

費は、事務の執行にかかる経費のほか、

地域福祉活動支援委託料などの委託料、

社会福祉協議会補助金、広域連合医療給

付費等負担金などの補助金・負担金、国

民健康保険などの特別会計への繰出金が

主なもので、人件費を除き前年度に比べ

２９．９％、約９億２，２４１万円の減

となっております。これは、摂津市社会

福祉事業団にかかる社会福祉事業運営委

託料や小規模通所授産施設運営補助金な

どの障害福祉にかかる経費を障害福祉費

の目で計上したことによるものでござい

ます。

　１０６ページ、目３、国民年金総務費

及び目４、国民年金事務費は、国民年金

事務にかかる経常経費でございます。

　１０６ページから１０９ページの目５、

老人医療助成費は前年度に比べ１７．９

％、約３，１８２万円の減となっており

ます。これは、平成１６年１１月からの

制度改正に伴う経過措置による対象者の

減によるものでございます。

　１０８ページ、目６、障害者医療助成

費は前年度と同額となっております。

　１０８ページから１１１ページの目７、

障害福祉費は、これまで社会福祉総務費、

身体障害者福祉費及び知的障害者福祉費

として計上しておりました障害福祉にか

かる経費をまとめて新たに目を設けてお

ります。社会福祉事業運営委託料、市立

みきの路運営委託料、障害福祉サービス

費等給付費などが主なもので、前年度の

障害福祉費にかかる社会福祉総務費、身

体障害者福祉費及び知的障害者福祉費の

合計に比べ２．５％、約３，４８９万円

の増となっております。

　１１２ページから１１５ページの項２、

児童福祉費、目１、児童福祉総務費は、

民間保育所運営費補助金、保育所運営費

負担金などが主なもので、人件費を除き、

前年度に比べ１８．３％、約２億４，４

２７万円の増となっております。これは、

主に一津屋愛育園及びとりかい保育園の

建て替え事業に対する児童福祉施設整備

費補助金を新たに計上したことによるも
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のでございます。

　１１４ページ、目２、児童措置費は、

児童手当、児童扶養手当が主なもので、

前年度に比べ０．６％、約６９３万円の

増となっております。

　１１４ページから１１６ページの目３、

児童福祉施設費は、主に市立保育所の運

営にかかる非常勤職員等の賃金、給食賄

材料費などが主なもので、前年度に比べ

０．８％、約１６６万円の増となってお

ります。

　１１６ページ、目４、母子福祉費は、

前年度に比べ１４．５％、約３３６万円

の増となっております。これは母子生活

支援施設運営費負担金の増によるもので

ございます。

　同じく、目５、乳幼児医療助成費は前

年度に比べて２．２％、約３０８万円の

増となっております。これは、乳幼児医

療費助成について、食事代も含めて中学

校卒業までの入院医療費を対象とする制

度の拡充を行うことによるものでござい

ます。

　１１６ページから１１９ページの目６、

ひとり親家庭医療助成費は、前年度に比

べ３．８％、約２２１万円の減となって

おります。

　１１８ページ、項３、生活保護費、目

１、生活保護総務費は、人件費を除き、

前年度に比べ３４２．６％、約３，６７

９万円の増となっております。これは、

新たに生活保護システム委託料を計上し

たことによるものでございます。

　１２０ページ、目２、扶助費は、被保

護世帯に対する扶助費で、前年度と同額

になっております。

　以上、保健福祉部生活支援課、障害福

祉課、こども育成課、国保年金課及び介

護保険課が所管しております平成２１年

度一般会計予算の補足説明とさせていた

だきます。

　続きまして、議案第１０号、平成２０

年度摂津市一般会計補正予算（第４号）

のうち、保健福祉部生活支援課、障害福

祉課、こども育成課、国保年金課及び介

護保険課が所管しております事項につき

まして補足説明をさせていただきます。

　それでは、１２ページからの歳入歳出

補正予算事項別明細書の目を追って、主

なものについてご説明を申し上げます。

　まず、歳入でございますが、１５ペー

ジ、款１４、国庫支出金、項１、国庫負

担金、目１、民生費国庫負担金の減額は、

被保護世帯数が当初見込みより減になっ

たことによるものでございます。

　１６ページ、項２、国庫補助金、目１、

民生費国庫補助金の社会福祉費補助金の

減額は、障害者介護給付費等支給審査会

委員報酬が当初見込みより減になったこ

とによるもので、母子福祉費補助金の減

額は、母子家庭高等技能訓練促進費が当

初見込みより減になったことなど、事務

事業の精査によるものでございます。

　続きまして、４１ページからの歳出で

ございますが、款３、民生費、項１、社

会福祉費、目１、社会福祉総務費は障害

者にかかる日常生活用具の交付件数及び

老人保健医療特別会計繰出金が当初見込

みより減になったことなど、事務事業の

精査によるものでございます。

　４４ページ、項２、児童福祉費から４

５ページ、項３、生活保護費までは、母

子家庭高等技能訓練受講生数及び被保護

世帯数が当初見込みより減になったこと

など、事務事業の精査によるものでござ

います。

　以上で、平成２０年度摂津市一般会計

補正予算（第４号）の補足説明とさせて

いただきます。

○上村高義委員長　次に、福永保健福祉
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部理事。

○福永保健福祉部理事　それでは、議案

第１号、平成２１年度摂津市一般会計予

算のうち、保健福祉部健康推進課及び地

域福祉課が所管しております事項につき

まして、目を追って、その主なものにつ

いて補足説明をさせていただきます。

　まず、歳入でございますが、３０ペー

ジ、目３、衛生使用料のうち、健康推進

課にかかる使用料は前年度に比べ０．４

％、約３７万円の減となっております。

　３４ページ、項２、手数料、目２、衛

生手数料のうち、健康推進課にかかる手

数料は前年度に比べ８．９％、約２１万

円の増となっております。これは、主に

飼い犬登録手数料の増によるものでござ

います。

　４４ページ、目２、災害弔慰金府負担

金は、前年度と同額で、災害救助法適用

災害にかかる遺族への弔慰金でございま

す。

　４８ページ、目３、衛生費府補助金は

前年度に比べ２８０．５％、１，４９３

万円の増となっております。これは、主

に妊婦健康診査公費負担の回数の増によ

るものでございます。

　５４ページ、款１８、繰入金、項２、

基金繰入金、目４、墓地管理基金繰入金

は、前年度に比べ４，０００円、８．９

％の減でございます。

　５８ページからの項４、雑入、目２、

雑入は、健康推進課の各種健診及び予防

接種にかかる自己負担金、旧総合福祉会

館撤去工事の旧茨木保健所摂津支所にか

かる府負担金などでございます。

　次に、歳出でございますが、７２ペー

ジ、款２、総務費、項１、総務管理費、

目１、一般管理費のうち、水道事業会計

繰出金は、独居高齢者、一人親家庭等に

かかる水道料金減免に伴うもので、前年

度に比べ３．６％、約７４万円の減となっ

ております。

　１０４ページから１０７ページの目２、

老人福祉費は、施設介護サービス委託料、

高齢者民間賃貸住宅家賃助成補助金、老

人入所施設措置費等が主なもので、前年

度に比べ４．８％、約２，６９５万円の

減となっております。これは、せっつ桜

苑に対する通所介護サービス委託料、施

設介護サービス委託料等の減や、ホーム

ヘルパーによる一人暮らし高齢者の安否

確認などの高齢者日常生活支援事業補助

金を地域福祉活動支援委託料として、社

会福祉総務費で計上したことによるもの

でございます。

　１２０ページ、項５、災害救助費、目

１、災害救助費は災害救助法適用災害に

かかる遺族への弔慰金等で、前年度と同

額となっております。

　１２２ページ、款４、衛生費、項１、

保健衛生費、目１、保健衛生総務費は、

保健センター及び休日応急診療所の管理

委託料、また三師会、夜間休日応急診療

所、三次救命救急センター等の補助金負

担金などが主なもので、人件費を除き、

前年度に比べ０．３％、約３２万円の減

となっております。

　１２２ページから１２４ページの目２、

予防費は、前年度に比べ１１．７％、約

２，６５４万円の増となっております。

これは、妊婦健康診査の公費負担の回数

増によるものでございます。

　１２４ページ、目３、環境衛生費は、

前年度に比べ４．２％、２６万円の増と

なっております。その主なものは、消毒

業務及び飼い主不明の犬、猫等の動物の

死体処理などにかかる経費でございます。

　１２６ページ、目６、斎場費は前年度

に比べ１．０％、約１３７万円の増となっ

ております。これは、斎場耐震構造調査
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委託料等によるものでございます。

　目７、墓地管理費は前年度に比べ３２．

３％、約１３万円の減となっています。

これは、市営墓地の管理経費でございま

す。

　２００ページに飛びますが、款１１、

諸支出金、項１、災害援護資金貸付金、

目１、災害援護資金貸付金は前年度と同

額で、災害救助法適用災害にかかる貸付

金でございます。

　以上、保健福祉部、健康推進課及び地

域福祉課が所管しております平成２１年

度一般会計予算の補足説明とさせていた

だきます。

　続きまして、議案第１０号、平成２０

年度摂津市一般会計補正予算（第４号）

のうち、保健福祉部、健康推進課及び地

域福祉課が所管しております事項につき

まして補足説明をさせていただきます。

　それでは、１２ページからの歳入歳出

補正予算事項別明細書の目を追って、主

なものについてご説明申し上げます。

　まず、歳入でございますが、１７ペー

ジ、款１５、府支出金、項２、府補助金、

目２、民生費府補助金の減額は、コミュ

ニティソーシャルワーク事業運営委託料

及び住宅改造費用助成費が当初見込みよ

り減になったことなど、事務事業の精査

によるものでございます。

　２０ページ、款１９、諸収入、項４、

雑入、目１、雑入の高齢者移送サービス

利用料の減は１０月から利用料を無料と

したことによるものでございます。

　続きまして、４１ページからの歳出で

ございますが、４２ページから４３ペー

ジ、目２、老人福祉費は、住宅改造助成

の件数が当初見込みより減になったこと

など、事務事業の精査によるものでござ

います。

　４５ページから４６ページ、款４、衛

生費、項１、保健衛生費、目２、予防費

の減は、主に日本脳炎予防接種の積極的

勧奨を見合わせていることによるもので

ございます。

　同じく、目６、斎場費の減額は、修繕

料減額によるものでございます。

　以上、保健福祉部、健康推進課及び地

域福祉課が所管しております平成２０年

度摂津市一般会計補正予算（第４号）所

管分の補足説明とさせていただきます。

○上村高義委員長　紀田生活環境部長。

○紀田生活環境部長　平成２１年度摂津

市一般会計予算のうち、生活環境部にか

かります主な事項につきまして、目を追っ

て補足説明させていただきます。

　まず、歳入でございますが、３０ペー

ジ、款１３、使用料及び手数料、項１、

使用料、目２、民生使用料のうち文化ホー

ル等各施設の使用料は、前年度に比べ２．

８％の増となっております。

　３４ページ、項２、手数料、目１、総

務手数料のうち、市民課にかかる戸籍手

数料等は、前年度に比べ７．７％の減と

なっております。

　目２、衛生手数料のうち、塵芥処理に

よる手数料は、一般廃棄物の焼却手数料

及び臨時ごみ等の収集運搬処分手数料な

どでございますが、前年度と比べ１１．

０％の減となっております。これは、ご

みの減量によるものでございます。

　鳥獣登録手数料は、鳥獣の保護及び狩

猟の適正化に関する法律に定める鳥獣飼

養登録等事務手数料でございます。

　３６ページ、目３、農林水産業手数料

は、土地現況証明手数料でございます。

　４２ページ、款１４、国庫支出金、項

３、委託金、目１、総務費委託金のうち、

戸籍住民基本台帳費委託金は、外国人登

録事務にかかるもので、前年度と比べ４

１．３％増となっております。この主な
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要因は、登録事務の件数の増加によるも

のでございます。

　４８ページ、款１５、府支出金、項２、

府補助金、目３、衛生費府補助金のうち

公害対策費補助金及び違法屋外広告物除

去事務経費補助金は、委任事務等の補助

金でございまして、定額補助となってお

ります。また、鳥獣飼養登録事務費交付

金につきましては、大阪府からの事務移

譲に伴う人件費にかかる交付金でござい

ます。

　目４、農林水産業費府補助金は、農業

委員会にかかる農業委員会交付金及び農

地関係交付金でございます。

　目５、商工費府補助金は大阪府から移

譲事務における工場立地法関係事務と消

費対策での家庭用品品質表示法関係事務

にかかる交付金でございます。

　５０ページ、項３、委託金、目１、総

務費委託金のうち市民課にかかりますも

のとして人口動態調査に関する事務委託

金及び電子証明書発行に関する事務委託

金でございます。

　５６ページ、款１９、諸収入、項３、

貸付金元利収入、目２、中小企業事業資

金融資預託金収入は、事業資金融資に伴

い、市内の金融機関に預託しております

元金収入でございます。

　５８ページ、項４、雑入、目２、雑入

のうち自治振興課にかかる主なものとし

て、文化ホール入場料、自主事業参加料

及び犯罪被害者負担金などを計上いたし

ております。

　環境業務課にかかるものとして、資源

ごみ売却収入は古紙、古布、缶、びん、

ペットボトル等の資源物の売却収入を見

込んでおります。

　続きまして、歳出でございますが、７

６ページ、款２、総務費、項１、総務管

理費、目７、都市交流費は、都市交流及

び国際交流にかかる経費を計上いたして

おりまして、前年度に比べ３５．５％の

減となっております。この主な要因は、

平成２０年度にはオーストラリア・バン

ダバーグ市と友好都市締結１０周年記念

事業を行っているため大幅な減となった

ものでございます。

　８０ページ、目１１、防犯対策費は、

防犯灯の設置及び維持管理費等にかかる

経費を計上いたしております。前年度に

比べ４．４％の増となっておりますが、

この主な要因は、防犯灯の電気代の値上

げや２１ワット以上の防犯灯の維持管理

費補助金を８００円から１，０００円に

増額させていただくことによるものです。

　８２ページ、目１４、自治振興費は、

地区振興員報酬、広報紙等の配布手数料、

摂津まつり振興会補助、地域活性化補助

並びに犯罪被害者等への支援にかかる経

費が主なものでございまして、前年度に

比べ１．９％の減となっております。

　９０ページ、項３、戸籍住民基本台帳

費、目１、戸籍住民基本台帳費は、市民

課業務にかかる経費を計上いたしており

まして、前年度に比べ５６．３％の増と

なっております。これは、戸籍電算化に

伴う戸籍システム保守委託料及び戸籍シ

ステム借上料によるものでございます。

　１２０ページ、款３、民生費、項４、

生活文化費、目１、生活文化総務費は、

摂津市都市開発株式会社及び施設管理公

社への施設管理等の委託、フォルテ２１

２・２１３の借り上げ、並びに公共公益

施設再配置に伴う旧保健センター改修の

設計委託に要する経費が主なものでござ

いまして、前年度に比べ１．８％の減と

なっております。

　目２、文化ホール費は、文化ホールに

かかわります舞台照明装置及びステージ

スピーカーの借り上げ経費でありまして、
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前年度に比べ１０．４％の減となってお

ります。

　１２４ページ、款４、衛生費、項１、

保健衛生費、目４、公害対策費は、前年

度に比べ１０．７％の減となっておりま

す。

　１２６ページ、目５、環境政策費は、

前年度に比べ３４．４％の増となってお

りますが、これは、雨水タンク設置補助

金制度導入によるものでございます。

　項２、清掃費、目１、清掃総務費は、

前年度に比べ１．４％の減となっており

ます。

　１２８ページ、目２、塵芥処理費は、

前年度に比べ０．９％の減となっており

ます。

　１３２ページ、目４、環境センター費

は、焼却施設の運転維持管理にかかる経

常経費でございまして、前年度に比べ７．

４％の増となっております。

　１３４ページ、款５、農林水産業費、

項１、農業費、目１、農業委員会費は、

農業委員会運営にかかる経費で、主なも

のは、農業委員報酬でございます。

　目２、農業総務費は、農業総務にかか

ります経費を計上いたしておりまして、

前年度に比べ３６．９％の増となってお

ります。

　１３６ページ、目３、農業振興費とし

ての主なものは、農業祭補助金、花とみ

どりの景観事業等でございます。市民農

園設置委託料につきましては、予算組み

かえを行っており、前年度に比べ２３．

７％の減となっております。

　１３８ページ、款６、商工費、項１、

商工費、目１、商工総務費は、前年度に

比べ３．２％の減となっております。こ

れは、前年度にパートタイマー等退職金

共済の一連の事務処理にかかりますシス

テム開発委託料が計上されていたことに

よるものでございます。

　目２、商工振興費は、」前年度に比べ

７．４％の増になっております。これは、

主に企業誘致奨励金の増額によるもので

あります。

　１４０ページ、目３、消費対策費は、

前年度に比べ１．４％の増になっており

ます。これは、消費生活相談嘱託員の賃

金及び賞与、時間外へのベースアップ分

の増と、前年度、試行的に行いました司

法書士の多重債務無料法律相談にかかわ

る委託料によるものでございます。

　以上、歳入歳出予算の補足説明とさせ

ていただきます。

　続きまして、議案第１０号、平成２０

年度摂津市一般会計補正予算（第４号）

のうち、生活環境部にかかわる部分につ

きまして、目を追って主なものについて

補足説明をさせていただきます。

　まず、歳入でございますが、２０ペー

ジ、款１９、諸収入、項４、雑入、目２、

雑入のうち環境業務課にかかわるものと

して、資源ごみ売却収入は、ペットボト

ル等の資源物の売却収入を見込んでおり

ます。

　次に、歳出でございますが、２８ペー

ジ、款２、総務費、項１、総務管理費、

目７、都市交流費は、本年度において中

国バンプー市が来摂しなかったことによ

る減額や、バンダバーグ市友好都市締結

１０周年記念事業にかかわる実績、並び

に旧国名連絡会議が昨年の９月２５日を

もって解散したことにより、運営資金で

ある負担金が不要になったこと等により

減額するものでございます。

　３０ページ、目１１、防犯対策費の減

額は、自治会で管理をしていただいてお

ります防犯灯の維持管理費補助金の実績

に応じて減額するものでございます。

　３１ページ、目１４、自治振興費の減
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額は、市民法律相談弁護士報酬や広報紙

等の配布手数料、住民活動災害保障保険

契約、並びに犯罪被害者等支援事業など

の実績に応じて減額するものでございま

す。

　３５ページ、項３、戸籍住民基本台帳

費、目１、戸籍住民基本台帳費の減額は、

戸籍システム借上料を入札したことによ

る差金等を減額するものでございます。

　４６ページ、款４、衛生費、項１、保

健衛生費、目４、公害対策費は、大気・

水質の測定委託を一括入札したことによ

る差金を減額するものでございます。

　４７ページ、項２、清掃費、目１、清

掃総務費は、収集作業員の賃金及び負担

金、補助及び交付金の執行差金を減額い

たすものでございます。

　目２、塵芥処理費の減額の主な理由に

つきましては、リサイクルプラザの臨時

職員賃金の執行差金を減額いたすもので

ございます。

　４８ページ、目４、環境センター費の

減額の主な理由につきましては、経常経

費の実績及び入札に伴う差金でございま

す。

　５０ページ、款６、商工費、項１、商

工費、目２、商工振興費は、労働金庫の

融資の中で、本市が指定する生活・教育

融資における債務保証料補助において、

これまでの実績と今度の利用状況をかん

がみながら減額するものでございます。

　以上、補正予算の補足説明とさせてい

ただきます。

○上村高義委員長　説明が終わり、質疑

に入ります。

　質疑のある方は、挙手願います。

　山崎委員。

○山崎雅数委員　おはようございます。

　民生の予算ということで、福祉の事業

をしっかりやっていただきたいと思って

おりますけれども、まず歳入から見てい

きたいと思うんですが、まず２８ページ

の民生費負担金等々についてちょっとご

説明をお願いしたいと思います。

　桜苑の支出、これが移ったということ

で１，１００万円の減ということなんで

すけれども、これが介護の使用料ですと

か保育所の負担金ですとか、今、不況で

皆さん市民生活が大変だというようなこ

とで、これ、負担金が遅れるとか、滞る

とかいうような予想がこれは入っている

のかどうか、中身についてお聞かせいた

だきたいと思っております。

　あと、ちょっと番号を打たせてもらい

ましたので、それを１番目にしたいと思

います。

　次に歳出、２番として、９３ページの

戸籍システム借上料、支出の方にもいろ

いろ出ているんですけれども、ちょっと

この中身をもう少し詳しく教えていただ

ければと思います。

　それから、３番目として、１０５ペー

ジの施設介護サービス委託料ですとか、

１０９ページの社会福祉事業運営委託料、

この委託料というものは、どういった形

かということをちょっと教えていただけ

ればと。

　指定管理者制度がまた数年後見直しと

いうことにもなってきているんですけれ

ども、委託をしている施設関係、運営の

管理をどう考えておられるのかと。

　いろいろ報告は受けているということ

でよく答弁いただいているんですけれど

も、これから財政健全化法ということで、

赤字がいろんなことで問題になってくる

ということなんですけれども、赤字にな

らなければサービス低下ということも考

えられるということではたまらないと思っ

ておりますので、運営を丸投げというこ

とではないんでしょうけれども、中身が
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知らされない、ブラックボックス化して

しまうことが指定管理者制度の問題だと

私は思っておりますので、委託をしてい

る部分で公的責任をどう考えるのかとい

うことをお聞かせ願えればと思っていま

す。

　それから、４番目として、１０７ペー

ジの介護用品、紙おむつ給付等していた

だいていますけれども、改善が図られて

市の負担がどのぐらいふえるのかと、中

身をもう少し詳しく教えていただければ

と思っています。

　それから、５番目として、１１１ペー

ジの作業所ですね、移行支援補助金につ

いてなんですけれども、施設の賃貸料と

か借り上げ補助、事務補助がされるとい

うふうに聞いておりますけれども、どう

いったものかと。

　府なんかからの支援なんかは減ってい

るということなんですけれども、これが

ずっと続けられるものかどうか、自立支

援法になって障害者支援団体がどういう

問題に直面しているのかというのを教え

ていただければと思っています。

　それから、６番目として、同じく障害

福祉サービス費等の給付金ですね、障害

自立支援法等の関係ですね、ご説明いた

だければと思っています。

　７番目として、１１３ページ、民間保

育所の運営費補助金ですね、これ国とか

府とか公的な補助金云々というのはどう

なのかなと。負担のかかり方というか、

推移なんかも教えていただければなと思

います。

　それから、８番目として同じく児童福

祉施設整備費補助金、この中身を。

　そして、９番目として建て替えという

ことなんですけれども、１１５ページの

保育所運営費の負担金ですね、規模とか

中身を教えていただければと思っていま

す。

　私立ということなんですけれども、公

立との関係なんかも教えてもらえたらと

思います。

　それから、１０番目としまして、１１

７ページ、乳幼児等医療費ですね、食事

代も入れてということで補助を拡大して

いただきましたけれども、この中身を教

えていただきたいのと、国とか府とか公

的な支援、ここのところ国なんかも子育

て分野では力を入れていただいているよ

うなんですけれども、こういった補助が

拡大するのか、見通しなどもお聞かせい

ただければと思います。

　それから、１１番目に生活保護費で、

１１９ページですね、今回新たに就労支

援ということで入れていただいているん

ですけれども、どういう方を採用して、

どういうふうな支援かというものをもう

少し詳しく教えていただければと。非常

勤ということになっていますけれども、

どういう頻度でお勤めいただけるのかと

いうようなこともお聞かせいただければ

と思っています。

　それから、１２番目ですね、同じく生

活保護でシステム委託料というのがある

んですけれども、この中身も教えていた

だければと思います。

　それから、１３番目として、生活文化

費の方で１２１ページ、これも指定管理

者ということでいろんなお仕事を施設管

理公社に委託をされているんですけれど

も、先ほどの委託の部分と同じように管

理の考え方を教えていただければと思い

ます。

　それから、１４番目として、保健衛生

費に入っていまして、１２４ページから

冒頭、公害対策費から始まるんですけれ

ども、これ先ほども１０％減ということ

なんですが、環境を守る、よくしていく
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という仕事はどういうことかと。

　これまでダイオキシンの問題ですとか、

ＰＦＯＡの問題など、起こるたびにいろ

いろお聞きをしておりますけれども、環

境測定の箇所などは、私たちから見ると

大変貧弱ではないかと思っておるんです

けれども、市内にはいろいろ環境の悪い

ところとかいっぱいあるんではないかと

思っております。

　代表質問で答弁いただいて、測定値い

ろいろ改善しているという報告はされま

したけれども、よくなっているからこれ

から何もしなくてもいいということでは

ないと思うんですけれども、実情もしっ

かりとらえて環境の改善のためには何を

しなくてはいけないのかと、どういう行

動を提起していくのかということのお考

えをお聞かせいただきたいと思っていま

す。環境家計簿とか、ごみ減量はもちろ

んなんですけれども、大気汚染、水質、

騒音、もしかしたら花粉症でも環境の影

響かもしれませんね。

　市民が住みよい摂津市を実現するため

に何をしなくてはいけないのかというこ

とで公害対策費とか測定の仕事、この予

算でいいのかということをお聞きしたい

と思います。

　また、もう一つ、代表質問で述べた環

境アセスメント条例なんですけれども、

環境を守る姿勢を自治体が示す最大の行

為が条例制定だと思うんですけれども、

環境悪化、これすべて人間の行為、開発

で起こるわけですから、環境悪化を許さ

ないという姿勢を明文化して示す。本当

にやる気があるということを市が示すと

いうことが問われているのではないかと

思いますので、環境アセスメント条例に

もお答えいただければと思っています。

　それから、１５番目として、１２５ペー

ジ、妊婦一般健診を拡大していただきま

して、これが国の補助は２年限定と聞い

ておりましたんですが、この後どうして

いかれるのかというか、先ほどの障害者

の補助なんかでも続くのかということを

お聞かせいただきたいと思っております。

　それから、１６番目として、火葬炉設

備技術評価・比較選定業務委託というこ

となんですけれども、この説明をお願い

します。

　１７番目として、１２６ページからの

清掃費ですね。これはごみ焼却、代表質

問でも大分やりましたけれども、減量化

と。それとし尿処理ですね、問題になる

ということも再三繰り返されていますけ

れども、見通しと計画をしっかり計画書

のように示す必要があると思うんですけ

れども、この際伺いたいと思います。

　それから、１８番目として、１３３ペー

ジの、これもさっきと同じ、どうも委託

が気になってしようがないんですけれど

も、業者選定ですね、１３３ページの。

いろいろ環境にかかわる委託をされてい

るんですけれども、業者選定などをどう

されているのかお聞かせいただければと

思っています。

　それから、１９番目として、農業費な

んですが、市民農園がさらに発展すれば

と私も思っております。代表質問でも拡

大にご苦労されていることをいろいろ伺

いましたけれども、もう一度見通しにつ

いてお聞かせいただければと思います。

　それから、２０番目として商工費に入

りまして、１３８ページの中小企業の貸

し付けとか、昨年来からの取り組みを代

表質問でも伺いました。

　これから国の本年度予算も決まると、

それから、またその補正なんかもあがっ

てくるということなんですけれども、こ

の流れというか、改善方向をお聞かせい

ただければと思っています。
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　また、雇用対策で市にできることはど

うかということを大分聞かせていただい

ていますけれども、産業振興のというか、

雇用状況の改善にも役立つんではないか

というような、私たちが要求している住

宅リフォーム助成とか、これは総務なん

ですけれど、小規模工事の拡大なんかに

ついてのお考えをお聞かせいただきたい

と思います。

　それで、商工費で、秋の国会の補正で

年末は融資が拡大されたと。二次補正で

もまた幾らか出てくるのかな。本予算、

春の今年度の補正、融資にかかわる拡大

の方向ですね、わかる範囲で教えていた

だければと思っています。

　本予算はそのぐらいで、２２番目とし

て補正の方ですね。補正の方で今回減額

というか、整理をされたということなん

ですけれども、１７ページの歳入の方で

も介護予防等の府補助金ですね、それと

４２ページの同じように介護予防負担金、

少し減っているんですけれども、この介

護の予防という部分でどんなふうに進ん

でいるのかということをお聞かせいただ

ければと思っております。

○上村高義委員長　答弁を求めますが、

簡潔明瞭ということでお願いしておきま

す。

　阪口課長。

○阪口健康推進課長　１５番、１６番、

健康推進課にかかります予算につきまし

てご説明申し上げます。

　まず１５番でございますが、妊婦健診

の公費負担にかかります国庫補助につき

まして、先ほど委員ご指摘のように、２

２年度末までの２年間の時限ということ

で、今回第二次補正が組まれたところで

ございます。

　それで、私どもといたしましては、過

日の本会議でも市長の方からご答弁申し

上げておりますように、これ以後につき

ましても、厳しい財政状況が見込まれる

中であったとしても、最大限配慮をして

いくということでご答弁させていただい

ておりますので、私どもといたしまして

も北摂課長会の場を通じて、あるいは市

長会を通じて強く存続につきまして要望

してまいりたいと考えております。

　続きまして、１６番目の１２７ページ、

火葬炉設備の技術評価・比較選定業務及

び耐震構造の調査委託にかかる予算でご

ざいますが、別府斎場の火葬炉は昭和５

４年に建設されまして、２１年度で３０

年が経過します。

　この間、私ども、機器の取りかえ、あ

るいは経常的な修繕に取り組んでまいっ

たわけでございますけれども、１９年度

に機能検査をいたしました結果、一部に

老朽化が見られまして、このままでは経

常的な修繕料が非常に増嵩するというふ

うなことで、抜本的に火葬炉だけを建屋

をそのままにして入れかえるというよう

なことをご提案をさせていただきたいと。

　その前段といたしまして、２１年度で

耐震構造、それと火葬炉設備につきまし

ては、炉メーカーでそれぞれ独自の設備

構造をもっております。そういったこと

から統一的な仕様書といいますか、設計

書をつくって、通常の建設工事のような

入札は非常に難しい。

　特に、建屋をそのままにしてとなりま

すと非常に限られた、制限された中での

業者選定にならざるを得ないというよう

なことから、我々の斎場にあった仕様、

技術基準、これをコンサルの専門家のお

知恵を拝借いたしまして、２１年度取り

組んでいくといった内容でございます。

○上村高義委員長　堤課長。

○堤障害福祉課長　それでは、山崎委員

のご質問のうち、障害福祉課に関します
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お問いにお答えをさせていただきます。

　まず、質問番号の１番、民生費負担金

のうち、社会福祉費負担金のうち障害福

祉課に関します負担金は、介護給付費利

用者負担金、それから地域生活支援事業

給付費利用者負担金、介護給付費負担金

の３つでございます。

　このうち、介護給付費利用者負担金に

つきましては、障害福祉サービスのうち

国事業にかかります利用者負担金でござ

います。

　国事業の利用者負担金に関しましては、

当初、１８年１０月に障害者自立支援法

が全面施行されました際、１割負担とい

うことで非常に混乱を生じたわけでござ

いますが、その後、１９年１２月に利用

者負担のさらなる軽減措置という緊急措

置が講じられまして、世帯の判定基準が

成人につきましては、本人と配偶者のみ

に改めるなどいたしまして、利用者負担

額が大きく減っております。

　ここに予算書の方をごらんいただきま

すと、４７７万円は、実は前年度は８２

６万２，０００円でございますので、約

半額ぐらいには減っております。

　ほとんどの方が、例えば通所サービス

を利用されている方ではほとんどの方が

この新しい利用者負担額では１，５００

円が上限となっておる状況でございます。

　それから、２番目の地域生活支援事業

給付費利用者負担金は、障害福祉サービ

スのうち、市町村事業にかかる負担金で

ございます。こちらの方も、先ほどの緊

急措置にあわせまして判定基準を見直し

た関係で、予算額の方も前年度の７６万

８，０００円が２８万８，０００円と約

３分の１程度に落ちております。

　それで、最後の３番目の介護給付費負

担金につきましては、これは国保連から

の市立施設にかかわる利用料の収入でご

ざいますので、こちらの方は自立支援法

の見直しによって若干上がっているとい

うような状況でございます。

　それから、質問番号３番の、社会福祉

事業運営委託料のご説明をさせていただ

きます。

　この委託料につきましては、摂津市社

会福祉事業団に対する委託料でございま

して、つくし園、めばえ園、ひびき園、

それから身障老人センター、第一児童セ

ンター、はばたき園等の委託料でござい

ます。

　赤字とサービスの低下がないようにと

いうようなご質問だったんですけれども、

２１年度には、２３年度の指定管理の更

新に向けて、今後のあり方というものを

検討してまいりたいというふうに考えて

おります。

　現在、社会福祉事業団に対しては人材

育成の働きかけも行っておりまして、私

どもも、例えば講師をするなどして、そ

ういった人材育成を図ってまいりたいと

いうふうに考えております。

　それから、質問番号５番の移行支援補

助金のご説明をさせていただきます。

　福祉作業所等にかかる移行支援補助制

度の具体的な内容でございますが、まず、

家賃補助の拡大をいたします。

　これまで小規模通所授産施設につきま

しては１０万円、福祉作業所につきまし

ては７万円を限度といたしておりました

が、これを２倍まで拡大いたします。

　また、社会保険料補助につきましては、

これまで小規模通所授産施設に限り２名

を限度として補助いたしてまいりました

が、法定の常勤職員全員まで拡大をいた

します。

　また、新たに国保連合会への請求事務

が発生いたしますので、臨時職員等が雇

用できますように、月額１０万円の国保
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連への請求事務補助を新設いたします。

　また、生活介護サービスを提供する事

業所に移行する場合は、送迎の応諾義務

というのが生じてきますので、送迎補助

制度を設けさせていただくということに

なっております。

　あと、府の補助金が減少していること

との整合性ということでございますが、

実は、平成２１年度には事業所の新体系

移行ということを鋭意努めて働きかけて

まいりました。

　新体系に移行いたしますと４分の２が

国の負担金、４分の１が府の負担金とい

うことで、４分の３が国・府の負担金に

変わります。そういったことで、これま

では、大体半分ぐらいが国・府の、正確

に申し上げますと、２０年度予算額で申

しますと１億９８９万２，０００円の補

助金支出でございましたが、このうち国・

府の負担見込額が５，８０５万でござい

ました。２１年度の内訳を見ますと、国・

府の負担額、今申し上げたように４分の

３が国・府の負担額になりますので、実

は市の負担額というのは減ってまいりま

す。

　その減ってまいった分を今回移行支援

補助金の方に積み上げをさせていただい

たというふうにお考えいただきましたら

よろしいかと思います。

　それから、質問番号６番の１１１ペー

ジの障害福祉サービス費の給付費なんで

すが、前年度４億６，５７９万５，００

０円が今年度５億５，９１６万９，００

０円ということで、約１億円近く上がっ

ております。

　このうちの８，６６７万６，０００円

が実は作業所等が新体系に移行したため

に障害福祉サービスの給付事業に変わっ

たということになっております。

○上村高義委員長　村江参事。

○村江生活環境部参事　２番目の分で、

戸籍システムの借上料の中身ということ

なんですが、戸籍電算化システム導入に

当たり、その委託料の総額が１億２，３

８２万６，０００円、中身はソフトウエ

ア費用、それからシステム構築費用、ハー

ドウエア費用導入諸経費なんですが、単

年度支払いでは市の財政負担が大きいと

いうことから、５年リース契約という形

で、料率は約１．７４％なんですが、そ

して、年額２，５９５万６，０００円と

いう形の中身でございます。

○上村高義委員長　東澗課長。

○東澗生活支援課長　質問番号１１番、

自立支援相談員でございますが、社会福

祉士の資格、または生活保護もしくは就

労支援の対人援助相談等の経験を有する

方を求めております。

　身分は非常勤一般職で、週４日勤務を

予定しています。

　具体的な仕事の内容ですが、生活保護

受給者の中には一般の求職者と比べて、

社会性や就労能力などの面で少なからず

ハンディーを抱えておられる方が多くお

られますので、担当ケースワーカーと連

携をとりながら就労阻害要因の把握・解

消、動機づけを行い、情報提供、履歴書

の作成の仕方、面接の受け方、ハローワー

ク等への同行など、就職活動支援を行っ

てもらいます。

　また、就職開始後のフォローアップな

どの支援も考えております。

　次に、質問番号１２番、生活保護シス

テム委託料でございますが、現在使用し

ている生活保護システムは、汎用機によ

るもので、これをウインドウズ対応にす

ることで拡張性を広げ、また、現在進め

られているオープンシステムとの連動も

視野に入れた新たな生活保護システムの

導入を考えております。
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　新システムを導入することにより、毎

年の法改正によるシステム改修がスムー

ズに行われ、また資料作成などにおいて

事務作業の効率アップも見込まれます。

　また、スケールメリットによる財政負

担の軽減も図れるものかと考えておりま

す。

○上村高義委員長　五里江センター長。

○五里江環境センター長　質問番号１８

番目の、１３３ページの環境センター費

の委託料についての業者選定の考え方で

ございますが、１６件の委託がございま

して、基本的には入札による業者選定と

見積もり合わせによる業者選定というこ

とになりますけれども、この委託の中で

特殊な施設の点検業務委託等につきまし

ては、特命による随意契約により業者選

定する、そういう委託をするものもござ

います。

○上村高義委員長　萩原課長。

○萩原自治振興課長　質問番号１３番、

指定管理者による管理の考え方について

でございますが、指定管理者制度につき

ましては、経費の節減や市民サービスの

向上が期待できます。

　平成１８年度から市民文化ホール、市

民ルーム等を摂津市施設管理公社を指定

管理者として指定し、管理運営を行って

おります。

　この間、施設管理公社におきましては

人員の削減や人的能力の向上による質の

高い市民サービスに努めているところで

ございます。

○上村高義委員長　登阪次長。

○登阪保健福祉部次長　まず、２８ペー

ジの介護サービス保険者負担金、利用者

負担金につきましては、せっつ桜苑の事

業に関する負担金でございます。

　桜苑につきましては、基本的に介護報

酬の枠内で事業を運営していただいてお

りまして、この保険者負担金につきまし

ては、いわゆるサービスにかかる９割の

分でございまして、一たん市が委託料と

して桜苑の方に支出をいたしまして、桜

苑で実施していただいた事業に基づく介

護報酬の分が国保連合会の方から市の方

に負担金として入ってくるというもので

ございます。

　利用者負担金については、サービスの

１割の自己負担金の分でございます。

　この負担金につきましては、利用者見

込みに基づいて介護報酬から算出した負

担金でございますので、先ほど、委員が

申し上げられましたような事情について

は考慮いたしておりません。

　続きまして、３番目、１０５ページの

施設介護サービス委託料でございますが、

施設介護サービス委託料等につきまして

も桜苑に対する委託料でございまして、

平成１８年度から指定管理者制度の対象

となっております。

　桜苑の方からは毎月、施設管理に関す

ること及び人員体制など運営に関するこ

とにつきまして報告をいただいておりま

す。

　また、随時、入所者あるいは利用者の

中にはいろいろな課題を抱えておられる

方もいらっしゃいますので、介護上や処

遇上の問題につきまして報告を聞かせて

いただいたり、必要に応じては市と協議

を行っている場合もございます。

　そういった形で、市としての一定、公

的な責任を果たしていっているというふ

うに考えております。

　また、今後の運営のあり方については、

指定管理者制度が２２年度まででござい

ますので、今後、検討してまいりたいと

いうふうに考えております。

　続きまして、１０７ページの紙おむつ

等給付費でございます。来年度から、こ
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れまでの要介護３以上の方以外に、それ

以外の方におきましても紙おむつの必要

な方に対して紙おむつを給付してまいり

ます。

　具体的には１０５ページの介護用品給

付事業委託料と１０７ページの介護用品

給付費、この２つが新たな事業に該当い

たします。

　委託料の方につきましては、これまで

と同様に社会福祉協議会の方に委託をし

て実施してまいります。

　それから、給付費の方は、いわゆる入

院されている方で、病院の都合等により

サービスが利用できない方に対して還付

方式という形をとってまいりますので、

これは市の方で直接給付費という形で対

応してまいりたいというふうに考えてお

ります。

　なお、この経費につきましては、全額

市の独自負担という形になります。

　続きまして、最後の補正にかかる部分

でございます。

　まず、１７ページの介護予防・自立生

活推進事業補助金の減額でございますが、

これは住宅改造助成の補助金が大阪府の

補助金の見直しの中で大阪府の方の予算

の範囲内でということで減額をされてき

たということで今回計上させていただい

ております。

　それから、４２ページの介護予防支援

業務委託負担金の減額でございますが、

これは要介護認定で要支援の判定を受け

られた方を対象としたケアプランの作成

を居宅介護支援事業所に委託した場合、

委託料の支払い業務を委任しております

大阪府国民健康保険連合会に対する負担

金でございます。

　委員がご質問の内容は、多分介護予防

のどういった取り組みをしているかとい

うことだと思われますので、その点につ

きましては、今申し上げました要支援の

方に対するケアプランの作成や、それか

ら生活機能評価に基づいて判定されます

特定高齢者などを対象としました介護予

防教室、それからさまざまな介護予防に

関する講座、公民館事業とタイアップい

たしました介護予防講座、それから体操

三部作の普及などを目的としまして自主

グループの育成や、できました自主グルー

プの交流会や、そうした自主グループの

活動を紹介する冊子の作成などを現在行っ

ております。

○上村高義委員長　船寺参事。

○船寺こども育成課参事　まず、歳入の

２９ページ、児童福祉費負担金の中で、

特に保育所保育料について景気後退の関

係でおくれ等があるのかということです

が、当初予算におきましては景気後退の

部分については見込んでおりません。例

年の傾向でありますとか、ことしの予測

の上において保育料の歳入を予算計上さ

せていただいております。

　飛びまして、８点目の児童福祉施設整

備費補助金について説明させていただき

ます。

　今年度におきまして、一津屋愛育園、

とりかい保育所の２か所の民間の保育所

において建て替えを計画しておられます。

それに対しまして、国の負担、市の負担

があります。

　一津屋愛育園、とりかい保育園ともに

国の負担額につきましては、補助基準額

の２分の１、市の負担額については国の

補助基準額の４分の１になります。

　一津屋愛育園におかれましては９０名

定員を１２０名定員に増員される予定に

なっておりますので、その増員分に対し

まして、市独自の補助があります。それ

は、増員分に対する４分の１という形に

なります。
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　とりかい保育園につきましては、その

まま４５名定員でいかれますので、この

市独自分がありません。

　補助金の額だけになりますが、額を申

し上げますと、一津屋愛育園におかれま

しては１億２，４３４万８，０００円に

なります。とりかい保育園におかれまし

ては、４，９０３万２，０００円となり

ます。

○上村高義委員長　池上課長。

○池上環境対策課長　それでは、環境対

策課のまず質問番号１４番、環境対策課

にかかります３点の質問にご答弁申し上

げます。

　１点目の公害対策として何をしなけれ

ばならないのかにつきましては、年間を

通して数々の環境調査を行い、その結果

の分析、問題点等の改善策を検討してお

り、市民が望む健康で安心、安全な摂津

のまちに引き続き取り組んでまいりたい

と考えております。

　２点目の公害対策費にかかる予算額は

これでいいのかにつきましては、本市の

市域面積、市域特性、財政規模、体制に

おきましても現状の調査、測定委託料で

年間を通して数々の環境調査を日々行っ

ておりますので、今後におきましても現

状の予算での推移を考えており、ご理解

をお願いいたします。

　最後に、環境アセスメント条例の制定

につきましては、先の市長答弁でもあり

ましたように、本市では現在、環境の保

全及び創造に関する条例で、環境に著し

い影響を及ぼす恐れがある開発行為につ

きましては、環境の保全に配慮するよう

必要な措置を講ずるものと定めておりま

す。

　また、通常の開発行為におきましても、

同条例第６５条の開発行為等の協議、第

６６条の日照及び電波障害の防止につき

ましても事前協議を行いますので、現在

のところ環境に影響を及ぼす開発行為を

同条例によりまして事前防止が図れるも

のと考えており、現状では環境アセスメ

ント条例の制定は考えておりませんので

ご理解をお願いしたいと思います。

○上村高義委員長　稲村参事。

○稲村保健福祉部参事　７番の民間保育

所運営費補助金についてでございますが、

この補助金は民間保育所の損害保険料及

び嘱託医への補助、延長保育、地域活動

事業への補助、そして経常費補助といた

しまして、保育所運営費の１３％を補助

いたしております。

　２１年度予算におきまして、６００万

ほどの増となっておりますのは、この経

常費補助が保育所運営費の増により増と

なったということでございます。

　続きまして９番目、保育所運営費負担

金でございますが、国・府の負担の推移

はどうかというお問いでございますが、

国につきましては、２１年度予算で１，

２７０万ほどの増となっております。府

におきましても、約１，０００万ほどの

増となっておりまして、これは平成２０

年度より運営費の基準が１００分の３か

ら１００分の１０というふうに摂津市が

変更となりました、そのことによるもの

でございます。

　１０番目、乳幼児医療費についてでご

ざいますが、その内容についてでござい

ますが、まず、子育て支援の充実を図る

ために義務教育課程の全児童に対しまし

て多額な負担となります入院医療費に限

定をして助成をするというものでござい

ます。

　給付方法につきましては、一たん医療

機関でお支払いをいただきまして、一部

自己負担分を除いて翌月以降に申請によ

り償還払いという形になっております。
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　国・府の公的支援の見通しということ

でございますが、国につきましては、今

までも重ねて要望いたしてきております

けれども、まだこの制度について見通し

は聞いてはおりません。府につきまして

は、今年度自己負担金について現在、大

阪府議会の方で議論をされているところ

でございます。

　年齢の拡大等につきましては、府の方

では検討はされていないというふうに聞

いております。

○上村高義委員長　田橋参事。

○田橋産業振興課参事　それでは、質問

番号１９番の市民農園の拡大の見通しに

ついてお答えさせていただきます。

　平成２１年度の予算の組みかえにより

まして、市民農園設置に伴います予算の

確保が必要がなくなったことで、市民農

園農地提供者の方と事前協議ができるよ

うになりました。

　このことで、ことしの３月１日の広報

で既に千里丘東５丁目で２区画、正雀２

丁目で６区画で団体の利用募集をしてい

るところでございます。

　今後、当面の目標としまして、平成２

０年度の７か所から倍の１４か所までの

拡大を図っていきたいと考えております。

　また、この拡大に向けた取り組みの中

で、平成２２年度から固定資産税相当額

の農園利用料をいただく方向で考えてお

ります。

○上村高義委員長　水田次長。

○水田生活環境部次長　１７番目、１２

６ページ、清掃費の中でごみの減量を計

画的に取り組むべきではないかというお

問いだと思いますけれども、これまで１

炉運転を目指しましてごみの分別等を進

めてまいりました。

　一定の成果はございますけれども、今

後、さらにごみの減量を目指して分別の

徹底、それから資源の回収も含めた取り

組みを行ってまいります。

　平成２３年には一般廃棄物の処理基本

計画の改定も予定しております。それを

視野に入れながら、効率的な収集体制も

今後見直していかなければならないかな

ということもございますので、それもあ

わせて計画的に取り組んでまいりたいと

考えております。

○上村高義委員長　堤課長。

○堤障害福祉課長　質問番号１、介護給

付費利用者負担金について補足説明をさ

せていただきたいと思います。

　１９年１２月の緊急措置は２１年３月

までの時限措置でございまして、２０年

７月から利用者負担金が大きく軽減され

たわけでございますが、２１年度改正で

２１年度以降も拡大継続されることとなっ

たため、予算を減額いたしたものでござ

います。

　それと、質問番号６につきましては、

障害福祉サービス費等給付費の説明でご

ざいますので、よろしくお願いいたしま

す。

○上村高義委員長　稲村参事。

○稲村保健福祉部参事　先ほどの答弁の

中にちょっと抜けていたものがございま

したので、補足をさせていただきます。

　民間保育所運営費補助金の中に、今年

度より子育て支援保育士の補助金が加わ

りまして、全部あわせますと１，９２６

万９，０００円の増となっております。

訂正をさせていただきます。

○上村高義委員長　藤井課長。

○藤井産業振興課長　質問番号２０番、

山崎委員の国・市の融資制度並びに雇用

対策についてご説明させていただきます。

　まず、国の緊急融資保証制度について

でございますが、今回の２００８年度第

２次補正予算が３月４日に成立いたしま
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して、緊急融資の保証制度の貸付枠も昨

年１０月の第１次の６兆円から２０兆円

に拡大されたところであります。

　あわせて、対象となる不況業種は当初

の１８５業種から昨年１２月には６９８

業種、そしてこの去る２月２７日からは

７6０業種に広がり、年度末の資金繰り

の強化が図られたところでございます。

　それから、本市の融資制度でございま

す。本市の融資制度は、平成２０年４月

から、当時の原材料の高騰に対応し、運

転資金の４年延長を図ったところでござ

いますが、その後の金融不況でさらに次

年度からは融資期間の１年延長を図り、

月返済額の低減を通して零細事業所の資

金繰りの向上とあわせまして、利子の全

額補助を行い、事業所負担を元金のみに

することを通して、さらなる経営支援を

図るものでございます。

　続きまして、雇用情勢でございます。

平成１９年度のハローワーク茨木管内の

有効求人倍率は０．８６倍で、現在の最

新データでいきますと、平成２１年１月

は０．７０倍と悪化しておる状況で、こ

れは全国の０．６７倍、近畿の０．６８

倍と比較して若干よいという状況でござ

います。

　このような中で、産業振興課の雇用対

策は、能力開発講座によるキャリアアッ

プ、その後のコーディネーターによる関

係諸機関への誘導、それと就職フェアの

開催、この二本柱を実施してまいりたい

と思っております。

　それから、最後に経済面からの対策と

して、住宅リフォームの支援ということ

でございますが、現在、高齢者対策や障

害者対策に見られるバリアフリー化に向

けた助成を中心に、最近では環境対策、

耐震化対策としてなど、それぞれ特化さ

れた助成制度がそれぞれの目的の向上を

目指して設けられております。

　このような中で、一般個人の住宅リフォー

ムまで助成を広げることは、現在困難な

状況と判断しておるところでございます。

○上村高義委員長　山崎委員。

○山崎雅数委員　では、あと要望も入れ

ながらもう一度お聞きしたいと思います。

　まず、歳入のこの不況の影響というの

がどちらも余り考えてはおられないとい

うか、規定の部分でということなんです

けれども、ということでは、そういう事

態というか、入ってこないということに

なれば、また補正をしてということにな

るかと思うんですけれども、出る方は、

結局、職員さんの給料ですとか、経費で

すから減らないわけですよね。

　だから、入ってくる方というのは少し

甘く見る必要がこの状況でいうとあるん

ではないかなと思っておりますので、ちょっ

とまたそのお考えをお聞かせいただきた

いと思うんです。

　民生費全体の考え方なんですけれども、

総括表を見れば民生費の割合が上がって

いると思うんですけれども、全体を今回

は抑えたというか、収入がないという予

算の中で割合がふえているだけで、金額

で十分といえるのかどうかと思っている

のですけれども、建設などは結構繰り越

しということであるように思うんですが、

赤字基調がずっと推移するんではないか

というようなことで、そうすると、こと

しは値上げをしないというような形でき

ていますけれども、いきなり将来的に負

担金云々が値上げの時期が来たりしない

かということのちょっと見通しをお聞か

せいただければ、こういうのは全体の福

祉を含めて聞かせてもらえたらと思うん

ですが。

　それと、戸籍システム借上料ですね、

これ、伺ったんですけれども、どうして
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もやらなくてはならないというか、戸籍

の方も電算化というか、ということなん

ですけれども、導入がおくれたというか、

膨大なお金がかかることを国から押しつ

けられてきているのかなと思うんですけ

れども、やらないかんということであれ

ばいたし方ないのかなと思っております

けれども、また、この経緯なんかも少し

説明していただければと思っております。

　それから、３番目の委託料ですね、昨

年なんかでも人員体制、報告いただいて

いるというところなんですけれども、しっ

かり公的なサービスを提供するところで

すから、しっかり公的な責任というのを

果たしていただきたいと思います。これ

は要望で結構です。

　それから、４番目の紙おむつの支給な

んですけれども、いろいろ１０５ページ

の部分とあわせてということなんですが、

この部分の紙おむつの新しくなった支給

の仕方についてもう少し詳しく教えてい

ただきたいんですけれども、本人がきち

んと使用されるというか、確認方法です

とか、さっき入院の１０７ページの分は

入院された方への還付というようなこと

を聞きましたけれども、還付の仕方です

ね、それから、金額的にも新しくふやし

ていただいた方は１，０００円というの

では、いわば使う方はこんなものでは全

然足らんわけですから、どういった形で

こういうことになったのかお聞かせいた

だければと思っております。

　私たちは紙おむつを使う方というのは

同等のサービスが必要なんではないかな

と思っております。

　それから、５番と６番、いろいろご苦

労いただいて、国・府の負担金もふやし

ていただいているということで市内の支

援団体にお金を入れていただけるという

ことですからぜひこれはずっと継続でき

るようにお願いしたいと思います。これ

は要望で結構です。

　それから、７番、８番、保育所の問題

なんですけれども、建て替えに国からも

市からも補助金も入れて独自に補助金も

入れてということで、たくさん定員もふ

やしていただけるということであればい

いことだと思うんですけれども、公立、

私、この間話を聞きましたら、公立には

こういうのはなかなか制度がないという

ふうにお聞きしておりますんですけれど

も、どうしてこういうことに、私立と公

立で差がつけられているのかお聞かせい

ただければと思います。

　それから、今回、２０年度から保育所

運営費の負担金ですね、これで１００分

の３から１００分の１０にパーセンテー

ジが上がったということなんですけれど

も、これもずっと続くんですかね。また、

その辺の見通しなんかも聞かせていただ

ければと思います。

　それから、乳幼児の医療の問題では、

大阪府の話なんですけれども、今度提案

されるというのを、医療費の負担ですね、

自己負担を５００円から８００円にとい

うような話を聞いておるんですけれども、

こういった形で、府とかの補助とかがそ

れこそなくなってきても市としてはしっ

かりと、今度は乳幼児、子どもたちの医

療費助成を続けていけるのかどうか、そ

の辺の考え方も聞かせていただければと

思います。

　それから、生活保護の方は、週４日勤

務いただくということで期待をして、しっ

かりやっていただけるように要望といた

します。

　それから、あと、同じように要望とし

て女性ケースワーカーもしっかり入れて

いただきたいと思います。

　それから、１２番ではウインドウズに
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変更する、やらんといかんということな

のかなと思いますので、結構です。

　あと、指定管理者の部分では、指定管

理者、委託の部分なんですけれども、１

８番でもご説明いただいたんですけれど、

業者選定とか云々ですね。任せた先がせっ

つ桜苑なんかはきちんと報告をいただく

ということなんですけれども、業者選定

で限られているというようなことで、丸

投げにしてしまっていいのかどうかとい

うところですね。再度お聞きしたいと思

います。

　それから、まず保健衛生の方で、妊婦

健診の方で市長答弁を引用されて、以後

も最大限配慮というお答えをいただきま

したけれども、最大限配慮というのは続

くということなんでしょうか、しっかり

と妊婦健診、２年後も続けていただける

というお答えなのかどうか、もう一度願

いしたいと思います。

　それから、１６番の火葬炉の問題は非

常にそういう意味でデリケートで難しい

問題なのかと思いますので、結構です。

　それから、１７番の清掃費、１９番の

農地の拡大も結構です。しっかり頑張っ

てやっていただいていると思います。

　それから、この全体の中で１１番の生

活保護の問題なんですけれど、一つお聞

きしておきたいのは、こういった不況の

中で生活保護申請、これから、去年の補

正では意外と少なかったということで減

額補正されているわけですけれども、こ

としはふえるんではないかなと私は思う

んですけれども、こういった懸念にどう

対処していくのかお聞かせいただきたい

と思います。

　それから、あと保育所、もう１点です

ね。国の方ではこの間の答申、中央審議

会の答申で直接契約というか、保育制度

の見直しとして答申を幾つか出されてい

るんですけれども、我々は保育が金次第

になっては大変だなと。

　直接契約になってしまうと兄弟が別々

の保育園に行かざるを得ないというよう

な形ができるんじゃないかとか、それか

ら、こういった直接契約制度なんかが導

入されてくると、公的責任が全然わから

ないというか、現状すら、今、待機児童

が何ぼいるかとかいう話を全部ここでさ

せてもらっていますけれども、こういっ

たことが実態がわからないというような

状態がやってこないか非常に心配をして

おるんですけれども、保育制度の国の考

え方について、どういうふうなお考えと

いうか、もってられるのか一つお聞きし

たいと思います。

　それから、補正の方で、要望とピント

の外れたような質問をしたような感じで

すけれども、１７ページの住宅改造補助

金ですね、これ大阪府は減額されたとい

うふうにお答えいただきましたけれども、

そうすると、これ、もしことし住宅改造

を行った方で負担をふやされたわけなん

ですかね。減った分ですね。

　それと、要介護から要支援の認定をさ

れた方への国保連合会の負担金が減った

ということは、やはり要支援の部分でお

金がかからなかったということなんでしょ

うか。

　この２つ、ちょっとまたお聞かせいた

だきたいと思います。

○上村高義委員長　佐藤部長。

○佐藤保健福祉部長　私の方から、２８

ページの民生費の負担金の件でお答えを

させていただきます。

　不況の中で、これらの歳入見込みが適

当なのかというようなお問いかと思いま

すが、この社会福祉費負担金、それから

児童福祉費負担金、この２つの項目があ

るわけですが、この中身は大きく分けま
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して２つ。

　１つは市のいろんなサービスを受けら

れる市民の方々に納めていただくもの。

具体例としていえば、公立の保育料であ

るとか、障害者のサービスを受けた際の

負担金になるわけですね。それから、あ

とはいわゆる桜苑のような形の国保連か

ら入ってくるもの、これらに分かれるわ

けですが、１つは国保連経由で入ってく

るものについては、いわゆる一定の制度

の中での支払いというような形になりま

すので、場合によっては、いわゆる精算

が翌年度にずれ込むというようなことが

あっても、基本的には全額入ってくると。

　ただし、いわゆる経済の状況によって

利用者が多くなったり少なくなったりと

いう部分での変動は出てくるわけですが、

この予算計上部分についての基本的な影

響は余り出てこないような仕組みになっ

ています。

　それから、実際に市民の方々に納めて

いただく部分、これは一定、市の条例で

あるとか規則とか、こういうものでそれ

ぞれの利用度合い、それから、それぞれ

の市民の方々の所得等に準拠して定めて

おりますので、これについては、それに

基づいて請求をさせていただくと。

　ただし、こういうような状況でもあり

ますから、支払いが滞ってくるというよ

うなことは十分予想されるわけですが、

これについてはあくまでもそういう状況

やから見込む、少なく見込むんじゃなく

て、あくまでもその部分は決算段階では

収入未済額というような形で上がってき

て、翌年度以降に滞納という形でいただ

くというような仕組みですので、若干ご

質問の中身とはちょっと違うような形の

対応になりますのでご理解をいただきた

いと思います。

○上村高義委員長　阪口課長。

○阪口健康推進課長　妊婦健康診査の公

費負担の継続の件でございますけれども、

委員のご質問に関しましては、いわゆる

平成２３年度予算、どういうふうな対応

をするかというふうなことに尽きると思

うんですけれども、当然、私ども母子保

健部局といたしましても非常に国なり府

に対しては非常に関心を持って質問をぶ

つけております。

　それで、今現在、１月３０日に大阪府

の方で説明会がありました。その折に、

あくまでもＱ＆Ａという形でございます

けれども、国の方では２２年度末時点で

の全国での市町村の実施状況を見ながら

検討をするというようなことの回答をい

ただいております。

　それで、全く廃止するというふうなこ

とではございませんので、先ほどのご答

弁の繰り返しになるかと思いますけれど

も、我々、母子保健部局の担当といたし

ましては、これを継続するというふうな

ことで、国なり府に強く訴えていきたい

ということでご理解をいただきたいと思

います。

○上村高義委員長　村江参事。

○村江生活環境部参事　２番目の分です

が、戸籍の電算化がおくれているやない

かというご質問だと思うんですけれども、

平成６年から法務局から戸籍の電算化が

オーケーということで全国的に動いてい

るんですけれども、ちょうど平成１１年

度ぐらいから市民課も戸籍の電算化の要

求はいたしておりましたけれども、時期

を同じくして、住基ネットワークシステ

ム第１次稼働、第２次稼働という形があ

りまして、それでやはり１億二、三千万

という予算が必要になりました。

　同時にはできないということで、去年、

住基ネットワークシステムの保守委託料

も終わりましたので、２０年度から戸籍
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の電算化に着手しているという現状でご

ざいます。

　以上、よろしくお願いいたします。

○上村高義委員長　五里江センター長。

○五里江環境センター長　１回目のご質

問の１８番目の環境センター費の委託に

ついてでございますが、丸投げではとの

ことでございますが、いわゆるごみ処理

施設の運転維持管理のために、一定専門

の業者に委託しなければならない業務に

つきまして委託いたしてございますので、

よろしくご理解いただきますようお願い

いたします。

○上村高義委員長　船寺参事。

○船寺こども育成課参事　民間の保育所

の整備に関係して、公立についてはどう

なのかということでございますが、公立

の保育所の整備につきましては、平成１

６年の国の三位一体の改革によりまして、

そのときから公立に対する整備の補助金

はなくなってしまいました、一般財源化

されてしまいました。

　それで、今、国の方で、平成２０年度

の第二次補正予算というのが通りました

が、その中にあります安心こども基金と

いう新しい基金ができましたが、それに

おきまして待機児童ゼロ作戦として、保

育所の整備費等も含まれているんですが、

期待しておりましたが、公立保育所につ

いては結局補助金が認められなかったと

いうことになっております。

○上村高義委員長　稲村参事。

○稲村保健福祉部参事　保育所運営費負

担金の部分で、保育単価地域区分につい

てでございますが、これからもずっと続

くのかというお問いですけれども、少な

くとも平成２１年度につきましては摂津

市は１００分の１０地域ということで、

国の方より来ております。

　ただ、これにつきましては、毎年地域

区分の見直しがされておりますので、こ

れがずっと続くものということはわから

ないという状況でございます。

　それから、乳幼児医療費の制度につき

まして、府の負担がなくなってもどうし

ていくのかというお問いですけれども、

現在、府の制度といたしましては３歳未

満児の入通院、そして就学前児の入院と

いうことになっておりまして、所得制限

がついておりますので、それ以外につき

ましては市の単独の制度ということになっ

ております。

　今回拡大させていただきましたのは、

市の単独制度ということでございますの

で、現段階では今後も続けていくという

考えでございます。

　また、保育所の直接契約の問題でござ

いますが、社会保障審議会少子化対策特

別部会の方で２月の末に報告が行われま

して、それに関してのお問いだと思いま

す。

　その中に、保育の提供の仕組みという

ところで、直接の契約の話が出ているわ

けなんですけれども、そこの論議の中で

ご指摘のありました公的責任の問題につ

いても内容の中に含まれておりまして、

この報告の中では利用方式といたしまし

て、市町村が公的責任を果たす三者の枠

組みの中で利用者が保育所と公的保育契

約を締結するという新たな三者関係を結

んでいくというような報告がなされてお

ります。

　これにつきましては、２１年度に具体

的な検討がなされていくものというふう

に思ってはおります。

○上村高義委員長　東澗課長。

○東澗生活支援課長　質問番号１１番、

不況の中、生活保護申請者がふえてくる

ことについてのご質問でございますが、

今後、対象となられる方はふえてくるこ
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とと考えております。

　失業などで生活に困られ生活保護が必

要な方は速やかに保護の開始ができるよ

う、生活保護制度の適正運営に最大限努

力してまいります。

　なお、現在、２１年度当初予算の審議

中でございますが、受給者の増加が著し

い場合につきましては、年度途中におい

て増額補正をお願いする場合もあること

かと考えております。

○上村高義委員長　登阪次長。

○登阪保健福祉部次長　４番の紙おむつ

の件でございますが、要介護認定２以下

の新たな対象となる方についてでござい

ますけれども、基本的には申請書の方に

おむつの必要性を記入をしていただきま

して、その必要性について判断をしてま

いりたいというふうに考えております。

　それから、還付の方法でございますけ

れども、現在、１枚３，０００円の券を

発券して、それと商品をかえていただく

という方法をとっておりますので、入院

等をされておられる方につきましても、

その券を発行させていただきまして、実

際に病院等で使われました紙おむつの領

収書と、その券を持ってきていただきま

して、券の額３，０００円、６，０００

円といった単位で還付をしてまいりたい

というふうに思っております。

　それから、なぜ給付額が１，０００円

になったのかというお問いでございます

が、今回、要介護２以下の方に対しまし

て対象者の方を広げましたのは、これま

での要介護３以上の寝たきりや、それに

近い方、介護をかなり要する方と比べま

して、いわゆるおトイレに行くのに間に

合わないからおトイレへ行けなくなって

というようなご指摘がございましたので、

そうした方に対してもおむつをすること

によっておトイレへ行く機会がふえると

かといった介護予防の観点から対象者を

拡大するということになりましたので、

当然、先ほど申し上げました要介護度３

以上の方と比較しまして、その必要度に

ついては違うというふうな判断のもとか

ら１，０００円としたものでございます。

　続きまして、補正の方の、まず住宅改

造についてでございますが、これはこれ

まで実績額の２分の１を府の補助金でい

ただいていたわけでございますが、２０

年度につきましては府の方の予算の範囲

ということで、府の方が既に補助金の額

を定額として決定をしてきております。

　ただ、あくまで府と市との関係でござ

いますので、利用者の方にその負担がふ

えるというわけではございません。

　ですから、あくまでこれは市の負担分

がふえるということでございます。

　それから、４２ページの介護予防につ

いて、要支援認定の方にかかる負担金が

減ったということは、要支援の方のサー

ビスの利用量が減ったということかとい

うご質問でございますが、この負担金は、

ケアプランの原案作成委託した場合の費

用を指しておりますので、民間事業者に

対して原案作成委託の件数が当初見込み

より減ったということでございます。

　作成数全体についてはふえております

ので、その分は直営のケアプラン作成は

多くなっておるということでございます。

○上村高義委員長　萩原課長。

○萩原自治振興課長　質問番号１３番、

指定管理者の委託について、丸投げにし

てもよいのかというご質問だったと思う

んですけれども、平成２２年度の指定管

理者の期間が満了することから、指定管

理者の選定につきましては公募となりま

す。

　公募に際しましては、選定の方法、選

定の基準、選定委員会の設置等により指
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定管理者を慎重に選定してまいりたいと

考えております。

　選定後におきましては、行政と指定管

理者が連携を図りながら効率的な運営、

市民サービスの向上を図ってまいりたい

というふうに考えております。

　なお、条例では事業報告書の提出や指

定管理者に対し、その管理の業務及び経

理の状況の監視、定期に、または必要に

応じて実地に調査し、または必要な指示

をすることができるというふうに規定さ

れておりますので、丸投げではなしに、

必要に応じて適正な指導をしてまいりた

いというふうに考えております。

○上村高義委員長　小野副市長。

○小野副市長　来年度以降の、いわゆる

受益者負担のあり方についてどう考えて

いるのかということであると思うんです

が、２１年度は市長の市政運営の基本方

針で公共料金を据え置くということをお

約束申し上げました。

　それで、今言えることは、直ちに平成

２２年度は受益者負担、市民負担をお願

いをしたいとか、お願いしないとか言え

る状況ではございません。

　ただ一つ、この民生常任委員会で議論

になっておりますが、国民健康保険につ

いてはおおむね、大体言いましたように、

今、赤字が８億円ぐらい積み上がってい

るんでしょうか。２２年度になってきた

ら、大体１１億ぐらい積み上がると思い

ます。

　これは私たちの市だけではございませ

んでして、過日の副市長会でもこれは大

変な状況だということでありました。

　それで、今言えますことは、例えば三

島筋でとらまえ方とか今後の見通しもあ

ると思うんです。

　その市は、実質公債費比率から見れば、

私どもの市より１０分の１の市でありま

すけれども、大変だということで、市民

の受益者負担をお願いしたいということ

で、そのかわり、市長、特別職、議会議

員、３０歳以上でしたか、傾斜配分は全

廃するということを打ち出しました、こ

の２１年度から。そういう市もあります。

　それで、そういう形の中で、私どもそ

ういう情報を得ているんですが、ほかの

市は若干持ちこたえたんだろうと思いま

す。

　今までの考え方を若干申し上げますと、

この市政運営の基本方針で申し上げまし

たように、何回も徹底した業務の棚卸し

ということを言いました。

　これは、私ども第４次行革にちょっと

前倒しをしてやらなければならないと思っ

ています。

　それは、今の事務事業が本当に市民ニー

ズにあっているのかどうか、予算ついて

いますから。そこにむだとか無理とかな

いのかどうか。もしくは、リニューアル

した方がいいんではないかとか、それは

総点検をさせるつもりでおります。これ

はまずやりたいなというのは一つありま

す。

　それからもう一つは、今月、動かそう

と思っていますけれども、いわゆる債権

管理の対策協議会であります。これは国

保のところで申し上げましたけれども、

いわゆる収納率の向上問題であります。

　これは、債権の中で以前にも議論いた

しましたけれども、いわゆる強制徴収可

能な債券と、それから裁判手続をやらな

ければ徴収できない債権があります。

　この裁判手続を経なければできないの

は議会の議決がいるということがありま

すから、これを基本的にきちっとしなけ

ればならない。

　やはり、いただけるところからはいた

だかなければならないという、ここの努
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力はいま一度議論せなあかんと思います。

　もちろんここで議論、大きくなります

けれども、とれない人にどうするんだと

いうことになりますから、それはそれで

内部で十分議論いたしますが、そういう

収納率の向上問題は全体の問題でありま

すから、ここのところは大きく２つは一

度早くに整理したいと思っています。

　もう一つ申し上げますのは、過去の市

民負担をお願いしたときに、余りにも出

してくる時期が遅いと、議会に出してく

るときがという議論が何遍もありました、

何回も私も了解しております。

　したがって、もしも市民負担をお願い

するんであれば、市の意志としてはでき

るだけ早く具体、個々の中で全体像をお

示しをして十分議会の議論をいただく時

間をとる必要ありというふうに考えてお

りますので、そういったことを考えなが

ら今後の考え方としたいと思っています。

　ただ、各市の副市長とも言っているん

ですが、例えばきょうの株の問題でも、

２６年ぶりの株安だとなっておりますか

ら、銀行は大株主でありますから、当然

貸し渋り、貸しはがしが出てくる可能性

があり、民間企業は体力が落ちています

から設備投資しない、個人投資家は資産

目減りがあるから購入しないということ

でありますから、この第４号補正で４．

５億の法人市民税の減額をお願いしまし

た。また、２１年度は１０億のうち８億

９，０００万が法人でありました。これ

がどこまで続くかということによりまし

ても大きく変わるというふうに思います。

　そういうことの見通しはまだ今のとこ

ろ見通せませんので、それらをよく見直

した上で、市長も言っていますように、

何も好んで市民負担をお願いするわけで

ございませんので、まず、我々が持って

おる内部でまず整理をすること。その上

に立ってどうするかについてはできるだ

け早くお示しする努力をいたしたいと。

　今申し上げられるのは、改正をお願い

するかしないかを申し上げる以前にする

ことがたくさんあると思っていますので、

今の段階ではそういう考え方でもって進

んでまいりたいというふうに考えている

ところでございます。

○上村高義委員長　山崎委員。

○山崎雅数委員　今、副市長から厳しい

情勢をお聞かせいただきました。

　確かに、自治体として、それこそ歳入

歳出を無視するわけにはいかない。お金

というのはわいてくるわけではない。そ

ういう話も出ていましたけれども、代表

質問でも。

　けれども、自治体の最大の目的という

のは市民の生活を支える福祉であると思っ

ておりますので、それこそ採算だけで物

事を考えるのではなくて、最低限、何が

必要かと。

　やっぱり、借金したらいいということ

ではないんですけれども、出す方はきっ

ちり出すということを決めて、それから

入ってくる方はお願いできるものはしっ

かりいただくという形で考えないと、入っ

てきたもので考えるということではない

と思いますので、ぜひともよろしくお願

いしたいと思います。

　先ほども府の補助金、補正予算の方で

介護の部分で住宅改造で府が減らした分

は結局市がかぶったというようなことに

もなってきますので、そういった部分で

しっかりとやっていただきたいと思って

おります。

　まず元に戻って、さっき負担金ですね。

お願いをするという立場ですから、利用

者に負担感のないようにきめ細かくお願

いをするというか、お願いしたいと思い

ます。
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　それから、住基ネットについてはそう

いうことでよろしいと、いたし方なかっ

たなというふうなことで結構です。

　あと、４番の紙おむつの給付ですね。

先ほど、還付方法なども詳しくご説明い

ただきました。しっかり利用者に知らせ

ていただきたいと思います。

　管理委託、指定管理制度のことですけ

れども、しっかり選定をしてやってはる

ということを今何回もお聞かせいただき

ましたけれど、ほんまにこの状況という

か、今、不況の状況ですね。任せたとこ

ろが、それこそ経済破綻したとか、摂津

の場合は余りないでしょうけれども、経

済破綻したというようなことが東京の認

定保育園なんかでもあったわけですから、

やっぱりしっかりと公的な責任という部

分では民間任せではなくて、考えていか

なくてはいけないんじゃないかなと思い

ますので、要望としておきたいと思いま

す。

　それから、保育園のことですけれども、

先ほども公立の方には出なくて、交付金

という形なんですけれども、基本的には

補助という形がなくなったと。こども基

金なんかでも出てこないということであ

れば、ほんまに公的な部分での保育制度

を別に維持しなくてもいいよといわんば

かりの国の制度の改定になってくるのか

なと思っておりますので、しっかり今公

的部分で行っていくというお答えをいた

だきましたので、頑張っていただきたい

と思っております。

　それから、先ほどの２回目で落ちたん

ですけれども、環境の問題ですね。これ、

もう一回お聞かせいただきたいんですけ

れども、保全に配慮するということで、

今、規定というか、開発についてはある

というふうに、日照権とか電波の制限が

あるという話、伺いましたけれど、それ

だけではなくて、それこそ排ガスとか、

騒音とか、それぞれ環境の基準というの

を決めてアセスメントというか、やっぱ

りしていく必要があるんではないかなと

思っているんですけれども。

　それから、またあと、総合計画、これ

から練られていくわけですけれども、環

境を考える担当部署ではしっかりと総合

計画に環境改善のための指針とかぜひ盛

り込ませていくことが大切なんではない

かと思います。

　温暖化というのは地球全体の話なので、

範囲が膨大だと思うんですけれども、こ

ういったことについてもう一度アセスメ

ント条例必要性のお考えをお聞かせいた

だきたいと思います。

　それと、保健衛生の方では、ぜひ存続

をしていただきたいと思います。

　それから、清掃費の分で、またちょっ

と２回目に抜けていたんですけれども、

計画の改定を行っていくというところで

お聞かせいただきました。ぜひ、２３年

というと２年ぐらい先になりますけれど

も、ぜひ頑張って計画を練っていただき

たいと思います。これは要望で結構です。

　生活保護のことでも適正運営というこ

とでお聞かせいただきました。ほんまに

大変な社会情勢だと思いますので、しっ

かりやっていただきたいと思います。

　環境のことだけ、ちょっとお願いいた

します。

○上村高義委員長　暫時休憩します。

（午後０時３分　休憩）

（午後１時　　　再開）

○上村高義委員長　再開します。

　答弁お願いします。池上課長。

○池上環境対策課長　再度の環境アセス

メントの必要性についてのご質問につい

てご答弁申し上げます。

　先ほどの答弁の中での同条例第６５条
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においてを申しますと、開発行為等を行

おうとするもの、開発者は当該開発行為

等に着手するまでに市長が定める基準に

基づき建築物及び工作物の規模、土地利

用計画並びに緑化等について市と協議を

行わなければならないと定めております。

　また、独自のアセス条例を制定されて

いますのは、政令市や中核市が主で、人

口規模、市域面積、財源、体制、権限に

つきましても一般の市町村とは異なって

おります。

　本市の現状におきましては、身の丈に

あった環境行政の推進に努めており、本

市の同条例により環境公害の未然防止が

図られるものと考えております。

　参考までに、開発におけます面積でお

けるアセス条例を制定されている市の基

準を申しますと、まず環境影響評価法、

法でよりますと、必要な面積におきまし

ては７０ヘクタールを必要とします。府

条例による環境影響評価は５０ヘクター

ル以上となっております。

　参考までに、吹田市におきましては１

０ヘクタールとなっており、もう１点は

南千里丘地区の開発におきましては６．

８ヘクタールとなっております。

　このように、今後におきましても南千

里丘開発同様の大型開発は行われないも

のと考えており、アセス制度の導入につ

きましてはご理解いただきますようお願

い申し上げます。

○上村高義委員長　山崎委員。

○山崎雅数委員　もう最後にしますので、

要望にしておきたいと思いますけれども、

今、市長が定める基準というのもよくわ

からない。

　それから、市の規模によって環境が悪

化しないということではないわけですか

ら、しっかりとこの辺を行政として環境

に責任を持つという立場を構築していく

必要があるというふうに私たちは思って

おります。

　最後になりますので、この流れ、今の

不況の対策ですね、産業振興、生活保護、

子育て支援ですね、いろんな立場からこ

れからしっかり行いながら、これからの

市政を考えるという面で環境を強調しま

したけれども、総合計画の策定にも各部

署からの提言、知恵を集めて行っていた

だきますよう要望としておきます。

○上村高義委員長　山崎委員の質問が終

わりました。

　ほかにございませんか。村上委員。

○村上英明委員　私の方からは、午前中、

山崎委員もいろいろ質問されておられま

したけれども、かぶらないようにさせて

いただきたいと思っていますので、よろ

しくお願いします。

　まず歳入の分で、３０ページなんです

けれども、款１３、使用料及び手数料、

項１、使用料、目３、衛生使用料、節２、

墓地使用料ということで、今回、平成２

１年度当初予算におきましてはこの墓地

使用料、また墓地管理料ですね、１，０

００円という形であげられております。

　その中で、平成２０年度の当初予算に

おきましてはこの墓地使用料が１１２万

円で、墓地管理料が５万円ということで

計上されておられましたけれども、これ

もちょっと確認になろうかと思うんです

けれども、この辺の当初設定の考え方に

ついてお聞きしたいと思います。

　それから、同じく歳入の３４ページで

ございますけれども、款１３、使用料及

び手数料、項２、手数料、目１、総務手

数料、節１、総務手数料の中で、住民基

本台帳カード交付手数料というものが一

応計上されております。

　そもそもこの住民基本台帳カードとい

うのは平成１５年からスタートしたんじゃ
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ないのかなというふうに思うんですけれ

ども、今回の平成２１年の予算におきま

しては５０万円が計上されております。

これも平成２０年の当初と比べまして約

４倍ということなんですけれども、この

辺の設定理由ですね、発行予定枚数の増

加ということになるかもしれませんけれ

ども、その辺の理由をちょっとお聞きし

たいと思います。

　それから、これも同じく歳入で３４ペー

ジでございますけれども、目２、衛生手

数料、節３、墓地手数料ということで、

２１年度予算、この中で改葬許可手数料

が１，０００円、それから諸証明手数料

というのが１，０００円ということで設

定はされております。

　これは改葬ということなので一度葬っ

たといいますか、そういう遺骨等別の場

所へ移しかえるというようなことでの手

数料かなと思うんですけれども、その辺

の１，０００円という設定の理由につき

ましてお聞きしたいと思います。

　それから、歳入の同じく４０ページで

ございます。款１４、国庫支出金、項２、

国庫補助金、目１、民生費国庫補助金、

節４、生活保護費補助金という中で、生

活保護適正実施推進事業補助金というの

が計上されております。

　この事由につきましては、基本的には

レセプト点検の事業とか、あと資格審査

等々の医療扶助の適正実施、それに向け

ての事業かと思いますけれども、この辺

がこの平成２１年度の予算では３，３８

６万７，０００円、それから、平成２０

年度については２６７万円ということで、

この辺の増額の理由と、同じく自立支援

プログラム策定実施推進事業補助金とい

う補助の具体的な内容についてお聞きし

たいと思います。

　歳出の７６ページでございます。節１、

報酬という中で、国際交流嘱託員報酬と

いうのがあります。これが平成２１年度

の予算につきましても１４４万というこ

とで、この平成２０年度の当初よりも約

１．５倍強ということで増額されており

ますけれども、この設定の理由について

お聞きしたいと思います。

　それから、歳出で８０ページでござい

ます。節１９、負担金、補助及び交付金

ということで、摂津防犯協会負担金とい

うのが計上されております。

　この平成２１年度の予算につきまして

も３２７万４，０００円ということがあ

るんですけれども、この中で青色防犯パ

トロールの分があると思うんですけれど

も、その辺の、現時点までの実施状況に

ついてお聞きしたいと思います。

　それから、歳出の８０ページ、防犯灯

維持管理費補助金ということで、これに

つきましては、今現状ついているのは３

６ワットの分の負担金が、補助の負担金

が８００円から１，０００円になるとい

うことで補足説明があったかと思います。

　こういう中で、今後またしっかりと、

この３６ワットは明るいという認識があ

ると思いますので、この辺、設置してい

ただけるように、また取り組みをよろし

くお願いしたいと、これは要望というこ

とでさせていただきます。

　それから、８３ページでございます。

節１３の委託料という中で、日常生活支

援委託料というのが計上されております。

これは犯罪被害者等への支援ということ

であると思うんですけれども、具体的な

業務内容ですね、委託する。そういうこ

とについてお聞きしたいと思います。

　それから、歳出の９２ページ、節１３

の委託料という中で、戸籍のシステム保

守委託料というのが計上されておりまし

て、この平成２１年度予算につきまして
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は３６２万ということで、平成２０年度

の当初と比較して２倍強ということが設

定をされておりますけれども、この分の

理由についてお聞きをしたいと思います。

　それから、１０２ページでございます

けれども、節１３、委託料、それから用

地測量委託料というのが計上されており

ます。

　これは香露園のちびっ子広場のことか

なというふうには思うんですけれども、

もし訂正があればご指摘をいただければ

と思うんですが、この測量のスケジュー

ルについてお聞きしたいと思います。

　それから、１０４ページでございます。

節１９、負担金、補助及び交付金という

中で、老人クラブの補助金というのが計

上されております。平成２１年は３０６

万４，０００円ということで、これは平

成２０年度の当初予算と同じなんですけ

れども、この辺の老人クラブの会員数と

クラブ数ですね、それと今後の見通しと

いうか、増員への取り組みも含めてお聞

きしたいと思います。

　それから、１１２ページでございます

けれども、節１３、委託料、それから保

育所入所システム改造委託料というのが

平成２１年の予算ということで１８９万

円計上されておりますけれども、これの

改造の内容と、またこのスケジュールに

ついてお聞きしたいと思います。

　それから、１１４ページでございます。

節７、賃金という中で、非常勤職員等賃

金というのが計上されておりまして、平

成２１年度予算につきましては平成２０

年度の当初予算よりも１，１６４万５，

０００円減ということがあるんですけれ

ども、この辺の理由についてお聞きした

いと思います。

　それから、１１６ページ、節２０、扶

助費の乳幼児等医療費ということで、午

前中も質疑がありました。

　この中で、翌月に、これ入院費ですね。

につきましては、翌月、償還払いという

ことがあったかと思うんですけれども、

この辺の当人の窓口負担を軽減するとい

う意味からも、医療証というのを発行し

て窓口での負担を軽減するというような

取り組みについてはどう考えておられる

のかということを１点お聞きしたいと思

います。

　それから、１２２ページでございます。

節８の報償費というのがあるんですけれ

ども、この平成２１年度予算ですね。５

１５万７，０００円ということが計上さ

れております。

　これはどういう業務への報償なのかと

いうことについてお聞きしたいと思いま

す。

　それから、１２２ページでございます

けれども、節１１、需用費という中で医

薬材料費というものがこの平成２１年度

予算につきましては、平成２０年度の当

初よりも約９倍ぐらいの予算計上されて

おるんですけれども、これは医薬材料費

ということなので、救急箱等の医療品か

なと、そういうふうに認識しておるんで

すけれども、この辺の約９倍近い増額の

理由についてお聞きしたいと思います。

　それから、１２４ページ、節１３の委

託料という中で、妊婦一般健診委託料と

いうのが、これも午前中質疑がされたか

と思うんですけれども、平成２１年度予

算につきましては５，１６３万３，００

０円ということになっております。

　何人分ぐらいを考えておられるのかと

いうことと、健診票を母子手帳に挟んで

お渡しをされると思うんですけれども、

その辺の金額の記載なり、その辺どうい

う形でされているのかというのを１点お

聞きしたいと思います。

− 31 −



　それから、１２６ページなんですけれ

ども、節１９、負担金、補助及び交付金

ということで、雨水タンク設置補助金と

いうのが計上されております。

　この雨水タンクということで、いろい

ろと環境面に取り組まれておられる団体

さんという方々も結構おられると思いま

すけれども、この予算は５０名というこ

となんですけれども、補助を受けるため

の条件について、この１点だけお聞きし

たいと思います。

　それから、１２８ページでございます。

非常勤職員等賃金というのが節７の中で

計上されておりますけれども、これも平

成２１年度予算２，４４８万４，０００

円ということで、平成２０年度よりも増

額という中であるんですけれども、その

辺の設定理由についてお聞きしたいと思

います。

　それから、１４０ページでございます。

節１９の負担金、補助及び交付金という

中で中小企業事業資金融資利子補給金と

いうのが計上されておりますけれども、

これの２１年度の受付の件数の予想、そ

れから予算的にはどうなっていくのかと

いうのを１点お聞きしたいと思います。

　それから、同じく１４０ページで多重

債務相談委託料というのが計上されてお

りますけれども、これもこの平成２１年

度、相談の件数の予想、それから平成２

０年度の今までの実績というんですか、

相談件数がわかれば教えていただきたい

と思います。

○上村高義委員長　阪口課長。

○阪口健康推進課長　まず３０ページ、

歳入の部でございますけれども、墓地使

用料、管理料、それぞれ１，０００円予

算計上させていただいております。

　墓地に関しましては、市内で３か所、

３００基の墓地を有しておりますが、１

９年度末までに墓所が２か所返還がござ

いまして、２０年度予算ではこれの分譲

と申しますか、募集をいたしました。

　その関係で、前年度、この墓所にかか

る墓地使用料の歳入を計上させていただ

いておりましたが、２０年度の墓地募集

ですべて埋まっておりますので、現在の

ところ新たに使用者を募集するというよ

うなことはございませんので、予算枠と

して各１，０００円を計上させていただ

いておるというところでございます。年

度途中で返還があれば随時、また募集を

するというふうになりますので、ご了解

をいただきたいと思います。

　続きまして、３４ページでございます。

墓地手数料で、前年度になかった予算科

目と申しますか、説明で改葬許可手数料

というようなことを１，０００円計上さ

せていただいておりますが、私ども、墓

地を管理する場合に、墓地埋葬法という

法律にのっとりまして改葬許可証という

のと、それと、私ども市営墓地独自の改

葬許可証というのがございます。

　この上段の使用許可証変更手数料と申

しますのは、既にお渡ししている墓地の

使用者が亡くなられて、相続があって使

用権を変更すると、こういった場合に書

きかえる場合の手数料をちょうだいする

というのが趣旨でございます。

　それと、この許可使用証の変更と申し

ますのは、これは墓地の条例にのっとっ

た手続でございます。

　それと、その改葬許可手数料というの

を設けておりますけれども、これは条例

ではなしに法律、墓地埋葬法という法律

がございまして、これで、これは市営墓

地に限らず市内に点在いたします、いわ

ゆる部落有の墓地であっても、その墓地

から他所の墓所に移すという場合には、

市長の許可が要ります。
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　我々としては、この歳入の明確化を図

るということから、条例に基づく手数料

と法律に基づく手数料、これを分けたと

いうことでございます。

　それと、諸証明につきましては、まれ

でございますけれども、市営墓地の隣接

土地所有者から明示の申請が出てまいる

場合がございます。その場合の手数料。

　それと、斎場での火葬をした証明と、

事実証明というのがあるんですけれども、

こういった証明を出す場合がございます。

それに備えた予算計上ということでござ

います。

　続きまして、１２２ページ、医薬材料

費でございます。この医薬材料費、今年

度増になった理由でございますが、もと

もと予防接種でポリオ、ＢＣＧ、これ保

健センターで集団で行っておった予防接

種でございます。

　この予防接種にかかるワクチン代、Ｂ

ＣＧとポリオのワクチン代を２０年度ま

では委託料の中で計上させていただいて

おりました。

　ところが、薬事法の関係で公共団体、

医療機関以外の団体がワクチンを直接購

入するというのは疑義があるところでご

ざいまして、これを明確にするために、

今回、ポリオ、ＢＣＧにかかるワクチン

代につきまして医薬材料費で、いわゆる

直営で購入するという予算を計上させて

いただいたところでございます。

　次に、妊婦健診でございます。まず、

妊婦健診、１４回に拡充をさせていただ

いたところでございますけれども、まず

対象者としましては、大体９００名未満

で８００人前後で妊娠届けが推移してい

ますので、予算計上といたしましては、

９００人分を見させていただいておりま

す。

　それと、里帰り出産、あるいは助産院

での出産に備えて妊婦健診実費負担額補

助金という予算計上もさせていただいて

おりますけれども、これも５０人分、予

算計上させていただいております。

　それと、妊婦健診券の発行でございま

すが、私ども妊婦健診を拡充する折に、

予算編成時にまだまだ国から詳細な情報

が届いていなかったというような中で、

一応１４回というふうなことを前提に予

算要求の積算をいたしました。

　そのときに、それまで国が５回分で２

万６，０００円というふうな通知が既に、

これは２０年の初頭にあったわけですけ

れども、これに基づきまして１４回を行っ

たときの基本的な妊婦健診にかかる費用

を積算をいたしました。これがおよそ５

万６，６７０円という積算でございまし

た。

　来年度、２１年度はこれをもとに５万

７，０００円を１人当たりの妊婦さんに

助成をしていくというふうなことで９０

０人分予算要求をさせていただいたとこ

ろでございます。

　それで、発行でございますけれども、

大阪府下統一して、金額はばらつきがご

ざいますけれども、統一して、方式とし

ては受診券方式でするということになり

ました。

　私どもといたしましては、この５万７，

０００円を１回から１４回までの妊婦健

診の節目節目で血液検査、いわゆる基本

的な妊婦健康診査のほかに血液検査に追

加部分がございまして、今回、内容的に

充実したレンサ球菌とか、あるいはＨＩ

Ｖの検査、こういったものは追加されま

す。

　そういったときには、多少費用はかさ

みますので、１回目の健診で１万円、そ

れと５，０００円券が４枚、それと残り

が３，０００円券ということで、あわせ
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てすべて含めて１４枚の受診券を母子手

帳に従来どおり挟み込みまして、それぞ

れの窓口でお渡しするというふうなこと

で対応するということで、今現在その態

勢を整えているところでございます。

○上村高義委員長　阪口課長。

○阪口健康推進課長　報償費につきまし

ては、後ほどまだご答弁させていただき

ます。申しわけございません。

○上村高義委員長　船寺参事。

○船寺こども育成課参事　１１３ページ、

保育所入所システム改造委託料について

説明させていただきます。

　本システム改造につきましては、現在、

保育料の納付につきましては金融機関で

の窓口納付をお願いしておりますが、口

座振替を導入するためのシステム改造で

ございます。

　スケジュールにつきましては、前半に

おきましてコンピューターシステムの改

造や金融機関との調整を行いながら、年

度後半から導入できるように進めてまい

ります。

　続きまして、非常勤職員の賃金が減額

になっている理由について説明申し上げ

ます。

　この非常勤職員等賃金につきましては、

保育所でお勤めいただいております非常

勤保育士さん、臨時保育士さん、朝夕パー

ト保育士さんの賃金でありますが、平成

２１年度、正職員の産休等の状況を精査

する中で減額させていただきました。

○上村高義委員長　稲村参事。

○稲村保健福祉部参事　乳幼児等医療助

成費についてお答えさせていただきます。

　今回の拡大分につきましては、償還払

いという形で考えておりますが、対象の

児童全体で平成２０年１２月の段階で７，

１４７名いらっしゃいます。

　他市の入院の状況ですとか調べる中で、

非常に小中学生の入院件数自体は少ない

ということで、今回、小中学生あわせま

して４５件を予算として計上をいたして

おります。

　この４５件の方の医療費助成のために

７，０００人からの皆さんに新しく医療

証を発行するために申請の手続を窓口で

していただくといいますのは非常に効率

的ではないのではないか、また、利用さ

れない方の方が多いわけですから、その

方に窓口で医療証発行のための手続をし

ていただくというのはかえってご負担を

かけることになるのではないかというふ

うに考えております。

○上村高義委員長　村江参事。

○村江生活環境部参事　３４ページの住

民基本台帳カードの交付手数料がかなり

増額設定になっているということの分に

ついてご説明させていただきます。

　１５年から住民基本台帳カードの発行

がありましたけれども、年度を追って言

いますと、１５年が１５１枚、１６年が

１２３枚、１７年度が１８８枚で１８年

度が２５０枚、１９年度で４２９、２０

年２月までで５１０で、３月に入りまし

て４７がふえておりまして、一昨年から

税務署関係のｅ−Ｔａｘ、電子申告がか

なりありました。急激にそれからふえて

きております。

　また、もう一つは、去年の５月１日に

本人確認と言うことで、どこの金融機関

とか、あるいは市役所で住民票とか戸籍

をとるにしても本人確認というものがい

るという形の分で、免許証とかそういう

ものを持っていない方がこういう住基カー

ド、写真入りの分ですね、それを申請さ

れている件数がかなり多くなってきてい

るということで、ふえていくということ

をかんがみまして増額設定させてもらっ

たものでございます。
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　続きまして、９２ページの戸籍システ

ム保守委託料の２倍強の設定はどういう

ものなのかということなんでございます

が、平成２０年度の１２月から本市も戸

籍の電算化に着手しておりまして、順調

に準備を進めております。

　現在は、ＤＬＱという一部戸籍記載シ

ステム、ワープロ形式なんですけれども、

それで戸籍の記載を行っておりますが、

ことしの９月中旬に戸籍コンピューター

化の、電算化ですね、本格稼動します。

　保守料については、本年１０月から３

０５万３，０００円計上しておりまして、

そうしたら、現在使用しているＤＬＱに

ついていらないのかということになりま

すけれども、それも並行して来年１月ま

では運営していくということによる増額

設定でございます。

○上村高義委員長　池上課長。

○池上環境対策課長　それでは、環境対

策課にかかります雨水タンク設置補助金

の補助金を受けるための条件についてご

説明申し上げます。

　この制度を導入するに当たりましては、

雨水タンク設置補助金交付要綱を定めて

おり、この第１条で目的、第２条で定義、

第３条で補助対象者の条件を定めており

ます。

　まず第１条の目的は、雨水タンクを設

置するものに対し予算の範囲内において

雨水タンク設置補助金を交付することに

より、雨水の有効利用を図り、もって市

民の環境意識の向上に資することを目的

としています。

　第２条の定義は、この雨水タンクとは、

雨水を貯留するため、一戸建ての住宅の

敷地内に設置される設備で、次に掲げる

条件を満たすものとします。

　１、建物の雨どい等を接続し、架台等

に設置されていること。２、容量が８０

リットル以上であること。３、製品とし

て購入可能なものであること。

　第３条、補助対象者となるものの条件

は、市内の一戸建ての住宅に雨水タンク

を設置するもの。これは市内に住所を有

するものに限ります。

　あと、２点におきましては、雨水タン

クを設置する土地もしくは建物の所有者、

または当該所有者の同意を得た占有者で

あるもの。

　２、雨水タンクを適切に維持管理し、

かつ貯留した雨水を庭木等の散水用の水

として使用できるものと定めております。

　条件としては以上でございます。

○上村高義委員長　萩原課長。

○萩原自治振興課長　まず、国際交流嘱

託員報酬の増額についてでございますが、

平成２０年度につきましては９６万円の

予算計上で、平成２１年度は１４４万円

を計上させていただき、４８万円の増額

となっております。

　この理由につきましては、現行では週

２日勤務、日額１万円、１か月８万円を

限度として年間９６日分、９６万円の報

酬を支払っております。

　しかしながら、勤務実態を見ますと国

際交流協会の事務量等が増加し、事業を

円滑に行うために、平成１８年度は１３

２日、１９年度は１３７日の勤務となっ

ており、いわゆるサービス残業をしても

らっているのが現状となっていますこと

から、平成２１年度におきましては国際

交流協会の事業をより充実発展させるた

め、週３日勤務、年間１４４日の勤務形

態にしたいと考えておりますので、ご理

解賜りますようお願いいたします。

　続きまして、青色防犯パトロールの実

施状況についてでございますが、巡回し

ていただいておりますのは連合自治会の

方々や防犯協会の各支部の方々、それと
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摂津市商工会青年部の方々でございます。

　平成２０年度におきましては、平成２

１年２月２０日現在なんですけれども、

９６回、１か月当たり９日の巡回となっ

ております。

　１回当たりの走行距離は約２３．３キ

ロメートル、巡回時間は約２時間程度と

なっております。

　連合自治会や防犯協会の方では主に校

区内の下校時間帯、商工会青年部は夜間

における市内の巡回となっております。

　続きまして、日常生活支援委託料の内

容についてでございますけれども、犯罪

等により日常生活を営むのに支障がある

犯罪被害者等について、介護、家事、保

育等を行う者の派遣、その他、日常生活

を営むのに必要なサービスの提供を行う

ための委託料でございます。

　支援の対象者は、犯罪発生当日におい

て本市に住民登録をされている方で、故

意による犯罪により死亡、または医師の

診断により心身に１か月以上の傷害を受

けた方、または死亡した方と生計を一に

していた同居の親族で、傷害を受けたこ

とにより家事、保育等が困難になった方、

犯罪被害者等の介助のため家事、保育等

が困難になった方、犯罪の被害によりご

本人さんの介護が必要になった方などと

なっております。

○上村高義委員長　水田次長。

○水田生活環境部次長　１２８ページの

非常勤職員等の賃金の増額の理由でござ

いますけれども、これは収集業務にかか

ります臨時職員の人員の増でございます。

　学校給食の残渣の堆肥化事業の移管を

受けましたことも含めまして、平成２０

年の６名から８名ということで計上させ

ていただいています。２名の増員という

ことで計上させていただいているのが理

由でございます。

○上村高義委員長　東澗課長。

○東澗生活支援課長　予算書４１ページ、

生活保護費補助金についてお答えいたし

ます。

　まず、上段の生活保護適正実施推進事

業補助金は、レセプト点検委託料として

昨年と同額の２６万７，０００円、それ

と、先ほど山崎委員のご質問にお答えい

たしました生活保護システム委託料が３，

３６０万円でございます。

　次に、下段の自立支援プログラム策定

実施推進事業補助金でございますが、こ

れも、先ほど山崎委員のご質問にお答え

いたしました自立支援相談員の賃金でご

ざいます。

　これら３点のうち、システム委託料と

自立支援相談員の賃金が今年度新たに予

算計上させていただきましたことにより

大幅な増額となっております。

　なお、これらの事業は、セーフティー

ネット支援対策事業費補助金による国の

１０割補助対象事業でございます。

○上村高義委員長　鈴木参事。

○鈴木産業振興課参事　それでは、予算

書の１４１ページにかかる市の融資制度

の拡大における予算措置はどうかにつき

ましてご答弁申し上げます。

　平成２１年度の市融資は、中小零細事

業所への緊急支援対策を盛り込み、その

内容は融資期間を１年延長し５年とし、

さらに府内でも数少ない利子補助の割合

を２分の１から全額補助にするものでご

ざいます。

　利子負担がなくなるということは非常

にインパクトのある施策と考えており、

運転資金などの資金繰りに苦しんでおら

れる事業所に大変喜ばれるものと考えて

おります。

　融資の受付件数は、平成２０年度の２

月末日現在３８件を大幅に上回る、６０
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件を見込んでおります。

　予算措置につきましては、平均貸付額

が４００万円、市融資期間が５年間、合

計６０件と仮定いたしまして、１件で保

証料は約１２万５，０００円、利子が１

２万６，０００円、合計、約２５万１，

０００円となり、その６０件分としまし

て約１，５０６万円の予算措置が平成２

６年度に必要となります。

　続きまして、多重債務法律相談につき

ましてご答弁申し上げます。

　平成２０年度の相談件数と２１年度の

予想件数についてでありますが、平成２

０年度６月から実施いたしました府下で

は先駆的な取り組みとなります弁護士な

どによります多重債務無料法律相談は、

２１年２月までの９か月間で５８名の相

談を受けました。

　月平均６．５人となり、１回当たり２．

１人の相談件数となっております。

　平成２１年度の見込み件数は、モノレー

ル千里中央駅に大阪弁護士会千里法律相

談センターが開設されましたので、急が

れる方につきましては随時そちらの方を

ご案内させていただいておりますので、

おおむね２０年度と同じぐらいの、１回

２名、年間７２名の相談件数を見込んで

おります。

○上村高義委員長　登阪次長。

○登阪保健福祉部次長　１０３ページの

土地購入費につきましては、ご指摘のと

おり香露園ちびっ子広場の土地購入費で

ございます。

　新年度になり次第、用地測量、鑑定の

作業につきまして所有者の方と協議をし

ながら速やかに進めてまいりたいという

ふうに考えております。

　続きまして、１０５ページの老人クラ

ブの件でございますが、２０年４月１日

時点で、老人クラブ数が５８クラブ、会

員数が３，４７５人となっております。

　この間、クラブ数、会員数とも減少の

傾向が続いております。

　この点につきましては、市の老人クラ

ブ連合会はもとより、大阪府の老人クラ

ブ連合会の方も大変な危機感を持ってお

られます。

　具体的には、毎年２月及び３月を会員

加入促進月間と設定をされて、会員の加

入の促進に努めておられます。

　また、平成２１年４月１日を目途に若

手高齢者のクラブへの加入促進や、若手

リーダーの育成を目的としました若手委

員会を設置するための今、準備作業を進

められるなど、大阪府老人クラブ連合会

としても取り組まれておられ、この方針

を受けまして市の老人クラブ連合会の方

も取り組みを進められておられますので、

市といたしましてもこうした取り組みを

支援し、会員加入の促進に努めてまいり

たいというふうに考えております。

○上村高義委員長　阪口課長。

○阪口健康推進課長　先ほどはご答弁の

中で一つ漏れておりましたことをおわび

申し上げます。

　１２２ページ、報償費５１５万７，０

００円につきましてご説明させていただ

きます。

　私どもの予算概要で言いますと６０ペー

ジから６２ページにそれぞれ各種事業が

掲載しておりますけれども、ここにあり

ます各種教室、健診等々での報償費とし

て計上させていただいておりますところ

の予算の総額をこの１２２ページの報償

費５１５万７，０００円ということで計

上させていただいております。

　主なもののみご説明させていただきま

すと、６２ページの経過観察健康診査事

業で報償金１２０万５，０００円を計上

させていただいております。これの費用
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は、いわゆる一次健診の結果、経過観察

を要するといった幼児を対象に二次診断

として経過観察をしております。

　この経過観察につきましては、通常の

定期の健診のように委託料で組むという

ことではなくて、その経過観察でござい

ますが、これにつきましては、医師会と

の契約によらずに大阪済生会吹田病院の

小児科の先生方、臨床心理士等々に出務

をいただいております。これにつきまし

ては、報償金で計上させていただいてお

ります。

　医師１名、看護師１名、心理士２名、

あとカンファレンスのための出務といっ

た、いわゆる出向費用を報償金で計上さ

せていただいております。

　これはほんの一例なんですけれども、

あと親子教室、あるいは育児相談にもそ

れぞれ保健師なり保育士の出向をお願い

しております。いわゆるスポットで来て

いただくための人件費というふうにご理

解をいただけたらと考えております。

○上村高義委員長　村上委員。

○村上英明委員　ご答弁ありがとうござ

います。

　この歳入の３０ページの分ですね、墓

地使用料につきましては、また適正な執

行ということでよろしくお願いしたいと

思います。

　次の、歳入の３４ページですね、住民

基本台帳カード交付手数料のこの件につ

きましても、今後、いろいろと本人確認

ということでさらにまたふえてこようか

なというふうに思っておりますので、こ

れもしっかりとカードの発行も含めて業

務の執行をお願いしたいなというふうに

思います。

　それから、３４ページ、この墓地手数

料につきましても、これも一応、件数の

想定が難しいかなというところもあるか

と思いますけれども、この辺もしっかり

とまた取り組んでいただけたらなという

ふうに思います。これ、要望としておき

ます。

　それから、歳入の４０ページの生活保

護の件でございますけれども、これもい

ろいろとご答弁をいただきました。これ

もしっかりと、生活保護を受けられてお

られる方も含めて自立していくというの

が基本的なスタンスかなと、そういうふ

うに思いますので、この辺もしっかりと

自立へ向けまして１人でも、最後のセー

フティーネットという生活保護ですから、

それから一歩出ていただいて自立という

面で支援をしっかりとお願いしたいなと

いうふうに思いますので、よろしくお願

いいたします。

　それから、７６ページの国際交流の嘱

託員の件でございます。これも国際交流

のこれからのさらなるグローバル化とい

う形で世界的にもいろいろと業務等もあ

ろうかと思いますので、この辺も実稼働

分をしっかりと掌握していただく中で、

また今後もこの国際交流の充実をお願い

したいなと、そういうふうに思いますの

でよろしくお願いいたします。

　それから、８０ページの摂津防犯協会

負担金の件でございます。

　これも、いろいろと今、この防犯パト

ロールにつきましても各連合自治会さん

なりということ、また摂津商工会、防犯

協会さん等で取り組まれているというこ

とで、月に９日ですか、ということであ

りますから、週に２日程度回っていただ

いているというようなことでございます。

　そういった中で、今後また犯罪の発生

しない環境づくりという点で、また継続

なり充実をお願いしたいと思いますし、

またこれも週３日とかいうことでふえて

くるように、その辺も地域の方の協力を
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得られるような形で取り組みをお願いし

たいなと思いますので、要望でお願いい

たします。

　それから、８３ページの日常生活支援

委託事業の件でございますけれども、こ

れもいろいろと要望なり、家事の件でも

介護の件でも保育の件でもいろいろと要

望があるかと思います。その辺もしっか

りと犯罪を受けられた方の要望にしっか

りこたえていただけるように、またよろ

しくお願いしたいと思います。

　それから、９２ページの戸籍システム、

これにつきましても、ちょっと確認なん

ですけれども、ホームページの方で戸籍

謄本が全部事項証明、それから戸籍抄本

が個人事項証明という形に変更になった

かと思うんですけれども、これ全国同じ

なのか、その辺また、ちょっと１点だけ

お聞きしたいと思います。

　それから、１０２ページの用地測量の

委託の件でございますけれども、これも

新年度早々していただいて、少しでも早

く安全な広場づくりということで取り組

んでいただければと思います。

　それから、１０４ページの老人クラブ

補助金の件でございます。

　これも、本来ならば高齢化ということ

で、高齢化の方の率が上がってきている

という中で、そのことを考えれば会員数

も同じように比例して上がっていくのが

普通かなと、そういうふうに思います。

　若手高齢者という言葉が、これも僕ら

の年齢が入るのかどうかも含めて、これ

が５０歳代なのか、その辺また、定義づ

けもしっかりとしていただいて、この老

人クラブの会員数の増加へまた取り組ん

でいただきたいなと、そういうふうに思

いますのでよろしくお願いします。

　それから、１１３ページの保育所の件

でございます。

　これも口座振替、しっかりとしていた

だくという中で、いろいろとご要望もさ

せていただいておったんですけれども、

やっぱりこういうことによって、保育所

に子どもを入所させられる方というのは、

もともと仕事ということもありますので、

その辺で滞納が少しでも減るのかなと、

そういうふうに思いますので、この辺も

しっかりと取り組んでいただけたらなと、

そういうふうに思います。

　それから、これは要望なんですけれど

も、待機待ち等々の件でホームページで

もし記載ができれば、この辺もちょっと

考えていただけたらなと、そういうふう

に思いますので、これも要望としておき

ます。

　それから、１１４ページ、非常勤職員

の賃金でございますけれども、産休等々

含めて減ということでございます。これ

も、今後また保育所の健全な運営という

中で取り組んでいただきたいなと思いま

す。

　それから、１１６ページでございます

けれども、この乳幼児医療費の分ですね。

　先ほど、対象者が７，１４７人という

中で、現状４５件ということがあります。

　例えば、この４５件の方が例えば窓口

に来たら、医療証みたいな形でもらえて、

それを病院に持っていったら窓口負担が

通常の医療費助成を受けられる範囲内で

いけるというようなことも一つの取り組

みとして、今後ちょっと考えていってい

ただければなとそういうふうに思います

ので、これも要望としておきますのでよ

ろしくお願いいたします。

　１２２ページの報償費、これについて

はわかりました。

　それから、もう一つ、医薬の材料費に

つきましても、今後またこの辺の適正な

事務執行というんですか、市民の方の安

− 39 −



全を踏まえて健康に取り組んでいただけ

たらなと、こういうふうに思います。

　それから、１２４ページの妊婦一般健

診の委託料の件ですね、これも既にこれ

母子手帳を受けられている方については、

今後どうされるのかということを、この

１点だけお聞きしたいと思います。

　それから、１２６ページ、雨水タンク

の件でございます。水も結構日持ちもす

るというか、そんなのもあるかと思うの

で、この辺は避難所としている建物、公

共施設につきましても今後しっかりと設

置して、公費としてこれは取り組んでいっ

ていただければなと、そういうふうに思

いますので、これ検討としてお願いした

いと思います。

　商工費の件でございますけれども、こ

れも１年短期という中での施策というこ

とがあるんですけれども、これも要望と

しておくんですけれども、ことしの経済

状況をまた考えていただいて、この辺の、

次年度のさらなる延長も含めて取り組ん

でいっていただければなと、そういうふ

うに思います。

　それから、多重相談の件につきまして

も、これもしっかりと相談体制の確立を

しっかりと、悩んでこられると思います

ので、その辺でしっかりと相談を受けて

いただけるような体制づくりをよろしく

お願いしたいと思います。

○上村高義委員長　村江参事。

○村江生活環境部参事　新しい戸籍シス

テムに変わりましたら、戸籍謄本は全部

事項証明、戸籍抄本については個人事項

証明という形に変わります。全国共通で

す。

○上村高義委員長　阪口課長。

○阪口健康推進課長　それでは、母子手

帳を既に２０年度中に受けられている方

につきましての対応でございますけれど

も、私ども、４月に入って早々、個別に

ご案内をさせていただきまして、お手数

をおかけするんですけれども、窓口でそ

れぞれの週数に応じて新しい受診券と交

換させていただくというふうなことで臨

んでいきたいと考えております。

　それと、１年間に限りましては２０年

度中にお渡ししております５回分の受診

券を新年度に入っても流通するといいま

すか、それで医療機関で受けていただく

というようなこともできるような体制を

とるということで臨みたいと考えており

ますので、よろしくお願いいたします。

○上村高義委員長　村上委員。

○村上英明委員　妊婦健診の方につきま

しても、今後またしっかりと滞りなくと

いうか、抜けのないようというんですか、

しっかりと取り組んでいただければなと

いうふうに思いますので、よろしくお願

いいたします。　

　それともう１点、議案第１０号の方な

んですけれども、２０ページのところで、

資源ごみ売却収入というのが、ペットボ

トルということで収入増となりましたと

いうお話がございました。

　このペットボトルの件で、ふたがつい

たまま収集されるということもあろうか

と思うんですけれども、この辺もお聞き

すると、今、売却という中で収入を上げ

られているというようなこともちょっと

お聞きしております。

　このペットボトルのふたは約８００個

でワクチンにかえられるというようなこ

とをされておいる団体もあるんですけれ

ども、この辺を、例えばペットボトルの

ふたを売却するということではなくて、

例えばこういう団体へ送るとか、寄附と

いうような形でということは考えられな

いのかと、この１点だけ質問したいと思

います。
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○上村高義委員長　水田次長。

○水田生活環境部次長　ペットボトルの

ふたをワクチンにかえるということです

けれども、今、ペットボトルの収集はふ

たは燃やせないごみで出していただいて

おります。本体については資源というこ

とで決められた曜日で出していただいて

おります。

　ふたを、回収作業が当然変わってくる

わけですね。不燃の日に出していただく

ところがペットボトルの資源と同時に出

してもらうということは、当然ふたがつ

いているということですが、今現在ふた

なしの中で選別を行っております。

　ふたがついているということは、当然、

選別の段階でふたを外さなければならな

い作業がもちろん出てまいります。

　そうなりますと、やはり今の体制では

作業がふえるということが課題が残りま

す。

　それと、流れがはっきりまだ理解はで

きないんですけれども、そのペットボト

ルのふたを例えば売却した金額でもって

ワクチンの何がしかにかえていくのか、

回収したふたをそのままワクチン、協会

ですか、協会の方に持っていくシステム

なのか、ちょっとその辺はまだ理解でき

ていないところがございますけれども、

質問をいただいているところでございま

すので、一回その辺のところを調べてみ

たいなと考えております。

　ただ、お聞きしております吹田市の方

でもその辺のところを検討されたという

のは若干伺っているんですけれども、伺っ

ている中では、そのふたを搬送する費用

がかなりかかるということは若干聞いて

おりまして、摂津の場合、果たしてそう

いうやり方なのか、ちょっとまだ理解が

できていないんですけれども。ちょっと

これは調べさせていただいて、課題とい

うことでさせていただきたいと思います。

○上村高義委員長　村上委員。

○村上英明委員　先ほどのペットボトル

のふたの件なんですけれども、このまま

燃えないごみということでフェニックス

に行っているという状況かと思いますの

で、環境保全ということも含めて、そし

てまた、自治体としてもこういうワクチ

ンに寄与しているよというようなこと、

また、それが市民のペットボトル、ふた

も含めて購入されていますから、そうい

う寄附行為ということになれば、市、オー

ル摂津としての寄附というようなことに

もなろうかと思いますので、その辺も含

めてどういう形がいいのか、今後また研

究をしていただいて取り組んでいただけ

ればなというふうに思いますので、よろ

しくお願いいたします。

○上村高義委員長　村上委員の質問が終

わりました。

　他にございませんか。大澤委員。

○大澤千恵子委員　それでは質問させて

いただきます。

　まず８１ページ、先ほども質問の中で

出たと思うんですけれども、防犯灯維持

管理の補助金の件でございますが、３６

ワットに変更するということで、環境、

ＣＯ2削減、カーボンニュートラルステー

ション、排出量ゼロという駅ができると

いうことで摂津市内の環境対策を考えた

ときに、この照明をＬＥＤ照明にできな

いのかということをまず一つ検討してい

ただきたいなというふうに、このあたり

お調べいただいているのかどうかという

ご答弁をお願いいたします。

　それから、１０５ページ、認知症サポー

ター養成講座の委託料ということで、こ

の養成講座には何人ぐらいの方が実際い

らっしゃって、先日行われたというお話

を聞いておりますけれども、大体、年齢
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的にどのぐらいの方が集まっているのか

ということ。

　そして、その後、どういう業務に携わ

るのかということをご答弁いただきたい

と思います。

　それから、１２５ページ、先ほどから

妊婦健診のことについてご質問があった

と思いますけれども、内容の方は十分理

解させていただきました。

　まず、妊婦の方はこの妊婦になられた

ときに、この１４回が受けれるというこ

とはおわかりいただけると思うんですが、

少子化という形で、これから子どもを産

む女性の方がもう１人産んでみようかな

と思ったときに、この妊婦健診が１４回

無料ということであればもう１人頑張っ

てみようかなというお話になると思いま

すので、そのあたりの広報活動をどうさ

れるのかということをお聞きしたいと思

います。

　それから、１２７ページの雨水タンク

の件でございますけれども、この雨水タ

ンクの助成金の中で、助成金を出してい

ただく数量ですね、どのぐらいの台数を

見込まれているのかということと、それ

から、この雨水タンクに対して市民の方

たちにどういう啓発活動を行うのかとい

うことを追加でお聞きしたいと思います。

　それから、あわせてエコアクション２

１の取得という形が、先日の代表質問の

中でもございましたけれども、その後の

環境対策として、今現在、何を考えてい

られるのかということをお聞きしたいと

思います。

　１３１ページの選別委託料、これ、実

際にはどういった選別の委託料となって

いるのかちょっと教えていただきたいと

思います。

　それから、生ごみ処理装置点検委託料、

あわせて生ごみ処理装置借上料、このあ

たりのことを少しお聞かせいただきたい

と思います。

　そして、１３７ページ、この鳥飼なす

の保存委託料ということで鳥飼なすの保

存の推進ということで、これされている

と思うんですけれども、この鳥飼なすの

保存委託料をして、この鳥飼なすをどの

ように市の中に名物として残していかれ

るのか、それともまた販売されるのか、

それとも、もっともっとたくさんつくっ

て他市にも摂津市の名物として知らしめ

ていくのか、そのあたりのことをちょっ

とお聞きしたいなと思います。

　あともう１つは、オレンジキャンペー

ンのことでございますけれども、この虐

待防止キャンペーンで、２万円という形

で計上されておりますけれども、虐待防

止キャンペーンはこのリボンを皆さんに

お配りするだけのキャンペーンなのか、

それとも何かその後に、この虐待防止キャ

ンペーンにかかわるイベントを何かされ

るお考えがあるのか、ちょっとお聞かせ

いただきたいと思います。

○上村高義委員長　稲村参事。

○稲村保健福祉部参事　オレンジリボン

キャンペーンにつきましてご答弁させて

いただきます。

　平成２０年度につきましては、オレン

ジリボンキャンペーンをさせていただき

まして、そのときに横断幕ですとか、の

ぼりですとか、いろいろなキャンペーン

に必要なものを作成させていただきまし

た。

　また、そういうものを使いまして、今

回新しくまたチラシもつくりながらさま

ざまなイベントを、既にあるイベントを

活用して、そこの中でキャンペーンを行っ

ていきたいというふうに考えております。

　新たなイベントを設定するということ

ではなくて、子育て中の方がお越しにな
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るようなイベントですとか、あるいは小

中学校のさまざまなイベントですとか、

ほかのオレンジリボンキャンペーンに限っ

てのキャンペーン活動もさせてはいただ

くんですけれども、中心としましてはい

ろいろな機会をとらえてキャンペーンを

行っていく、そういうふうに考えており

ます。

○上村高義委員長　阪口課長。

○阪口健康推進課長　それでは、妊婦健

診、１４回、一部公費負担助成での広報

活動の取り組みでございますけれども、

今回の１４回の拡充というのが４月から

導入されますけれども、まず５月広報で

市民の皆様方には周知をしていくと。

　それと、ホームページには必ず掲載を

常時していくというようなことで考えて

おります。

　それで、継続的な広報につきましては

主にホームページでの取り組みであるの

かなと、あくまでも妊婦健診というのは

妊婦さん、母子の健康管理、それと妊婦

さんの経済的負担の軽減というのが目的

でございます。

　委員ご指摘のように、もちろん少子化

対策の一環ということではありますが、

妊婦健診が１４回に拡充されて、一部公

費助成されるということがすぐに妊娠、

出産につながるかというと、直接的なイ

ンパクトといいますか、には必ずしもな

らないのではないかなと、我々としては

妊娠された方に常時わかるようにホーム

ページでお知らせをしていくということ

で今のところ考えております。

○上村高義委員長　萩原課長。

○萩原自治振興課長　ＬＥＤの防犯灯の

導入についてでございますけれども、Ｌ

ＥＤの防犯灯は寿命が長く、また消費電

力も少ないのでＣＯ2の削減に貢献でき

るメリットがあり、環境対策の面から考

えますとＬＥＤは大きな効果があるとい

うふうに思っております。

　あるメーカーのＬＥＤの器具代なんで

すけれども、調べますと、３３ワットで

８万７，９９０円、寿命が４万時間、約

１０年でございます。

　平成２１年度から３２ワットの防犯灯

に切りかえようと思っておりますんです

けれども、３２ワットの蛍光灯ですと１

万９，８００円、寿命が約１万２，００

０時間、約３年でございます。

　ＬＥＤは、蛍光灯に比べて費用面では

約４．４倍、寿命は約３．３倍となって

おります。

　防犯灯の新規設置にかかります平成２

１年度の当初予算は１６１万５，０００

円となっておりまして、ＬＥＤの防犯灯

設置となりますと必然的に新規の設置灯

数が少なくなってしまいます。それと、

寿命が約１０年でございますので、１０

年後ではありますけれども、防犯灯の交

換費用が自治会にとって大きな負担となっ

てしまうんではないかということが考え

られまして、今後、環境対策も含めまし

てＬＥＤの防犯灯に切りかえるかどうか

検討してみたいと考えております。

○上村高義委員長　水田次長。

○水田生活環境部次長　エコアクション

２１の認証取得後の今後の取り組みと考

え方ということでございますけれども、

予定ではこの３月の末には認証取得にな

るだろうというふうに伺っております。

　環境に携わるものとしては率先行動と

して今回そういう取り組みを行ってまい

りました。

　取得後は、この２１年度にはまた改め

て中間審査というのがございまして、こ

れまでの取り組みをさらに審査していた

だいて、厳しくそういう取り組みを見て

いただこうということになっております。
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　取得後の我々の考え方といたしまして

は、まずは市民の方、事業所の方にもそ

ういう環境のことについて呼びかけてい

く。もちろん、ごみの減量も含めてです

けれども、呼びかけていく考えはござい

ますけれども、まずはやはり足元、やは

り環境センター、環境業務課ストックヤー

ド、この３つの中で認証取得しているわ

けでございますから、今後は、やはり市

全体での取り組みでも必要ではないかな

というふうな考え方にはなってきており

ます。

　今後、その辺もまた整理しながら継続

した取り組みで認証取得させていただく

わけですから、継続して進めてまいりた

いというふうに考えております。

　それから、選別委託料の内容というこ

とでございますけれども、資源の日に缶・

びん・ペット、回収させていただいてお

ります。

　これを、びんはもちろんありますけれ

ども、ペットボトルと缶につきましては、

圧縮こん包いたします。それの件は売却

ということになるんですけれども、ペッ

トボトルももちろん選別するわけですけ

れども、その作業をシルバーの方で委託

させていただいております。

　８人体制でもって１日の作業を行って

いるものでございます。それが選別委託

料ということでございます。

　それから、生ごみ処理機の点検委託料

と、それから借り上げでございますけれ

ども、これは平成２０年までは環境セン

ターで学校給食の残渣の堆肥化事業とい

うことで予算計上させていただいており

ましたけれども、２１年度からは環境業

務課でさせていただくことになりまして、

堆肥化の装置がございまして、これは年

１回、いろいろ稼働部分、築造部分の点

検をいたしまして、２４時間稼動の装置

でございますので、その辺の部分を点検

するということで委託料を設けさせてい

ただいています。

　これは毎年１回という形で点検をお願

いすることになっております。

　これ、借上料なんですけれども、これ

は平成１４年９月１日からこの事業を行っ

ておりまして、それから２１年８月３１

日をもってリースの期間が終了いたしま

す。それ以降については市の方になるわ

けでございますけれども、先ほど申しま

した点検委託料も含めまして、今後、そ

の中でやはり継続して事業を進めていき

たいなというふうに考えております。

　それにかかるいろいろな事業の中では

消耗品とかの予算も当然必要ではあろう

かと思いますけれども、継続した中で進

めたいと考えております。

○上村高義委員長　池上課長。

○池上環境対策課長　それでは、環境対

策課にかかります雨水タンクの件の２点

のご質問にご答弁申し上げます。

　まず、設置の見込み数でございますが、

設置の見込み数は２０台でございます。

その内訳としまして、設置費用が６万円

を超えるもので、補助限度額のものを３

万円を想定して１０台の３０万円、あと

設置費用が６万円までのもので、費用の

２分の１の補助額を想定してるのが２万

円の１０台ということで２０万、合計５

０万でございます。

　あと、２点目の市民啓発につきまして

は、制度の目的としまして、市民の環境

意識の高揚を図るとともに地球温暖化対

策の一環として、雨水を有効利用するこ

とによりエネルギー使用量の削減を図り

環境に優しいライフスタイルへの転換を

推進するためにこの補助金制度の導入を

いたすものでございます。

○上村高義委員長　阪口課長。
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○阪口健康推進課長　申しわけございま

せん。

　先ほど、最初にご答弁させていただい

たほかに、４月１日前後に全戸に配布い

たします健康づくりの年間日程表にも１

４回に拡充する旨を掲載するということ

になってございますので、あわせまして

ご理解をちょうだいしたいと思います。

よろしくお願いいたします。

○上村高義委員長　登阪次長。

○登阪保健福祉部次長　１０５ページの

認知症サポーター養成講座の件でござい

ますが、２０年度実績を申し上げますと、

現時点では１３回、５１３人の方に講座

に参加をしていただいております。

　なお、本年度はもう一回予定をいたし

ております。

　対象となっておられる、参加しておら

れる方は校区福祉委員会、それから商工

会や民生児童委員協議会などの団体、そ

れから公民館での一般市民の方を対象と

した講座、それから市の職員を対象とし

た講座などこれまで計１３回を行ってお

ります。

　なお、参加者の年齢層でございますが、

大体５０代から６０代の方が８割、あと

は２０代以降５０代までの方が大体２割

ぐらいかというふうに考えております。

　それから、この認知症サポーター養成

講座を受講された方のその後の活動につ

いてでございますけれども、現時点にお

きましては、まず近隣におきまして、そ

うした認知症高齢者やその高齢者を介護

されておられる家族がおられましたら、

その相談や手助けをお願いをしておりま

す。

　それと、認知症支援関係の施設のボラ

ンティア等をお願いをいたしております。

　それともう一つは、この認知症サポー

ター養成講座を実施するためには講師が

必要でございまして、その講師になるた

めには認知症のキャラバンメイトの養成

研修という研修を受講していただかない

と講師になれないということで、摂津市

の場合、まだこのキャラバンメイトの数

が少ないということもございますので、

サポーター養成講座を受けられた方の中

で、より問題意識を持って活動をしたい

という方を対象にそのキャラバンメイト

の養成研修を受講していただきまして、

そのサポーター養成講座の講師も務めて

いただくと、そういった形で認知症に対

する理解を深めていきたいというふうに

考えております。

　サポーター養成講座を受講された後の

活動の方法につきましては今後の大きな

課題だというふうに考えております。

○上村高義委員長　田橋参事。

○田橋産業振興課参事　鳥飼なすの保存

につきましては、農業振興会の方に種の

保存奨励で委託しております。　

　この鳥飼なすにつきましては、大阪府

のなにわの伝統野菜の承認を受けている

ものでございます。

　このなにわの伝統野菜というのは、種

の根拠、これがはっきりと確立されてい

るものでないと認証されないということ

で、鳥飼なすについては大阪府の方から

全国的になにわの伝統野菜ということで

ＰＲ等もしていただくことになっており

ます。

　それと、市内では小学校３年生とか幼

稚園、保育所、これらのところにも鳥飼

なすの植えつけ指導にも行って、幼いと

きから摂津市の農産物ということで鳥飼

なすのＰＲ等もしているところでござい

ます。

　拡大につきましては、他市へも鳥飼な

すの種の提供をしていて、確か２市ほど、

摂津市以外のところでもつくってもらっ
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ているところがあります。

　それと、平成２１年１月に市内で鳥飼

なすを伝統野菜として使用登録された方

が１軒出てきております。

　ということで、徐々にではありますが

拡大の方に向いていっているということ

で認識しております。

○上村高義委員長　大澤委員。

○大澤千恵子委員　オレンジリボンキャ

ンペーンの件は理解できました。

　ただ、いろんなところで機会があれば

それをお配りするということであれば、

まず数の方が十分足りているのかという

ことをちょっとお聞きしたいなと思いま

した。

　それから、２番目の１４回の拡大とい

うことで、いろんなところで年間の推進

づくりの中でも健康づくりの年間日程表

ですね、こちらの方でも啓発ということ

をしていただくということですけれども、

出産育児一時金とあわせて皆さんに啓発

していただければ、私は先ほど少子高齢

化ということで、少子の部分でやっぱり

回数が無料で、出産育児一時金がやっぱ

り多くもらえるということになれば出産

する女性の方もふえるんじゃないかなと

思いますので、あわせて啓発活動をお願

いしたいなと思います。これは要望です。

　それから、ＬＥＤ照明の件でございま

すけれども、これはもう一度重々検討し

ていただいて、何が本当に一番いいのか

ということをよく考えていただいて、そ

して、やはり長期スパンで物事を考えて

いくという姿勢を市としてもしていただ

きたいなと思います。

　先の支出だけを考えると、どうしても

安い物に走りがちだと思いますけれども、

やはり長期を見て、そのあたりを十分検

討していただいてまたご検討いただけれ

ばなというふうに思います。

　それから、エコアクション２１の件は

了解いたしました。

　今後、環境対策ということで市内の企

業の方たちももっともっと取り組んでい

ただけるような活動を推進していただく

と同時に、やはり市民の皆さんの環境意

識を高めるような事業ももっともっとさ

らにふやしていただければなというふう

に思っています。

　先日、市長の方針にもございましたけ

れども、やはりタイミングということが

非常に大事だと思います。

　今、環境のことに取り組んでいる市と

いうことで他市からも注目を浴びており

ますので、この時期に、まさにこのタイ

ミングで環境問題を取り組んでいかない

といけないのかというふうに思っており

ますので、そのタイミングを逃さないよ

うにだけいろんな分野で検討していただ

ければなというふうに思います。

　それから、５番目の缶とびんとペット

の分別でございます。選別の委託料とい

うことでございますけれども、とても努

力されていまして、ごみの減量もかなり

されているということ、そして市民の皆

さんも一生懸命分別している、それをま

たさらに分別してこれだけのお金がかか

るのかなということがちょっと、もう少

し何とかならないのかなというふうには

思いますので、さらに市民の皆さんに分

別のことをしていただいて、もし、でき

るようでしたら、このペットを、私状態

がよくわからないんですが、缶を踏んで

ぺちゃんこにする作業でシルバーの方た

ちができることであれば、市民の方たち

もきっとできると思うんですね。

　そのあたりをもっともっと何とかでき

ないのかなというふうに思いますので、

そのあたりもまた今後の課題として検討

していただければなというふうに思いま

− 46 −



す。

　それから、リースの件でございますけ

れども、給食の残渣ということで、この

生ごみの処理装置の借上料という形で計

上されているということで、２名の増員

をされてこの給食残渣を回収されている

と。この給食の残渣の堆肥を今度は循環

型社会ということで、これをまた何かに

利用しているということは一応お聞きし

ています。

　小学校なんかでバザーなんかのときに

配ってみたりとか、そういう活動をされ

ているということをお聞きしているんで

すけれども、もしそういった堆肥がもっ

ともっと市民の方たちが購入していただ

けるようなシステムがとれないのかなと。

　そして、これをまた市に還元できない

のかなというようなことを考えたりもす

るんですけれども、なかなか難しい点も

あると思うんですが、あわせて焼却の灰、

前回、私、民生常任委員会で灰の方も岡

山県の総社市がプランターを灰でつくっ

ていて、それをまた市民の方たちに持っ

て帰っていただくというようなことをやっ

ているというお話をさせていただきまし

たけれども、そのあたり、また検討して

いただいたのかどうか、ちょっとお聞か

せいただきたいということと、そういっ

た循環型の灰も運搬料がかなりかかって

います。

　その運搬料を削減することも含めてそ

ういった形に転換できないのかなという

ことをご検討いただいているのかどうか、

ご返答いただきたいと思います。

　それから、雨水タンクでございますけ

れども、やはり市民の啓発活動をしない

となかなかこの雨水タンクというのは、

私は、今２０台、この２０台がこの１年

間で皆さんが設置するのかというところ

がやはり疑問に感じております。

　今現在、公民館の方にも雨水タンクと

いうのはついてございますけれども、こ

の雨水タンクの利用を私もちょこちょこ

見に行ったりはしているんですが、なか

なか公民館の職員の方たちもなかなか雨

水のことを理解されていない方が多いの

で、もっともっとやはり市民の皆さんに

わかりやすい方法で、なぜこの雨水タン

クが今必要で、なぜこの市が環境対策と

してそれをやっているのかということも

含めて、やはり啓発活動をしていただき

たいなというふうに思いますので、もっ

とわかりやすく、なぜなのかということ

も含めて何かＰＲできるようなものがあ

ればいいなと思いますし、もちろん、先

ほどエコアクション２１の中で役所の中

にもやはり設置していただいて、皆さん

にもその雨水タンクがどういうものなの

かというのを理解していただいて市民の

方に啓発していただきたいなというふう

に思います。

　それから、８番目の認知症の研修会の

件でございますけれども、５３０人とい

うとかなりの数の方が多分受けられてい

ると思います。

　私はいつもいろんな活動をされている

のを見まして、すごく多くの方が研修を

受けて、その後、子育てアドバイザーと

か、そういった研修もそうなんですけれ

ども、実際にその方たちがどういう形で

仕事ができるのか、どういったことで業

務をさせていただけるのか、結構待って

いらっしゃる方もいるんですけれども、

そのシステムのやっぱり確立と、それか

ら、どういう仕事がきっちりあるのかと

いうことを、ある程度先を見たスパンで

見てやはり研修というのを行っていただ

きたいなというふうに思いますので、やっ

て後からたくさん受けたからどうしよう

というのではなくて、そのやる前にやは

− 47 −



りもっとこういった利用というか、仕事

をお渡ししようとか、こういった活動に

協力していただこうということを明確に

して、やはり受けて、その場でこういう

ことがありますよということを伝えてい

くことが必要なのかなと思いますので、

この５３０人の方、すごくもったいない

というか、もっともっとキャラバンメイ

トの方に受講していただくように移行し

ていただくような啓発活動もあわせて行っ

ていただきたいなというふうに要望いた

します。

　あと、鳥飼なすの方は小学校の方でも

植えつけの指導をされているということ

で、また大阪なにわの伝統野菜というこ

とでもっともっとこちらも摂津の名物と

いうことで、私は何とかナスビももっと

他市の人から、摂津は鳥飼なすが有名だ

よねと言っていただけるようなところま

で持っていっていただきたいなというふ

うに思いますし、そして、１階の方にこ

れぐらいのショーウインドウがございま

すけれども、あの中には入っているのか

ということをちょっと、レプリカでもい

いんですけれども、そういったものがあ

るのかどうか、私も見ていませんのでお

聞きしたいということをあわせてご答弁

いただきたいと思います。

○上村高義委員長　稲村参事。

○稲村保健福祉部参事　オレンジリボン

の作成についてでございますが、本年は

委託をいたしまして、たくさん作成をい

たしました。

　２１年度につきましては、いろいろな

場で手づくりをしたいと思っております。

　実際につくっていただく中でオレンジ

リボンへの関心を持っていただきながら、

そのことを通してキャンペーンにも使っ

ていくと、そういうふうなことで考えて

おります。

○上村高義委員長　水田次長。

○水田生活環境部次長　給食残渣の有効

活用ということで、肥料の有料化ですね。

　平成１４年から取り組んでおりまして、

その肥料の中身はどういったものかとい

うことで、平成１５年に調査を行ってお

ります。

　土壌環境分析法とか、いろいろそうい

う法律に基づいた中身で分析があったみ

たいなんですけれども、結果としては良

好な肥料であるというふうには聞いてお

ります。

　今現在、無料ですので、見ばえのよく

ないような形の受け渡しもやっておりま

すけれども、まず有料化を行う場合には、

やはり価格設定を行いますし、やはり有

料になりますと、それなりのお渡しする

ためのいろんな容器そのものも考えてい

かなければならないし、そうなりますと、

費用対効果も考えていかなあきませんの

で、今現在、投入後、七、八十％は減溶

されますので、その２割ぐらいが肥料と

して残ってくるわけですね。

　１９年度の計算でいきますと約９トン

ぐらいが飼料になっているんですけれど

も、果たしてその量で有料化してどのぐ

らいの費用対効果を生むのかなというこ

ともございますので、今後、その辺ちょっ

と検討もしながら、どういったものにで

きるのかということもしてみたいなとい

うふうには考えております。

○上村高義委員長　五里江センター長。

○五里江環境センター長　環境センター

の焼却灰のリサイクルについてでござい

ますが、以前に香川県の木田町の方で灰

でプランターなどをおつくりになってお

られるという事例を聞かせていただいた

ことがございます。

　その辺でちょっと調査もいたしまして、

出る灰の量と、それから製作するプラン
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ターの需要の問題、その辺のところと場

内の施設の設置スペースの問題、その辺

のこともございまして、すぐに導入とい

うことには困難かということで考えてお

ります。

　ただ、灰の活用につきましては、今後

とも新しく活用事例等のご指摘ございま

す。

　今後、そういう事例につきましていろ

いろと状況をお聞きする中で今後研究し

てまいりたいと考えております。

○上村高義委員長　田橋参事。

○田橋産業振興課参事　鳥飼なすの件な

んですけれども、１年前までは市のホー

ムページの中の、鳥飼なすはキャラクター

にもなっていました。ホームページが今

ちょっとやりかえになったところでなく

なったんですけれど、このレプリカにつ

きましては鳥飼なすは生ものですのでレ

プリカをして、それで実際のものがわか

るかということも、レプリカも必要だと

は考えておりますが、インターネット等

で鳥飼なすを検索していただければ１，

０００件以上の検索がヒットしてくると

いう状況にもなっております。

　それで、鳥飼なすの漬物等、農業祭と

か市の植木市のところでも販売、市民農

園の希望者にも配布ということで、市内

の方は鳥飼なすというのは、そういうレ

プリカを置かなくてももうご存じの人ばっ

かりだというような認識もしております

ので、今のところは必要とは考えており

ますけれども予算が伴うものであります

し、スペースも確保することも必要です

のでホームページとかという方で対処し

ていきたいというように考えております。

○上村高義委員長　大澤委員。

○大澤千恵子委員　やはり、歳入歳出の

部分でいいますと、法人税が落ち込んで、

固定資産税も収入が入ってこないという

中で、やはり無の中から有を生み出すこ

とをやはり考えていかなければならない

時期に来ているのかなというふうに思い

ますので、本当に小さなことでも、先ほ

どの堆肥のことでもそうですし、灰のこ

とでもそうなんですけれど、それを何と

か少しでもお金にかえて市の中に入れる

ことができないのかなというようなこと

もあわせて皆さん歳入を上げることも考

えていかなければいけないのかなという

ことで質問させていただきました。　

○上村高義委員長　大澤委員の質問が終

わりました。

　川口委員。

○川口純子委員　それでは、概要に基づ

いてお聞きしたいと思いますが、その前

に、前回の決算委員会のときにも予算に

占める民生費の割合を私はもっとふやす

べきということで質問させていただいて

います。

　今回の予算全体の中で、この民生費が

占める割合ということについては、やは

り余り３０．９％ということだと思うん

ですけれども、ほぼ変わっておりません。

　予算でこれでありますと、決算になっ

たら、このごろはずっと不用額というこ

とで億単位で出てきたりします。さらに

この額は減るのかなと。

　いろいろな未知数の部分もあると思い

ますけれども、そういう点でいうと、こ

の予算についてどうなのか。

　それから、人の配置の問題です。非正

規、非常勤の方たちの職員とか保育士さ

んの昨年、また今度ですか、公立保育所

なんかの正規と臨職などの割合のことに

ついてもお聞きしました。

　いろいろな相談活動が広がっていって

いる中で、やっぱり人というのはすごく

大切、人材育成、そういうのも大切、だ

んだん定年になられる方がふえてくると
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いうことでいくと、これまで積み上げて

きた、例えば子育てのさまざまなこれま

での摂津市の持っている、そういういい

ものですね、それをきちんとやっぱり後

任に伝えていくという、そういう人材育

成がとても大切だと思うんですが、職員

配置、人の配置というところでいうと、

その辺についてもまだまだやっぱり非常

勤とかそういうのを見たところ多いんで

すが、こういう点については決算委員会

から比べてどう改善されているのか、今

回の予算でね。その辺については副市長

の方でまとめてお答えいただけたらあり

がたいです。

　それから、２２ページの自治振興課の

防犯灯事業で、先ほどいろいろな提案が

あるわけですが、まだまだ防犯灯の中に

は、自治会管理ということでやっておら

れるので、防犯灯のカバーのない街灯が

たくさんまだあるところもあるんですね。

それすらないところ、電球丸出しのとこ

ろですね。

　そういうところはやはり危険ですので、

自治振興課としても、そういう点につい

てはやっぱりチェックをしてもらって、

自治会の改修ということでお願いしては

りますけれども、そういうのはやはりで

きるだけ早くかえてもらうという、そう

いうことについても予算をつけていって

もらえるような、そういうことが必要な

んではないかなと思うんですね。

　街灯は明るい方がいいですけれども、

そういう維持する部分でまだまだ古いそ

ういうのもあるということがありますの

で、今までの蛍光灯と同じようなパター

ンでいくというところがまだあると思う

んですね。そういうのは、やっぱり今あ

る中でも改善させていくということも、

そういうチェックをやっぱり入れていた

だきたいなと思いますので、これは要望

しておきたいと思います。

　２４ページの犯罪被害者支援事業です。

優秀な非常勤の職員の方などで頑張って

相談に乗っておられると思うんですが、

このことについては摂津市に視察に来ら

れるという、こういうこととか、講師に

も行っておられるということで、ぜひこ

れからも費用弁償もするということなの

で、充実をしていただきたいなと、そう

思います。

　去年からやられて、自治振興課として

このことについては今後またどういうふ

うな、これまでの状況と今後についての

見通しのような展望があればちょっとお

聞きしておきたいと思います。

　それから、３８ページの戦没者慰霊事

業です。これは、前は隔年でやるとか５

年おきにやるとか、そういうことがあっ

たわけですが、毎年やるようになられま

した、戦没者慰霊事業ですね。

　これを市役所の７階でやっておられま

すけれども、ここの中の舞台装飾の委託

料５０万円というふうになっていますが、

これはどのような委託になっていってい

るのか確認をしたいと思います。

　４０ページのコミュニティソーシャル

ワーク事業です。大変重要な仕事を担っ

ておられるわけですけれども、これにつ

いても非常勤職員の賃金があがっており

ます。体制はどうなるのか、お聞きをし

ておきたいと思います。

　あわせて、次の指定介護予防支援事業

ですね、これについても非常勤職員の賃

金などがあがっておりますが、要支援と

いう、そういう中で、かなりの相談活動

がふえてきていると思います。

　相談をされるご家族の方とか、そうい

うところにも訪問していただいて、かな

りきめ細かく相談に乗っていただいてい

ると思うんですね。
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　これについても、体制は十分なのか、

どういうふうに工夫しておられるのか、

お聞きしたいと思います。

　紙おむつの給付制度については、今回

のやり方についても大分わかりました。

さらに、やはり市民の皆さんがやっぱり

喜んでもらえるような、やっぱり摂津に

住んでよかったなと、高齢者の方も感じ

れるような、そういう施策が１つでも２

つでもやはりあるというのはすごく喜ば

れることだと思いますので、この点につ

いては今後も改善に向けて充実を図って

いただきたいと思います。

　介護予防ふれあい事業ですが、ここの

中でふれあい配食サービス事業委託料と

か、街かどデイハウスの補助金２６２万

８，０００円、こういうのもあります。

　大阪府の財政再建プログラムのこうい

う中で、街かどデイハウスのこういう補

助金などが今後どうなっていくのか。摂

津はまだ街かどデイハウスはまだ１か所

だと思うんですけれども、この充実がやっ

ぱり求められると思うんですよね、今後。

この点についてはどう見ておられるのか、

確認をしたいと思います。

　高齢者の民間賃貸住宅の家賃補助金に

ついては、もっと限度額を引き上げるよ

うにとか、しっかり３分の１補助すると

いう、限度額１万と決めずに３分の１補

助ということを決算委員会でも要望して

いますけれども、ぜひ、今回はこれは無

理だと思いますが、実態をよく見ていた

だいて充実してもらえるように要望して

おきたいと思います。

　子育て全般の問題で、先ほども言って

おりますように、家庭児童相談室の運営

事業でありますとか、５４ページの地域

子育て支援運営事業、地域子育て支援嘱

託員賃金などもあがっております。

　こういう大切な摂津の子育てネットワー

クをつくっていくということで大変重要

な役割を今後も果たしていく、それはやっ

ぱり少子高齢化といわれている中で、子

どもを安心して産み育てられる、いつで

もどこでも相談に乗ってもらえるという

そういう摂津のやっぱり市のメリット、

大きさといいますか、そういう中で横の

子育てネットワークはさらに充実してい

ただきたいし、人の配置、人の後継者づ

くり、こういうのが大変重要だと思って

おりますが、こういう家庭児童相談室や、

もう一つは５０ページのファミリーサポー

トセンター、なかなかこれは受けたい方

と担う方のバランスがなかなか難しいと

いうことの困難を抱えているようですけ

れども、この辺のところで人材育成と、

それから、やっぱりここに携わられる方々

の身分ですね、もっと安定した身分にし

ていくように人の配置を含めてやっぱり

必要だと思いますが、この辺のところは

佐藤部長の方でお答えいただけたらあり

がたいなと思います。

　それから、保育所の待機児童数です。

きのうかきょうの一般新聞の報道でも、

保育所を今が１１５％やったんですが、

１２５％まで公立も詰め込んで入れなけ

れば保育所に子どもが入れないというよ

うな状況があるといわれていまして、国

の方の制度、自由契約方式とかいろいろ

規制緩和の中でいわれていますけれども、

やはりきちんと公的責任を果たしていく

ということで、摂津市内の保育所の実態

を見たときに、資料請求していただきま

したけれども、保育所の待機児童数が３

月１日現在で待機数１０２人、実待機者

は４０人と書いていますけれども、これ、

定員を１１５％入れてもまだこれだけやっ

ぱり子どもたちが入れないというのが摂

津でもこの時点ではやっぱりあるという

ことで、０歳で５８人、１歳児で１２人、
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実待機者で２５と４とか書いていますが、

やはり０歳、１歳児が入れないという、

そういうのがあります。

　わかば共同保育所というのは移転をし

て、三島の方に移転しましたけれども、

この定員もふやしたけれどもやっぱりか

なりいっぱいになってきているというこ

とで、この辺のところについて、やはり

次世代育成計画、代表質問でも取り上げ

ていますけれども、やはり保育所が足ら

ない。

　今度、先ほどの質疑の中で、一津屋愛

育園が９０名から１２０名にふやされる

と、そういうお答えがありましたけれど

も、３０名これでふえるわけですけれど

も、入所数がふえるというのはいいこと

だと思いますけれども、きちんと体制を

とってもらわないとだめだと思いますの

で、この辺のところの保育所の配置につ

いてはどう考えておられるのかお聞きし

たいと思います。

　乳幼児医療無料制度については、摂津

に来たらこんないいことがあるよという

ようなことで、たくさんの子育て世代の

皆さんがやっぱり集まってくるような、

昔の摂津市のように保育所が充実してい

るからいいよということで共働きの親た

ちが、やはりこぞって摂津に引っ越して

きたという、そういう時代もあったわけ

です。

　そういう中で、やっぱりこの医療費助

成というのはどんどん年齢を引き上げて

いって、やっぱり自治体独自の特色を出

していく、子育て応援をしているまちだ

よというのをアピールしていくというの

が大変大事だと思いますが、ぜひ引き続

いて小学校卒業前までとか、中学校まで

とかいうことで、通院についても引き上

げられるように頑張っていただきたいと。

　毎年毎年上がっていくようにお願いし

たいと思います。要望しておきます。

　前にも決算委員会で述べましたように、

子育て支援の部分で乳児訪問指導の嘱託

員ですね、妊産婦乳幼児の訪問指導事業、

４か月の子どもを訪問する、全戸訪問す

るという、このことについても、決算委

員会からしてこれは変わったのか、身分

が、よくなっているのか、同じなのか。

今後もこういう形でしかやっぱりやらな

いのか、考え方をお聞きしたいと思いま

す。

　温暖化対策の事業では、先ほど雨水タ

ンクの設置の補助金の問題、６６ページ

に載っていますけれども、先ほども取り

上げていますように、環境アセスメント

条例の制定、先ほどの答弁の中で、摂津

の規模ではというような話とかありまし

たけれども、ここ最近の摂津の開発の中

で、地元住民の皆さんといろいろ問題に

なっているのは、やはり２０階建てのマ

ンションが建つであるとか、それから、

これまで摂津にはなかったような１５階

建てのシルバー向けマンションが建つと

いうことで、地元では反対の大きな看板

がずっと長い間かかっていまして、今で

もまだかかっていると思うんですけれど

も、なかなかそういう中で、摂津の開発

申請はそれで通っているけれども、やっ

ぱり地元住民といろいろな問題でやっぱ

りトラブルになっているという。やっぱ

り市に対する不信も出てきますし、こう

いう開発についての摂津市がやはり甘い

んじゃないかと、そういう声はここ最近

あちこちで聞くようになりました。

　私が懸念しますのは、やっぱり南千里

丘の開発でも、マンションしか建たない

ということで、やっぱりどういう形にな

るのか、少し高くなっているのでビル風

が来るんじゃないかとか、そういうこと

も懸念していますが、お隣の吹田市では、
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こういう開発のことについて、やはりき

ちんと独自の条例を持っているというこ

とで、国基準ではなくて、大気汚染の基

準も０．０４ｐｐｍというような基準を

持っていたと思います。

　吹田市環境評価条例、これまた参考に

していただいて、先ほどの開発問題でい

いますと、例えば市街地再開発事業など

は３ヘクタール以上のものという、かな

り結構狭い範囲でも規制していますし、

規制といいますか、この対象事業として

はあげていますので、開発行為を伴う事

業についても３ヘクタール以上のものと

いう、１０ヘクタールとか、そういう大

型だけではないんですよね。

　だから、ぜひ摂津の、さっき身の丈に

応じた何とおっしゃったのか、環境対策

とおっしゃいましたけれども、決してそ

うじゃなくて、やっぱり他市のこういう

いい条例があれば参考にして、もっともっ

と住民の声をしっかり聞いて反映させて

いくという環境創造都市宣言も行ってい

る市ですので、こういう点についてもさ

らに進んで、やっぱりどうなのかという、

ことし１年でも結構ですので、検討して、

一緒に民生常任委員の皆さんとも勉強会

してもいいと思いますけれども、ぜひ検

討していただきたいと思いますが、いか

がでしょうか。

　次に、６６ページの葬祭事業で、市営

葬儀の委託料とかというのが入っており

ますが、決算委員会でも申し上げました

ように、社長がセクハラで訴えられると

いう、そういう市営葬儀社もあると。

　そういう中で、市営葬儀を請け負う業

者というのもまた３年以上やっていれば

市営葬儀を受けられるということなんで

すが、これはふえてきているんではない

かなと思うんですが、市営葬儀を扱う、

そういう人たちへのやはり指導とか、そ

ういうことについては前回の決算委員会

からの問題も含めてどういうふうにして

いこうとされているのか確認をしたいと

思います。

　それから、斎場の補修事業で、先ほど

もちょっとご答弁あったわけですが、特

殊な構造であるので特命になるのか随契

になるのかわかりませんが、ちょっと契

約の方法はどんなふうにしてやろうとし

ておられるのか、ここの民生常任委員会

の中でも確認したいと思います。

　それから、７４ページの市民農園です

が、まだことしは団体貸しということで、

去年からも決算委員会の中で私は団体に

入らなくても市民一人ひとりの方がそう

いうささやかやけれども農作業をしたい

という、そういう人たちが摂津でもたく

さんおられますよということで、ぜひ借

りやすいような、もっと市民農園を広げ

るべきということでお話していましたけ

れども、ことしはまだやっぱり団体に貸

すということなんですが、もっともっと

摂津の中で、この花と緑の補助金の問題

でも、レンゲがあるところはもうなくな

りましたし、コスモスもそんなにやっぱ

り植えてもらえるところ少なくなってい

るし、本当に何ていうか緑がなくなって

きまして、季節も皆さんが庭木で植えて

おられる花をめでて季節を感じるかなと

いう感じで、大変貴重な田畑ですので、

この辺については、やはりもっともっと

一市民でも有料でも借りやすいような市

民農園をもっともっと拡大していただけ

るようにどう努力されるのかなと、頑張っ

ていただきたいなと思っていますので、

ちょっと前向きな、ことし頑張ってもら

わなあきませんけれども、お願いしたい

と思いますが、いかがでしょうか。

　最後に、産業振興課の問題です。産業

振興課の方の時間外勤務手当がやっぱり
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多いかなと思ったんですが、それは去年

からずっと不況の中で、いろいろな融資

の問題であるとか書類の整理であるとか、

やはり実務が物すごくふえているんじゃ

ないかなということで、代表質問でも、

今の体制でいいのかということを質問い

たしました。

　この人の配置の問題ですが、これにつ

いては、やはり私も不足していると思う

んですね。その点はやっぱりどういう方

向で充実されようとしているのか、確認

をしたいと思います。

　それから、商店街の整備計画ですが、

正雀なんかを見てみましても物すごく空

き店舗がふえてきまして、それは産業振

興課の方でもよく実態はわかっておられ

ると思うんですけれども、何か目に見え

て摂津市がそういう商店街を応援してい

るよという、そういうメッセージがなか

なか見えないんですね。

　その辺については、今の取り組みの状

況と、それから、どうこれからも応援し

ようとしておられるのか、そこのところ

についても確認をしたいと思います。

○上村高義委員長　暫時休憩します。

（午後２時５７分　休憩）

（午後３時２９分　再開）

○上村高義委員長　再開します。

　佐藤部長。

○佐藤保健福祉部長　家庭児童相談室、

それから地域子育て、それから、ファミ

リーサポートセンターにかかりまして人

材育成と安定した身分、また人の配置、

これらについてどう考えているのかとい

うことのお問いでございますので、ご答

弁をさせていただきます。

　近年、少子化の進行、それから核家族

化の進行、また、地域社会の変貌という

ような中で、地域での子育て機能、また

家庭でのそういう子育て機能も随分低下

してきているというようなことが言われ

て久しいわけですが、こういう中で、や

はりそれぞれの地域で子どもさんをお持

ちの親子が交流したり、また気軽に相談

できるような拠点を整備していくという

中で、子育てに対する不安感であるとか

負担感を緩和していくというようなこと

は大変重要な課題であるという認識をい

たしておりまして、そういう中で、本市

につきましては、千里丘東にございます

子育て総合支援センターの中に子育ての

地域のセンターを開設しておりますが、

それ以降、市内の民間保育所であるとか、

また、ＮＰＯ法人にも委託しながら、こ

ういう、いわゆる子育ての支援拠点の整

備に努めてきているというような状況が

ございます。

　また、あわせましてファミリーサポー

トセンター事業につきましても、社会福

祉協議会に委託をして取り組んできてお

るわけでございますが、これらの、若干

答弁長くなりますが、状況を申し上げま

すと、子育て総合支援センターの２階に

置いております地域子育て支援センター、

ここにつきましては、現在、正職員２名

プラス週４日勤務の非常勤職員１名の３

名体制で実施をいたしております。

　ちなみに、これは６日開設型というよ

うなことで、通常は月曜日から土曜日ま

であけるというタイプの子育て支援拠点

というふうに考えております。

　また、市内の私立の保育所に委託して

おるところ、また、ＮＰＯに１か所委託

しているわけですが、これらについては

週３日ないし４日型と５日型の２種類が

ございまして、４か所のうち１か所が５

日型になっております。

　それから、これらについては基本的に

は専任職員が２名体制というようなこと

で開設をいたしております。
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　それから、ファミリーサポートセンター

でございますが、これは先ほど申しまし

たように、社会福祉協議会に事業委託を

いたしておりますが、社会福祉協議会の

方では週５日勤務、１日６時間の勤務の

非常勤のアドバイザーを配置をいたして

おりまして、こういう中で運営をしてお

るという状況でございます。

　これらについては、やはり一定の経験

がいるという部分もありますので、現行、

これらの職員の配置の中で、さまざまな

工夫をしながら取り組んでいただいてい

るというような状況でございます。

　それから、もう１点は家庭児童相談室

でございますが、これにつきましては、

現在、正職員が２名、それに育児支援家

庭訪問事業の担当の嘱託職員、これは週

４日勤務になっておりますが、１名を配

置をいたしておりまして、そういう意味

で申しますと、正職員２名プラス非常勤

１名の体制で行っておるというようなこ

とで、現状として、私、ご質問のように

これらの事業を今後も展開していくとい

う中で、一番早急に一定解決策を考えて

いく必要があるというのは、近年、児童

虐待に対する対応ということが市の方に

これまでよりも非常に強く要請されてき

ているという中で、家庭児童相談室の体

制の整備というようなことは喫緊の課題

であるなという認識をいたしております。

　また、これらも含めましてこのあたり

はすべて臨時職員、非常勤職員という中

で運営を十分やっていくというようなこ

とは難しい、ある意味でいうと非正規の

業務に当たりますので、一定、現行でも

相当数、正職員の配置をいたしておりま

すが、このあたりは維持しながら職員の

経験の蓄積、また専門知識の習得という

ような部分も含めまして、これは考えて

いきたいというふうに考えております。

○上村高義委員長　萩原課長。

○萩原自治振興課長　これまでの犯罪被

害者の支援の状況でございますが、１件

目は傷害事件でございまして、本市の犯

罪被害者等見舞金の支給に関する条例に

該当しましたので、見舞金１０万円を支

給させていただきました。摂津市内の男

性の方でございます。

　それと、あと直接関係ないんですけれ

ども、私どもの制度を聞いたということ

で、吹田市の方が、女性の方が相談にみ

えました。いつでも来ていただくように

ということで、私どもの相談員が対応を

しております。

　それと、ＤＶ事件というのが摂津警察

から情報が入ってきまして、ＤＶ事件の

場合、裁判所から保護命令が出ますと支

援の対象となりますことから、警察署に

ご協力を依頼し事実確認をいたしました。

ＤＶですので、市外に転出したいという

ことで他市へ転出されました。

　警察官も転出されたことを確認いたし

ております。引っ越しに要した敷金と荷

物の運送料を合わせて２０万円が限度な

んですけれど、２０万円を支給させてい

ただきました。

　残りの１件は母親が１回お越しになっ

たんですけれども、それ以後、おみえに

なりません。連絡先も警察の方から教え

てもらえなかったのでそのままの状態に

なっています。

　それと、電車の中で痴漢に遭ったとい

うことで、そのお母さんが相談におみえ

になりまして、加害者の方の誠意がない

ということで１１月１０日、私どもがし

ています市民法律相談にお母さんが来ら

れています。

　それとほかは、ＤＶの相談があったり

とか、適用できないんですけれども、数

年前に傷害事件に遭ったということとか、
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あと電話相談で空き巣とか、自転車を盗

まれたとか、窃盗とかＤＶとかというよ

うな相談、合計１１件について一応対応

させていただいているような実績がござ

います。

　犯罪被害者支援の今後の展望なんです

けれども、本来ならこのような支援制度

が必要でない社会、犯罪のない社会であ

ればよいというふうに思っておりますけ

れども、しかしながら、現実的には毎日

のように殺人事件、傷害事件、その他の

事件が多数発生しています。

　本市のような本格的な犯罪被害者の支

援制度が導入されている市町村は大変少

なく、犯罪被害者の立場に立ったとき、

行政による支援が不可欠であるというふ

うに思っております。

　今回、刑事訴訟法の改正により、犯罪

被害者が公判期日に出席し、加害者に直

接意見を述べたり、求刑できる被害者参

加人制度が導入されたのを契機にその出

席に要する旅費の一部を補助するため、

今回、摂津市犯罪被害者等支援条例の一

部を改正する条例を上程させていただき

ました。

　一部の新聞とかテレビで紹介されまし

たけれども、本紙の犯罪被害者の支援に

対する熱意が伝わって、行政による支援

制度が全国的に導入されることを願って

いるところでございます。

○上村高義委員長　阪口課長。

○阪口健康推進課長　それでは、３点の

ご質問にご答弁させていただきます。

　まず１点目でございますけれども、妊

産婦の訪問事業の職員の体制でございま

すけれども、今年度、平成２０年度から

１９年度まではアルバイト、臨時職員の

身分としてきていただいておりましたけ

れども、より身分を安定をしていただき

たいということで、２０年度から嘱託員

として予算を計上させていただいており

ます。

　それと、市営葬儀にかかわります業者

につきましての指導でございますが、毎

年度必ず１回は市営業者さん５社を集め

まして、私どもの方で会議を持たせてい

ただいております。

　この折には、昨年あったようなことに

関しましても、個別具体的な問題につい

ては個々の業者とお話をさせていただい

ておりますが、その業者会議の折には社

会的な信頼を裏切ることがないように徹

底をするというようなことは粘り強く指

導しているところでございます。

　それと、昨年７月から、それまで１年

に１回、無作為抽出で葬儀をされた方１

００名ほどを対象にアンケート調査を市

の方で一方的にやっておりました。

　昨年７月から、アンケート調査の相手

方への周知につきまして、メモリアルホー

ルに入場される際に会館の方の職員の方

から、業者の面前で必ず立ち会ったとこ

ろで渡していただくと。

　この内容は事前に費用、内容の説明が

あったかどうか。あるいは、その業者の

態度についていろいろお聞きしています。

この内容も業者さんも知っております。

　これを面前で渡すことによりまして、

７月以降のアンケートの集計の結果、費

用とか内容について説明がなかったとい

うことについては残念ながら１件ありま

した。

　ところが、これ前年と比べますと、前

年８件ございましたので、少なくとも事

前に納得した葬儀をしていただける、経

済的に、費用的にですけれども、という

体制は業者指導の中でとれているのかな

と認識といいますか、考えております。

　それと、斎場の補修事業の契約方法で

す。今、委員ご指摘の特命ということに
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関しましては、これは既設の炉に限って

だとは思うんです。

　それで、私ども既設の炉に関しまして

は委員ご指摘のように、これまで特命と

いうか、施工責任を明確にするというこ

と、それと、いわゆる機械設備、プラン

トですので、小さくても。電気から機械

という設備関係が統一されて、分割発注

するというのは非常に継続的安全な火葬

を確保するという観点からちゅうちょし

ておりました。

　今年度、炉本体から切り離せるところ

については他のメーカーにお声がけをし

まして、今年度、一部ですけれども競争

見積もりを導入しております。

　状況としてはそういうことです。

　それと、私ども将来的、今年度から取

り組もうとしております別府斎場の炉の

入れかえに向けた取り組みでございます

けれども、この本格的な炉の入れかえと

いうことになりますと、この火葬炉設備

につきましては、他の燃焼設備と違いま

して、設備、構造あるいは基準、公害防

止に関する法的な基準というのは適用さ

れておりません。

　したがいまして、現在は各メーカーが

独自の考え方によってプラント設計をし

ているというような状況であります。

　これ、言いかえましたら、火葬炉のメー

カーのよりまして、大きさ、設備、性能、

それと後のランニングコスト、すべて違っ

てきます。

　そこで、私ども将来的には、これまだ

財政の方とは合意、協議しておりません

けれども、担当課といたしましては性能

評価方式といいますか、メーカーからの

提案を受けてランニングコストも含めた

費用、それと性能、これを総合的に判断

をして炉のメーカーを決定したいという

ように考えています。

　そのための作業をするための委託料を

本年度計上させていただいておると、こ

ういうことでございます。

　よろしくお願いいたします。

○上村高義委員長　稲村参事。

○稲村保健福祉部参事　保育所の待機児

童の解消についてでございますが、保育

所の待機児童につきましては、平成１８

年度に新設園１園、また建て替えによる

定員の増１園ということで、１２０名の

定員を増といたしましたことから、１９

年度は１年間、年間を通しまして待機児

童はございませんでした。

　しかしながら、平成２０年の後半から

待機児童が出てきたというような状況で

ございます。

　地域によって、また受け入れ年齢によっ

てというところではございますが、原因

は定かではございませんけれども、住宅

開発が地域的になされたというようなこ

とですとか、また、景気の状況などにも

よるところもあるかと思ってはおります。

　また、現在、子育てのアンケートを次

世代育成支援行動計画策定のために行っ

ておりまして、今後の保育所の定員設定

などにつきましては、このアンケートの

結果をもとにいたしまして、潜在需要も

含めてまた検討していきたいというふう

に考えております。

○上村高義委員長　登阪次長。

○登阪保健福祉部次長　まず、戦没者慰

霊事業でございますが、戦没者追悼式に

つきましては、従前は５年ごとの実施で

ございましたが、平成１９年度から毎年

実施をしております。

　追悼式の祭壇装飾委託料につきまして

は、祭壇の仕様などを記しました仕様書

を作成し、市営葬儀取扱店の５社から見

積もりをとって業者決定をいたしており

ます。
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　次に、ＣＳＷ事業についてでございま

すが、これまで社会福祉協議会やあけぼ

の福祉会への委託、それから市職員の配

置で実施してまいりましたが、この事業

につきましては、事業当初から平成２０

年度をもって事業の見直しが行われると

いうことになっておりました。

　また、今回の府の補助制度の見直しも

あり、これまでの取り組みの状況を踏ま

えて体制の見直しを図ったものでござい

ます。

　予算といたしましては、コミュニティ

ソーシャルワーク事業として非常勤職員

２名の賃金等を計上しておりますが、今

後は地域包括支援センターと一体的に取

り組んでいきたいと考えております。

　非常勤職員２名と正規職員２名の４名

体制で、非常勤職員と正職員１名ずつで

２チームをつくり担当校区を分担してま

いりたいと考えております。

　そして、先ほど申し上げましたように、

一体的にということで、地域包括支援セ

ンターがコミュニティソーシャルワーク

の活動をバックアップしてまいりたいと

いうふうに考えております。

　続きまして、指定介護予防支援事業で

ございますが、非常勤職員の賃金につき

ましては、地域包括支援センターの主に

ケアプラン作成に当たる看護師、介護支

援専門員５名分にかかるものでございま

す。

　ケアプラン作成以外の包括支援センター

の業務であります相談業務や権利擁護の

業務とあわせまして、社会福祉士や主任

ケアマネジャーと連携をとりチームとし

て業務に当たっております。

　包括支援センターには、市の正規職員

であります保健師２名、社会福祉士１名

を配置しているほか、市職員のケースワー

カーやコミュニティソーシャルワーカー

など地域福祉課全体で常に密接な連携体

制をとり、市民への対応を図るよう努力

しております。

　次に、街かどデイハウスでございます

が、２１年度につきましては一般会計の

介護予防・ふれあい事業で２６１万８，

０００円を計上しておりますが、これに

加えまして介護予防事業を取り組んでい

ただくということで、介護保険特別会計

の介護予防普及啓発事業で１３２万円を

予算計上し、前年度並みの予算確保に努

めているところでございます。

　本事業は、市民グループの自主的な事

業運営に対し行政が運営にかかる経費等

を補助することによって活動を支援して

いくもので、地域住民の自主的な取り組

みと介護予防を展開する地域の拠点とし

て重要な社会資源と考えております。

　こういったことから、新しい事業主体

にも参画していただけますよう、補助の

あり方についても今後また検討していき

たいと考えております。

○上村高義委員長　藤井課長。

○藤井産業振興課長　まず、産業振興課

の職員体制についてでありますが、今回

の国の緊急融資において、これまでの月

平均７件程度でありました普通融資の発

行認定数が現在月１００件を超える発行

となっております。

　その対策といたしまして、１月から商

工会職員ＯＢで融資担当者の経験者を臨

時職員として採用し、対応に当たってい

るところでございます。

　この緊急融資は、平成２１年度末まで

予定されております。次年度の受付体制

につきましては、現在、人事課と協議を

行っているところでございます。

　続きまして、商店会への支援について

であります。

　現在の本市のソフト、ハード両面から
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の活性化対策は、基本的に商店会が事業

を起こしていただかないと支援できませ

ん。

　例えば、昨年発足いたしました鳥飼商

店会は、その規模は小さいものでありま

すが、夏まつりや秋の祭り等々、積極的

に行われ、資金面から、また人員面両面

から支援してまいったところでございま

す。

　このような中で、本年度、検討いたし

ます商業等活性化条例は、商店会エリア

内の商店に商店会加入を促し、あわせて

商店会は活性化に向けた事業を展開する

ことをうたった条例で、これにより商店

会組織の強化、再生を図るものでござい

ます。

○上村高義委員長　田橋参事。

○田橋産業振興課参事　それでは、市民

農園についてご答弁させていただきます。

　平成２１年度は２か所を８区画の新規

農園を開設したところでございます。

　また３月５日には、現在お借りしてい

ただいております市民団体に各団体から

２名ずつ参加していただきまして、平成

２１年度以降の方向について説明会も実

施しております。

　この中で、平成２２年度からは利用料

についての一定のご理解はいただいたと

いうことで認識はしているところでござ

います。

　やはり、ここで質問等がありましたの

は、利用料はどれぐらいになるのか、そ

れと、現在利用している区画をもう一度

実測し直してほしいというような意見が

大半でございました。

　少しでも安くその料金を設定してほし

いとの意見がほとんどでございます。

　個人貸しにつきましては、市も固定資

産税と耕作面積等を比較して今回開設し

ました新規農園のところで比較試算しま

したら、この利用料は団体貸しから個人

貸しにしたら１．５倍の大体利用額にな

るというようになっております。

　また、個人貸しにしますと、管理に伴

う管理委託料、もしくは人件費がそこに

必要になってくるということもあります。

　市も市民に少しでも安く利用していた

だきたいということで、団体での受付で

対応させていただくということで今後も

考えております。

　個人の方であっても、自治会とか老人

クラブ等の中で有志を募ってもらって団

体で申し込んでいただけたらというよう

にも考えております。

　また、市民農園の利用者には、今まで

の農園について、農地だけをお貸しして

いたわけなんですけれども、平成２１年

度からは、その内容の充実も図っていき

たいと思います。

　ちょうど昨日なんですけれども、昨日、

摂津市の農業振興会の春野菜の研修会と

いうものが実施されました。そこにも農

業振興会の団体の許可を得まして、市民

農園の団体の方も一緒に受講させてもら

えますかというようなお願いもしまして、

昨日も団体の方が多数受講していただい

ているということもあります。

　それと、７月頃に、今の市民農園の現

場での研修会、現場でのいろいろ市民農

園の利用者の方からご意見をいただいて、

現場での研修会ということも実施するよ

うに考えております。

○上村高義委員長　池上課長。

○池上環境対策課長　それでは、再度の

本市の独自アセスメント条例の制定につ

いての質問にご答弁申し上げます。

　先ほど、川口委員も言われましたよう

な、老人マンションの市民からの騒音苦

情に対しましても環境測定をきっちり対

応して測定をいたしており、また南千里
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丘開発の新駅設置に伴う周辺住民の声に

対しましても同様に近々測定を行う予定

でございます。

　このように、公害にかかります開発行

為につきましては、市民の声に対しまし

て誠意を持ってきっちり対応しているの

が現状でございます。

　そもそも環境影響評価制度とは、環境

に著しい影響を及ぼす恐れのある一定規

模以上の事業を実施する場合に、事業者

自らが事業の実施に先立って地域の環境

を十分に調査し、事業の実施に伴う環境

への影響について予測評価するとともに、

その結果を公表して環境の保全の見地か

らの意見を有する者の意見を聴き、環境

の保全について適正な配慮を行うための

一連の手続を定めたものです。

　これと同様の内容を、本市の環境保全

にかかる条例の第１４条におきまして環

境影響評価の項目を定めております。

　環境影響評価法及び府条例に基づくア

セスメント制度に加えて、市独自の制度

を設けるべきかどうかにつきましては、

市域の気象、地形、地理的条件等の自然

的条件及び社会経済活動の状況等の社会

的条件等をも考慮して検討することにな

ります。

　その際、主に新たに対象とすべき事業

の種類、既に府条例の対象となっている

事業の規模要件の切り下げ等について検

討することになります。

　本市におきましては、山崎委員の答弁

からも述べておりますように、本市の同

条例で環境に影響を及ぼす開発行為の未

然防止に努めることができるものと考え

ており、アセスメント条例の制定は考え

ておりませんので、ご理解をお願い申し

上げます。

○上村高義委員長　登阪次長。

○登阪保健福祉部次長　先ほどご答弁申

し上げました中で、街かどデイハウスの

府の補助金との関係の答弁が漏れており

ましたので、申しわけございません。

　改めてご答弁させていただきます。

　これまで、街かどデイハウスにつきま

しては、かかりました経費に対しまして

４分の３の補助が出ておりましたが、今

回の府の補助金の見直しの中で、いわゆ

る地域福祉・子育て支援交付金とは別枠

で一応補助金としては残るわけでござい

ますが、先ほど一般会計の方で２６１万

８，０００円というふうに申し上げまし

たが、一般会計で計上している、いわゆ

る基本的な事業運営部分につきまして２

分の１の補助が出てまいるということで

ございます。

○上村高義委員長　小野副市長。

○小野副市長　いわゆる、款別の民生費

の構成比率が低いんではないかというこ

とでございますけれども、これは私、そ

の時々の事業の内容、用地買収であったっ

て、例えば公共下水道一つ見ましても、

今、大体四、五億だと思いますけれども、

大体、平成２年から例えば平成７年あた

りまでは大体マックス約８０億から毎年

５０億ふえてきたということで、そのと

き、約４００億弱ふえました。

　そうしますと、そういうときには、当

然、建設事業なり土木費がふえてくると

いうことでございますから、箱物一つ建

てればすぐふえるということでございま

す。

　それで、具体的に２０年度予算との比

較で見ましたら、やはり民生費は約４億

４，０００万、２０年度当初予算では３

０．９％と確かに言われたとおりでござ

いますが、２１年度予算は４億４，００

０万伸ばしまして、３５％弱までいって

おります。

　したがって、比率そのものということ
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よりも、それも大事なんですが、やはり

内容的なものとして、その時々の政策は

どこに打っておるかということが出てま

いりますから、そういう意味で見ていた

だきたいなというふうに思います。

　それから、職員数問題なんですが、民

生所管に対しての人員増につきましては、

今日まで最重点として、ここだけは伸ば

してまいりました。

　確かに福祉、健康、医療等とかから見

まして伸ばさざるを得なかったというこ

とも事実でございます。これは社会経済

ニーズでありますし。

　来年度の４月１日の異動が間近に来る

わけですけれども、人事なり、公室長な

りのところに数多くの人員要望がまいっ

ております。もちろん、この民生所管も

たくさんまいっております。

　それで、今後どう考えるかということ

なんです。民生所管はこれからも伸びる

と私も思います。また、伸ばす職員数は

増強せざるを得ないというふうに思いま

す、扶助費の伸び方から見ましても。

　ただ、そのとき、代表質問のときに公

室長が答弁してますように、私は議論を

しなければならないのは、やはり技能労

務職員であります。

　それで、あのとき公室長は２０．９％

で府下平均は１２．２なんだと。仮にこ

の府下平均が１２．２であれば、大体摂

津は５０人多いということになります。

　ですから、民でできるものは民でやら

なければ、そういうところ、本来の直営

でやらなければならない部分というのは

埋まらないと思います。

　ただし、今４次総計の中でやっており

ますけれども、非常に摂津市に住んでよ

かったという中の一つは多分、し尿の収

集、ごみ収集が非常にいいということが

高いレベルで上がってくると思います、

摂津は住みやすい中に。

　そういう中の部分で、今後、例えば収

集部門の直営部門を何ぼにするかと、幾

らにしていくかと、委託に全部するとい

うことは考えていません。

　そういう職員が頑張ってくれている部

分と、それから２３年４月に、例えばご

み収集を今１戸当たりに月６９７円です

か、向こうの地域で４００件とかあるみ

たいですが。そういうところの中の入札

をするということで答弁いたしました。

　そういうことの中での、例えばそうい

う、やはり選択と集中の中でいかにして

いくかということが一つ大きな課題であ

ると思います。

　しかももう一つは、やはり人口減少が

確実に訪れていますから、私の手持ち資

料で、今、大阪府全体で２０００年で８

８０万人が２０３０年には７７０万人ま

で減るだろうと。このときの職員数はど

うあるべきかということになったときに、

摂津は２０００年は８万５，０００で、

２０３０年は６万７，０００という推計

が出ております。

　そのときをある程度見通した上で、一

たん採用すれば、毎月の給与と福利厚生

費と最後は退職金ですから、６０歳まで

は確実に雇用しなければならない。仕事

が出てこなかったからといって職員を切

るわけにいかないということを考えたと

きに、人口減少は間違いなく起こるとい

うふうに見ます。

　それで、４次総計の中でももうすぐ出

すと思うんですが、大体、私見ますのは、

この４次総計でも平成３０年ごろは高い

ところで７万５，０００、低ければ７万

割るということが出てくると思います。

　そういうことを見ながら、これからの

議論ですが、そのときにどの仕事でどう

いう形でやるのかということがあります。
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　もう一つは、福祉施設も大事でありま

す。それから、もう一つ摂津の特徴は、

自然増はあるんだけれども、社会減で確

実に落ちると。

　そうしますと、社会減で落ちる内容は

市民のニーズは何なのかということをこ

こにもう一度議会で分析しなければなら

ない。

　それは、単に民生費の所管の部分だけ

でなくて、摂津に住み続けたい、また移っ

ても住み続けたい、出たいんだと、出た

い人がどういうニーズを持つかというこ

とは、これは議会で十分一遍議論をさせ

てもらわなければならない。

　それと、人口減少における正職員が一

体何ぼが正しいのかということを、ここ

のことももう一度我々も整理し、議会と

も議論すると。

　しかし、言えることは、今、川口委員

おっしゃるように民営部門は確実に職員

数はふえざるを得ないと思います。これ

は正職であろうが、行政パートナーであ

ろうが、これは間違いなくふえると、高

齢少子社会ですから。

　そこを見た上で、摂津市の人口と、こ

れからの社会減がずっと出ていますから、

それをどうカバーするか、施策を打つか。

そのときに職員をどう充てるか、選択と

集中で。

　そのときに辛抱してもらうところは辛

抱してもらう。民で任せてもらって市民

の人口がとまるような施策のところにど

う職員を打てるかというようなことも大

きな課題でありますので、そういったこ

とも含めて考えてまいりたいと思います。

　もう一つ職員に言わなければならない

のは、経常収支比率の一番最悪の平成１

７年度、うちが夕張に次いで悪いといわ

れたときの人件費の割合は、私は決して

高くはないと、副市長としては思ってお

ります。

　これは、やはり経常収支比率１１０の

ときに、まさしく、あれは府下平均より

も１４も高かったのは公債費でありまし

た。公債費がピークでありましたから。

だけど、それは済みました。

　そのときの人件費の割合は摂津が３３．

２、府内平均が３２．４でありますから、

人件費が別に諸悪の根源ではありません。

これだけは言うておかなければいけない。

　しかし、入れるところへは入れると。

辛抱するとことは辛抱するというような

ことの中身で、４次総計の中で十分議論

いたしたいですし、ただ一つ言えること

は民生所管は必ずふえてくると、職員を

入れざる得ないということは事実のもと

の基づいて職員数全体として考えさせて

ほしいということを申し上げておきたい

というふうに思います。

○上村高義委員長　川口委員。

○川口純子委員　今、副市長の方から民

生部門はやっぱり人が大切だということ

を、どこも大切だとは思うんですけれど

も、思い起こしますと、ここ答弁席に座っ

ておられる皆さん、副市長とともにこの

摂津市をつくってこられた方々がたくさ

ん現役で頑張っておられた方が課長にな

られたり、そういうことでやっぱりずっ

とつくりあげてこられましたよね。

　そういう点でいうと、やっぱり人は減

らないといいますけど、できるだけ安定

した職員で、やっぱりノウハウを持って

いる人たちが次々伝えていくというか、

つないでいくというか、摂津が持ってい

るそういう子育て支援のネットワークの

宝はやはり大事だと思いますので、充実

していただきたいなと思いますけれども、

この広報ですね、３月１日付の職員募集

で地域包括支援センターでも保健師や社

会福祉士、看護師、介護支援専門員のい
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ずれか１人、看護師は地域ケア、地域保

健などに経験のある方ということで、そ

れとかコミュニティソーシャルワーク募

集人数は２人、こういう中で身分、賃金

は月額１７万５，０００円、交通費支給、

この資格を取るのって大変難しいんです

よね。

　こういう資格を持っている人がこうい

うような賃金で本当にずっと来てくれる

のかどうか、毎年毎年保育士さんも含め

て大変だと思うんですね。みんな、やっ

ぱり安定した仕事につきたいですよ。

　１７万５，０００円でこのような資格

を持っている人が本当に果たしてこれか

らも集まってくるのかどうか。

　前も申し上げましたけれど、そのうち

集まらなくなりますよ、きちんとしたこ

ういう資格を持っている人が、やっぱり

どこでも先にできるだけ安定した身分で

仕事をするということをやっぱり選ばれ

ますから、いつまでもこれは続かないと

私は思うんですね。

　そうしたら、やっぱりどういうことか

というと、きちんとした身分をしていく

人たちをきちんと確保していく、それが

すごく大切だと思うんですね。

　だから、やっぱり民生部門では特にこ

れからも大変いろんなものが重要ですの

で、ぜひそういう点も考慮していってい

ただいて頑張っていただきたいなと思い

思います。

　犯罪被害者のこういう支援事業につい

ては、やはり今、相談に乗っておられる

市の元幹部の方などの、やっぱり今、マ

ネジメント能力といいますか、そういう

のがすごくあると思うんですね。

　やっぱり本当にいろんな相談が来ると

思うんですけれども、こういう、これも

やっぱり市の職員としていろいろな知識

を身につけてこられた、そういう人がやっ

ぱり役に立っているということなんで、

ぜひまたこういう人の跡継ぎもつくって

いくということで摂津市のやっぱり大変

な仕事だと思うんですけれども、今後も

これは充実していただきたいなと思いま

す。

　戦没者慰霊事業ですけれども、これは

毎年毎年やっているわけですけれども、

どんどん高齢化になっておられますよね。

やっぱり慰霊祭のあり方というか、そう

いうのは献花をして、来賓というか来賓

が先に献花をするんではなくて、あくま

でもやっぱり遺族の方たち、戦没者の遺

族の方たちを中心にした慰霊祭というふ

うに、やはり内容を変えるべきではない

かなと思うんです。

　やっぱり高齢化にもなっていますし、

前年踏襲というような形ではなくて、い

ろんなやり方をちょっと考えていただき

たいなと。私もこうすればいいとかとい

うのはわかりませんけれども、遺族会の

方たちにもよく相談していただいて、も

うちょっと何ていいますか、優しいやり

方というか、そういうこともあるんでは

ないかなと思いますので、これはまた検

討していただきたいと思います。

　指定介護の予防支援事業ですけれども、

きょうは子育ての問題でも家庭児童相談

室の所長も来ておられますし、寺田子育

て支援センターの所長も来ておられます

ので、地域包括の川口参事もいてはるの

で、やっぱり現場の生のちょっと実態を

教えていただきたいなと。せっかくずっ

と朝から座っていただいているので、ぜ

ひ実態を、今の地域子育て支援のこうい

う中で、本当に大変な状況の中で発見で

きる、つながっていける、子育て大丈夫

だよと応援してあげる、そういうような、

虐待の問題がこれからもますますふえて

くるということがありますけれども、そ
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ういう子育てのネットワークの中心になっ

ておられるということなんで、ぜひちょっ

と実態のことについても教えていただき

たいなと思います。

　それから、指定介護の予防の支援事業

でも、さっきも言いましたように、摂津

市が欲しいと思う人材がいつまでも集ま

りませんよというのを私はやっぱりいつ

も思っているんです。

　そういう中で、本当に相談はふえるばっ

かり、今回の介護保険の認定の改定でも、

さらに地域包括で受け入れなければなら

ない、そういう相談事業がふえてくると

思うんですね。

　そういう点でいうと、やっぱりどうい

うところが困難であるのか、ぜひお聞か

せください。

　街かどデイハウスについては、今後も

やりたい事業所が、そういう団体ができ

るのかどうか。

　安威川以南なんかの地域でも、やはり

あればいいなと思うんですけれども、予

算については補助については何とか継続

していけるような感じだと思うんで、ぜ

ひ安威川以南でもこのような街かどデイ

ハウスができるように、あくまでもやり

たい団体がつくっていくものではあると

思いますけれども、やはり必要ではない

かなと思うんですね。

　そういう点でいうと、かがやきプラン

にも連動していくと思いますけれども、

以南地域でもこれができるように、また

働きかけていただきたいなと思います。

　それから、保育所の待機児童で見たと

きに、次世代育成計画をつくっていく千

里丘保育所を統廃合したときには、もう

この千里丘地域では０歳とかの数字は少

ないだろうみたいな、そういう判断が時

代の中でされました。

　しかし、あそこの現地で公民館と複合

施設で建て替えていたらどうやったんだ

ろうと、やはり今でも私は思うんですね。

　そういう中で、０歳、１歳がこれだけ

保育所に入れない時代がやっぱり来てい

るわけです。これからもますます共働き

がふえてくると思いますし、待機児童対

策を摂津としてもやはり必要だと思いま

すので、保育所の新設を含めた、やはり

増設をするという方向で、次世代育成計

画の方もやはり目標を変えなければなら

ないんではないかなというふうに思って

おります。

　妊産婦の乳幼児訪問指導事業ですね、

これは前の臨職から嘱託員としての身分

になったということなんですが、安定し

て働けるように貴重な看護師資格を持っ

ておられる方です。ぜひ、こういう方が

大変大事ですので、摂津の宝になってい

くと思いますので、ぜひ充実もしていた

だきたいなと思います。

　環境アセスメント条例は、今はそうい

う検討にはないということなんですが、

アセスメント条例をつくったからといっ

て環境が守れるかというとそうではない

んです。お隣、吹田市でも環境アセスメ

ント条例があるけれども、どんどん開発

が進められて、この山田地域といいます

か、毎日放送のところも開発されてしま

うと全く緑もなくなってしまうような、

そういうことがどんどん進めれてしまっ

ていますけれども、環境を守るというこ

とも含めて、住民参加を保障していく、

情報公開をやっぱりやっていく、そうい

う意味で、ぜひ池上課長、この民生常任

委員会としても委員長にもお願いしたい

んですが、ぜひ勉強会みたいなこともし

て、ぜひやったらどうかなと、そういう

ふうに思います。

　ぜひ、また研究しましょう、お互いに

ね。よろしくお願いします。
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　市民農園については、内容の充実を図

るということなんですが、何で団体やな

いとあかんのかということについて、ちょっ

とお答えしていただきたいと思います。

　個人貸し、市民のだれでもが団体に入

らなくてもやりたい人がやれるというこ

とが、そんなに不都合なのかどうか。そ

こがよくわかりませんので、もう一度答

弁していただけますか。団体でなければ

ならないのがね。

　決算委員会のときに、市民がだれでも

やりたいと思う人がやれるような方向に

進むのかなというふうに期待もしていま

したので、なぜ団体でなければならない

のか。

　先ほどちょっと理由おっしゃったんで

すが、もう一つよくわからないので、も

う一回お願いしたいと思います。

　商店街の活性化整備計画ですが、本当

にこれだけの不況が進む中で、ますます

商店街というのは厳しくなってくるんか

なとも思ったりするんですが、でも、や

はり商店街というのは、福島区なんかで

もそうですけれども、マンションだらけ

のところでもやっぱり昔ながらの商店街

であるとか、通りであるとか、そういう

のがすごく市民に潤いをもたらしてくれ

るということですごく注目されています

よね。

　摂津でも、摂津の身の丈に応じた環境

条例、そういう話がありましたけれど、

摂津のまちに合うた商店街というのは私

はやっぱり掘り起こしていけると思うん

です。再現していくというか、そういう

こともできると思うんですよね。

　そういう点でいうと、商店街のもっと

空き店舗対策とか、そういうことで言う

ともっともっと住民の皆さんと一緒に考

えるまちづくりというか、商店街という

か、今実際に正雀なんかもやっておられ

るんですけれども、もっともっとやっぱ

り積極的に産業振興課の方からもっとい

ろんな提案をしていくということもやっ

ぱり必要なんではないかなと、そう思い

ますので、またぜひ検討してください。

○上村高義委員長　答弁を求めます。白

山参事。

○白山こども育成課参事　今おっしゃっ

ていただいた実態について、家庭児童相

談室の方からお話をさせていただきます。

　今、川口委員がおっしゃっていただい

たノウハウの蓄積というのは、今、家児

相の最も最重点課題だと思って、この１

年を取り組んでいきたいと思っています。

　家庭児童相談室の実相談件数なんです

けれども、平成に入りましたころまでは、

新規が５０件、総相談実数は２５０件だっ

たんです。

　それが少子化ということとは反比例し

まして、新規が２５０件、実相談件数は

５００件に上っています。そのときから

あまり職員体制は変わっておりません。

　ただ、摂津市、随分本当によその市よ

りも保健と教育と、それから福祉が３つ

の分野が本当に連携をしながら上手にネッ

トワークを組んで動いていますし、その

歴史は平成よりも長いという、おかげさ

まにそうはなっていますが、ですけれど

も、子どもを取り巻く家族の問題という

のはすごく大きいでして、単に、どう言っ

たらいいんですか、貧困だけではなくて、

一応お金はあるんですけれど、家族の体

をなしていないおうちがすごく多いため

に、そこから来るいろんな子育てのノウ

ハウが蓄積されていないということもす

ごく大きな問題になっています。

　摂津市ではいち早くノーバディーズで

すとかトリプルＰ、ＭＹ・ＴＲＥＥとい

う親支援プログラムを実施してきまして、

虐待にならないような、やっぱりすごく
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怒ってしまって子どもを言うことを聞か

せて、そのために子どもがすごく多動で

いろんな問題行動を起こしていて学級崩

壊にもなっているような教室というのも

実際にはないわけではないんですね。

　その人たちを一人ひとり相談活動の中

で乗せていって、プレイセラピーをして

いってというのには、あまりにも人員が

足らなすぎますので、親支援プログラム

とかを上手に実施しながらやっておりま

す。

　このたび、ＭＹ・ＴＲＥＥも終わった

んですけれども、私は、このＭＹ・ＴＲ

ＥＥをさせていただくまでは摂津市はす

ごくネットワークができているので虐待

のほとんどを私たちは拾いあげれている

と思っていましたが、各小学校、幼稚園、

保育所、私立もですけれども、のご協力

を得てプリント配布して来られるお母さ

んは、とても大変で、よく事件を起こさ

ずここまで来てくれたなと思うケースも

すごく多いです。

　そういう、なかなかそういう親支援プ

ログラムをイギリスではブレア首相の一

言で全部公的に入っていったりする国も

ありますが、まだなかなか今日本ではそ

ういう形にはなっていませんで、それぞ

れの努力と各課、部の努力でされている

というのが現状です。

　私はやっぱり、どんなふうにしたら各

家庭の底上げがしていけるのか、それは

市の政策とともに考えていただければ大

変ありがたいなというふうに思っていま

す。

○上村高義委員長　寺田参事。

○寺田こども育成課参事　では、子育て

総合支援センターの３つの機能が生かさ

れたことを保育所側からご説明をさせて

いただきます。

　家庭児童相談室及び地域子育て支援セ

ンターが併設されておりますことから、

保育園児の家庭状況などの相談、また子

ども自身の状況をじかに家庭児童相談室

が見ていただけること、そしてまた、家

庭状況などの相談、そしてまた、子ども

自身の状況などのさまざまなアドバイス

が得られることなどがとてもメリットし

て考えられます。

　また、地域支援センターが併設されて

いることにより、地域に来られる子育て

中のお母さん、お父さんが保育所の様子

を身近に見ていただけることにより、同

年齢の集団の様子、また、保育の様子な

どを保育所での役割をご理解していただ

けることなどがあります。

　また、保育所では一時保育もしており

ます。専用の一時保育室で保育士２名が

担当しております。

　その中で、母親が緊急入院した場合、

すぐに柔軟な対応もとれることもありま

す。

　また、その中で併設されておりますこ

とから、育児不安、負担などを抱えてい

る子育て中のお母さんたちにとって一時

保育は育児リフレッシュできる場であり、

子育て中の家庭への支援になっておりま

す。

　また、家庭児童相談室に来られたケー

スで、母親がお子さんの育児ができない

状態があれば併設された一時保育につい

てお預かりすることもあります。

　こういう形で子育て中の家庭を支援で

きる子育て総合支援センターであります。

○上村高義委員長　川口参事。

○川口地域福祉課参事　それでは、川口

委員の地域包括支援センターの現状とい

うことですけれども、それについてお答

えさせていただきます。

　現在、指定予防介護支援事業所という

ことで、要支援認定の方へのケアプラン
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の作成ということが予防支援事業として

は主なものですけれども、介護保険の、

例えば訪問介護ですとかデイサービスで

すとか、そのような介護保険で規定され

ているサービス提供だけで支援ができる

というものでは決してございません。そ

のような意味では一般施策の充実ですと

か、あるいは他課で実施されている事業

ですとか、そのようなほかの社会資源と

いいますか、そのようなものも踏まえた

上で予防の方のプラン作成に当たってい

るような現状です。

　そういうような意味では、相談業務も

ですけれども、介護保険という枠の中で

の展開ではなくて、一般施策にも目を向

けるというところでいいますと、平成２

０年度から地域福祉課ということで高齢

福祉係ですとか、老人クラブや民生委員

さんの事務局をもっている庶務係と地域

包括が一つの課になったことで、包括の

方で現状を見てきたことをそのまま施策

に展開していけるというふうな点では連

携がとれるようになってきております。

　包括支援センターの職員については、

非常勤で対応が十分できているのかとい

うご指摘もありましたけれども、現状は

確かに非常勤の人数が多いんですけれど

も、地域福祉課全体として事務の職員で

すとかケースワーカーも合わせまして、

課全体で高齢者を支援するという意味で

は、むしろ専門職というふうな一つの集

団ではなく、一般の職員の方とも一つの

課題に取り組みながら、施策に反映でき

ていけるという点では、むしろいい点も

あるのかなというふうに考えております。

　また、老人クラブや民生委員さんの事

務局の庶務の係と一緒になったという点

でいいますと、やはり市が市民に対して、

職員だけでいろんな施策が展開できるわ

けではなくて、やはり日ごろ高齢者の方

が実際そこで住まれている地域の方々に、

認知症ですとか、そのような正しい知識

をもっていただいて見守り体制を強化す

るとか、そういうふうな事業についても

課全体で知識の普及、啓発に取り組んで、

地域の力全体を上げていただくというふ

うなことでも、包括のいろんな声を反映

していただいているような現状と考えて

おります。

○上村高義委員長　田橋参事。

○田橋産業振興課参事　それでは、市民

農園のご答弁をさせていただきます。

　まず、団体と個人ということでしたら、

やはり、耕作面積で通路部分はとらない

から、より多くの利用がまずできるとい

うことですね。

　それと、利用料の中で団体と個人の利

用料の格差をつけるのがいいかどうかと

いう問題も出てきます。

　それと、利用料がかかった中で個人貸

しするということになりますと、やはり

農地のお借りしている方々のもめごと等

全部市の交渉という形になってきます。

　そうなりますと、現体制の人数ではも

う対応できないというように考えており

ます。

　そこで、市民農園の管理について管理

委託、他市なんかはほとんど農協に管理

委託料を出してやっているんですけれど

も、そういう委託料を計上するのか、人

員の要求をしていかなければならないと

いうように考えております。

　やはり、団体貸しの場合は利用料を取

りましても団体の大きな耕作範囲の中は

団体の中で管理運営していただくという

ようなことも先日の説明会の中でも説明

しておりますので、限られた予算であり

ますので、少ない経費で最大の効果を得

るには、やはり団体貸しというのが一番

適切でないかというように考えていると
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ころでございます。

○上村高義委員長　川口委員。

○川口純子委員　市民農園の件は、ぜひ

そう言わずに個人貸しにできるような方

向も、今の人員は３人、農政の関係は。

管理委託なんかも含めてね。

　もっといろんなところも研究していた

だいて、ぜひもっともっと借りやすい、

だれもがすぐに親しめるような、そうい

う摂津の少ないこういう中で潤いを持た

せてくれるような施策なんですから、ぜ

ひ頑張っていただきたいと思いますので、

また検討してください。

　全体として、やはり民生部門がいかに

やっぱり大切かというのを私はよくわか

ると思うんですね。

　本当に重要な部門を担っていただいて

いる職員の皆さん、やっぱり今各それぞ

れ問題提起もしていただきましたけれど

も、赤ちゃんからお年寄りまでこの摂津

に暮らしていて、やはり本当によかった

と思えるような、そういう施政というか、

そこを担ってもらっている部門ですので、

ぜひ人は城なりですので、摂津のこれま

でをつくってこられた、そういう人たち

のノウハウをしっかり受け継がれて、や

はりその精神といいますか、そういうこ

とが摂津ならではの、摂津の大きさやか

らこそできるという、そういうことがあ

ると思いますので、ぜひ、副市長よろし

くお願いしたいと思います。

　皆さんも頑張っていただきたいと思い

ます。

○上村高義委員長　ほかにございません

か。

　以上で質疑を終わります。

　暫時休憩します。

　　（午後４時３５分　休憩）

　　（午後４時４０分　再開）

○上村高義委員長　再開します。

　議案第7号の審査を行います。本件に

ついては補足説明を省略し、質疑に入り

ます。

　山崎委員。

○山崎雅数委員　パートタイマー、摂津

市独自のこの会計ですから、本当にいい

制度だと思っているんですけれども、そ

れでもこの間、団体、大きな方が抜けら

れたりとかということで、小さくなって

きていると。ことしも規模としては小さ

くなっているという、この状況の説明を

お願いしたいと思います。

　さらに、この利用の拡大ですね、周知

にさらなるご努力ということは要望して

おきたいと思いますので、よろしくお願

いいたします。

○上村高義委員長　藤井課長。

○藤井産業振興課長　山崎委員の方から

パートタイマーの利用の面におきまして、

事業者並びに被共済者、一連、毎年減少

傾向にあるということなんですけれども、

平成２１年２月現在なんですけれども、

４５事業所、被共済者が２３１名となっ

ております。

　これは、平成１９年度末で４１事業所

の被共済者２１６名からは若干のアップ、

数字からいいますと、平成１７年度ベー

スまで戻りつつあるということで、若干

の歯どめはできたかなという認識をして

おります。

　これは過去の委員会で申しております

ように、本市の商工特集号を送付すると

きに、パートの別ビラを載せているとい

う中での勧誘作業が若干成果が出てきた

かなという評価をしているんですけれど

も、持ちこたえたところで、今、係の中

で次の勧誘の作業を今検討しているとこ

ろでございます。

　例えば、本年度の予算でお願いしてお

りました事業者データベース、これの充
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実を図るところなんですけれども、この

データができました折には非会員のとこ

ろの事業所に新たに誘導、勧誘をしよう

かなというような取り組みを今検討中で

ございまして、日々拡大に努めてまいり

たく思います。

○上村高義委員長　山崎委員。

○山崎雅数委員　この社会情勢というか、

不況の中ですから、パートタイマーとい

う働き方というのはふえこそすれ減らな

いということですから、ぜひ頑張ってい

ただきたいと思います。

　よろしくお願いいたします。

○上村高義委員長　ほかにございません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○上村高義委員長　以上で質疑を終わり

ます。

　暫時休憩します。

（午後４時４３分　休憩）

（午後４時４４分　再開）

○上村高義委員長　再開します。

　本日の審査はこの程度にとどめ、散会

します。

　　　（午後４時４５分　散会）

委員会条例第２９条第１項の規定により

署名する。

民生常任委員長 上 村 高 義

民生常任委員  村 上 英 明
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